
II．景気の先行きに対する判断理由

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［酒］（経
営者）

・年末年始を迎えて、売上が増加することを期待している。

○
商店街（代表者） ・103万円の壁の引上げや減税が実現することになれば、今

後の景気は上向きになる。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・物価が予想以上に上昇しているものの、給与も上がってい
るため、今後の景気はやや良くなる。観光客が増加傾向にあ
ることもプラスである。

○

一般小売店［土産］
（経営者）

・今後については、冬の観光シーズンとなるため、客が増え
ることになる。インバウンドは、特に中国方面の便数の回復
が遅れているため、前年並みにとどまるとみられるが、円安
を追い風に客単価が上昇することを期待している。

○
百貨店（販売促進担
当）

・年末年始から春節にかけてインバウンドの増加が見込まれ
る。地元客はまだ購買意欲が低いものの、クリスマスや年末
年始のイベントに向けて消費が上向くことを期待している。

○
スーパー（役員） ・正月のおせちなど、料理の予約が前年を２割ほど上回って

いる。また、今年の年末は帰省客が増えることで消費が活発
になると期待している。

○
家電量販店（店員） ・年末商戦や初売りなどのイベントで来客数の増加が見込ま

れることから、今後の景気はやや良くなる。

○
乗用車販売店（経営
者）

・今後については、生産量が徐々に回復することで、受注量
及び販売量が上向くと期待している。新車への期待感が高い
こともプラスである。

○

旅行代理店（従業員） ・国内航空需要が堅調なことに加えて、冬季の航空便の運航
スケジュールにおいて国際線の直行便が増えたことから、１
月以降のインバウンド需要の伸びを期待している。主要なス
キー場の宿泊予約が前年を上回っているとの情報があること
もプラスである。ただし、地域によってはオーバーツーリズ
ムの影響が出てくることも懸念される。

○

タクシー運転手 ・前年よりも乗務員が60人ほど増えており、年末までにあと
10人程度が入社予定である。乗務員の増加に伴ってタクシー
の稼働台数も増えることから、これから年末にかけての繁忙
期には前年を大きく上回る売上となることが期待できる。

○

タクシー運転手 ・これから忘年会などで人流の増える時期となるため、景気
が良くならなければ困る。ただし、最近の客の動きをみる
と、都市部のような夜間の人出は余りなく、夜遅くまで飲食
店を利用するような風潮もなくなっているため、一抹の不安
を抱いている。

○ 美容室（経営者） ・年末年始を迎えて、景気が良くなることを期待している。

□

商店街（代表者） ・今後については、道内客、道外客、外国人にかかわらず、
観光客の少ない時期であり、周辺住民の外出控えも顕著な時
期となる。多くの業種で売上を伸ばすような要因が見当たら
ないことから、今後も景気は変わらない。

□
商店街（代表者） ・忘年会の予約が前年よりも早くなっているなど、好調な兆

しがうかがえる。景気が安定していることで、年末商戦への
期待が高まっている。

□

百貨店（売場主任） ・当地のホテル数が増加していることから、インバウンドの
増加を期待している。冬のボーナスが増加見通しであること
もプラスである。ただし、プラスの影響が生じるのは一定の
客層に限られるため、全体としては現状のトレンドが続くこ
とになる。

□
スーパー（店長） ・政局が変化していることで、先行きへの不透明感が増して

おり、今後しばらくは消費が大きく上向くことはないとみら
れる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・売上を大きく伸ばすことは難しいものの、常連客の利用を
維持していくことで、現状と同様の売上を維持できるとみら
れる。

　景気の先行きに対する判断の理由について、その主だったもの及び特徴的と考えられるも
のを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
コンビニ（エリア担
当）

・値上げの動きは落ち着いてきたものの、客の購買にはつな
がっていない。今後は価格競争が激化することが懸念され
る。

□
衣料品専門店（経営
者）

・円安が続き、物価高が収まらないことから、客の財布のひ
もは固いままである。今後もこうした状況は変わらない。

□
衣料品専門店（エリア
担当）

・必要な物については、今後も客の消費行動が変わらないと
みられる。

□
家電量販店（経営者） ・暖房器具などの季節商材は例年並みの売上で推移している

ものの、テレビの売上が伸び悩んでいることから、全体的な
売上は横ばいで推移することになる。

□
乗用車販売店（従業
員）

・売上は前年並みとなっており、冬のボーナスも前年並みの
水準が見込まれる。同様の企業が多いとみられるため、今後
も景気は変わらない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新車の販売台数をみると、ここ数か月やや悪い状況が続い
ている。今後に向けての好材料も見当たらないことから、景
気は変わらない。

□

自動車備品販売店（店
長）

・消費する物全ての価格が高騰している一方で、所得が大き
く変わっていないことから、今後の景気が良くなることは考
えにくい。売上が増加しているように見えても、物価高の影
響で消費額が増えているだけと考えることができるため、消
費者の買物の内容で判断することが重要になっている。

□
その他専門店［造花］
（店長）

・季節の変わり目ということもあって、ここ最近の客の動向
に変化がみられない。そのため、今後も景気は変わらない。

□
高級レストラン（ス
タッフ）

・人手不足の影響が大きく、売上が減少していることから、
今後も景気は変わらない。

□
スナック（経営者） ・今後も景気は余り変わらない。ただし、11月に入り、12月

の予約が多少入り始めているため、良くなることを期待した
い。

□
観光型ホテル（経営
者）

・国内外からの団体客の動きが鈍くなっていることから、今
後も景気は変わらない。

□
観光型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊や宴会場の予約状況から、今後も現状と同水準での推
移が見込まれる。

□
タクシー運転手 ・今後の予約状況をみると、前年と比較してそれほど変化が

みられないことから、来客数も前年並みで推移することにな
る。

□
通信会社（企画担当） ・状況が大きく変わるような新サービス、価格、通信端末が

ないこと、ここ最近の客の様子が変わっていないことから、
今後しばらくは現状と同様の競争環境が続くことになる。

□
観光名所（従業員） ・11月が好調すぎたこともあって、先行きを見通しづらい面

もあるものの、今のところ、プラス要因もマイナス要因も特
に見当たらないことから、このままの状況で推移する。

□

美容室（経営者） ・11月から技術料金を値上げしたことで、スタッフの給与を
引上げることができた。これからも技術料金とスタッフの給
与を連動させていくことが必要なため、利益は変わらないま
ま推移することになる。

□
その他サービスの動向
を把握できる者［フェ
リー］（従業員）

・今後、冬季においては、天候の影響による欠航が増えるこ
とになる。また、冬季を迎えて、観光客の減少が続くとみら
れるため、今後も景気は変わらない。

□
住宅販売会社（経営
者）

・円安に加えて、人件費の高騰などで建築コストは引き続き
高止まりしている。金利が下がる状況にもないため、引き続
き住宅建築は厳しい状況が続くことになる。

□
住宅販売会社（従業
員）

・マンション価格が上昇していることで、購入可能な客層が
限られることになるため、今後も厳しいまま変わらない。

▲
商店街（代表者） ・客の行動から、景気が上向いているとは考えにくい。少数

与党となって政権運営が難しくなっていることもマイナスで
ある。

▲
スーパー（店長） ・家計のエンゲル係数が高くなっている。暮らしていくこと

を優先して、その他のことに金を回す余裕がなくなっている
ことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

スーパー（企画担当） ・新米が出回って以降も米の価格が前年並みの水準に戻って
いないなど、物価水準は総じて上昇を続けていることから、
当面消費が上向くとは考えにくい。価格競争が激しくなって
いることもマイナスである。

96 



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲
スーパー（企画担当） ・今後も物価が高止まりしたまま推移することになれば、年

末年始を除き、客の買い控えが顕著に表れることになる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・３か月連続で来客数が減少していることから、今後の景気
はやや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・商品価格が高騰していることが、客の購買意欲や購買頻度
に影響を与えているため、今後も景気は変わらない。

▲

乗用車販売店（経営
者）

・公共料金が下がらないことが景気の悪さの大きな要因と
なっている。特に電気料金、燃料価格が高騰していること
で、客の消費行動にブレーキが掛かっていることから、今後
の景気はやや悪くなる。

▲

乗用車販売店（従業
員）

・12月は客の消費が別の商材に向かうため、車の販売が落ち
込む時期であり、当社の売上目標も低くなる。特に今年は、
例年と比べて車に金を使わない状況がみられることから、今
後の景気はやや悪くなる。例年どおりであれば、１月以降は
決算期に向かって売上が伸びていくことになるが、寒くなれ
ばなるほど来場者も少なくなるため、売上が落ち込むことも
懸念される。

▲

住関連専門店（役員） ・米の価格が前年と比べて1.5倍以上値上がりしていること
から、今後は買い控えが強まることになる。客の購買意欲も
ますます低下するとみられることから、景気はやや悪くな
る。

▲

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・最近の天候の変化が極端すぎるため、高齢の客が多い当店
においては、客の来店動向が読めなくなっている。当店では
無料配送も行っているが、対応には限界があるため、今後の
景気はやや悪くなる。

▲

高級レストラン（ス
タッフ）

・12月の予約状況が芳しくない。外食控えが進んでいること
もあって、好況には程遠い状況であり、今後の景気はやや悪
くなる。ただし、今後の国の経済対策によっては景気が上向
くことも考えられる。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・今後については、特に大きなイベントもないため、集客は
余り期待できない。年末年始以外の来客数は減少すると見込
まれる。

▲
旅行代理店（従業員） ・現状の物価高が収まるような兆しはない。また、収入の増

加が物価上昇に追い付いていないことから、旅行などの娯楽
需要が上向くとは考えにくい。

▲

旅行代理店（従業員） ・北海道では元々海外渡航率が低く、円安、燃油高、物価高
などのマイナス要因に加えて、海外の政情不安、米国の政権
交代などの影響も懸念されることから、海外旅行の回復は見
込めない。海外旅行の落ち込み分を国内旅行でカバーしたい
が、国内旅行については、インバウンド需要の増加により、
希望の予約がなかなか取れないことが懸念される。これらの
ことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

旅行代理店（従業員） ・食品、エネルギーを始めとした物価の上昇が続いているこ
とで、余暇、レジャーに掛ける費用が少なくなっており、旅
行マインドが減退している。物価の上昇はいまだに続いてい
ることから、今後の景気はやや悪くなる。

▲ タクシー運転手 ・物価の上昇が落ち着かない限り、景気は変わらない。

▲

美容室（経営者） ・年末という季節要因による一時的な売上増加は見込めるも
のの、景気が上向くとまではいえない。物価上昇による圧迫
感が客足を鈍らせている面もあるため、今後の売上は前年よ
りも減少することになる。

▲
美容室（経営者） ・最低賃金が上がったことで、今後の経営環境はますます厳

しくなる。

▲

住宅販売会社（経営
者）

・分譲マンションの価格上昇に所得の増加が追い付いていな
いことから、市場が縮小しており、今後も同様の傾向が続く
ことになる。建築費の過度なインフレを抑制する政策が打ち
出されることを期待している。

×
スーパー（店長） ・国の経済対策が不透明なことから、今後の景気は悪くな

る。

×
スーパー（店長） ・これから冬を迎えて、灯油を始め、いろいろな物に金が掛

かることになるため、必要最小限の物だけを買う状況になる
とみられる。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×

衣料品専門店（店長） ・暗い話題の報道ばかりなこともあって、客の購買意欲が上
向いてこない。年末になれば多少は明るい話題が増えるかも
しれないが、一時的な動きにとどまるとみられるため、今後
の景気は悪くなる。

×
タクシー運転手 ・年末年始を迎えて、年間で最大の繁忙期を迎えることにな

るが、今年のこれまでの状況から、個人の利用も企業の利用
も期待できない。

◎ － －

○

食料品製造業（従業
員）

・卸売業者に取引条件を提示するようになってから販売量が
伸びている。ただし、３か月後には効果が一巡することか
ら、販売量は前年並みになると見込まれる。一方、本州の安
売り量販店が北海道に進出しており、その対策として、当社
の商品の取扱量が増えることを期待している。

○
通信業（営業担当） ・インバウンド及び国内観光客の入込数が大きく増加してい

る。観光関連や小売業の好調さが他業種にも波及すること
で、今後の景況感は上向くと見込まれる。

○
金融業（従業員） ・国のエネルギー価格に対する支援が１月から再開されるこ

と、年度末に向けて物価上昇の鈍化が見込まれることから、
今後、消費者のマインドが改善し、景気はやや良くなる。

○
司法書士 ・不動産売買、新築、リフォームなどに関する登記の引き合

いが増加傾向にあることから、今後の景気はやや良くなる。
周りの同業者も不動産登記業務で忙しそうにしている。

○
その他サービス業［建
設機械リース］（営業
担当）

・今後も建設投資は堅調に推移すると見込まれる。

○
その他非製造業［鋼材
卸売］（従業員）

・販売価格の値上げや大型案件の受注などで、今後の売上は
前年を６％ほど上回ると見込んでいる。ただし、市場全般の
動きはまだ良いとはいえない状況にある。

□
食料品製造業（従業
員）

・年度末までこれまでと同様の状況で推移するとみられる。

□

建設業（従業員） ・今後も建築費の上昇傾向は変わらないことから、景気は年
単位の長いスパンで変わることになり、急に景気が変わるこ
とはない。投資を行っている発注者は、建築費が上がり続け
ることを前提にしている。

□
その他サービス業［ソ
フトウェア開発］（経
営者）

・採用環境が厳しく、案件があっても受注することができな
い状況にある。そのため、今後も景気は変わらない。

▲
農林水産業（経営者） ・全体的に果物の収穫量が少なくなっている。りんごは収穫

量が大きく落ち込んだ前年よりも悪くなる可能性があること
から、今後の景気はやや悪くなる。

▲
金属製品製造業（従業
員）

・新築戸建ての住宅着工戸数が前年に続き落ち込んでいる。
今後も回復する兆しが見当たらないことから、景気はやや悪
くなる。

▲

建設業（経営者） ・年度末に向けて完工高が積み上がっていくことになるもの
の、季節要因で工事の稼働量は大きく下がることになる。公
共工事は２月頃からゼロ国債工事の発注が始まるが、工事の
着手はゴールデンウィーク明けになることが多く、それまで
は作業の準備期間となる。建築民間工事は雪解け後に順次着
工が始まることになる。これらのことから、今後の景気はや
や悪くなる。

▲

建設業（役員） ・少数与党になったことでの政権運営の不安定化、米国の政
権交代が国内景気にマイナスの影響を与えることを懸念して
いる。国土強靭化のための公共投資予算が十分に確保できる
のか、物価高や景気の先行き不安の影響で民間設備投資が減
少するのではないかなど、受注減少に直結しかねない不安要
素があり、今後、建設業界に大きなダメージが生じる懸念が
ある。

▲
輸送業（支店長） ・冬を迎えて、国内からの移入量が落ち込むことになり、売

上及び利益が減少すると見込まれる。現場作業員の採用につ
いても厳しい状態が続くと見込まれる。

▲
司法書士 ・ウクライナやイスラエルの情勢が落ち着かない限り、景気

が上向くことはない。米国の動向も気掛かりである。
× － －
◎ － －

企業
動向
関連

(北海道)

雇用
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○ － －

□

人材派遣会社（社員） ・中途採用の有効求人倍率が高止まりしていることから、当
面、企業の採用意欲の高い状態が続くことになる。営業系の
人材ニーズに加えて、社内体制見直しのための管理系の人材
ニーズも高まっていることから、企業が景気に左右されない
組織作りに動き出していることがうかがえる。各企業の業績
が３か月前を大きく下回っているような話も少ないことか
ら、今後も景気は堅調に推移することになる。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・中途採用の労働市場において、中小企業や個人の飲食店の
人材確保が難しくなっている。地方では若年層の働き手確保
が大きな課題となっている。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・年末商戦に向けて短期の人材募集が増加することを期待し
たいが、ＤＸ化や省人化、スキマバイトの活用などで対応す
る企業が多く、積極的な募集活動がみられない。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・観光客の回復などにより経済が動いている一方で、円安や
物価高の影響が根強いことから、景気が上向くとは考えにく
い。どちらかといえば、景気が下向きになる心配がある。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・地域に元気がなく、今は底に近い状態とみられる。今後の
景気が上向くような要因も見当たらない。

□

職業安定所（職員） ・当地における新規求人数は前年比マイナス8.7％と３か月
連続で減少しており、月間有効求人数は19か月連続で前年を
下回っている。産業や業種によってその度合いは異なってい
るものの、今後の物価上昇の状況によっては、経済活動、消
費行動が先を見通せない状態となることも懸念される。

□

職業安定所（職員） ・新規求職申込件数は増加しているものの、一時的な要因に
よるものである。また、新規求人数は減少が続いているもの
の、特殊要因によるものであり、求人数の減少が景気の悪化
に直結しているとはいえない状況にある。これらのことか
ら、今後も景気は変わらない。

□
学校［大学］（就職担
当）

・今後も人手不足の状況は変わらない。

▲ ＊ ＊
× － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －
○ 商店街（代表者） ・クリスマス、年末年始で来客数の増加が見込める。

○
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・客の様子をみると、目的の商品以外に目に付いた商品も購
入している。この状況は続くとみている。

○
スーパー（店長） ・競合他社に負けない売場づくりや商品づくりが客の支持を

得ており、来客数の伸びなどの数値に表れている。

○
スーパー（店長） ・年頭に自社販売促進の変更があり、来客数、販売点数が減

少したものの、１年が経過し、徐々に回復するとみている。

○
コンビニ（エリア担
当）

・中国が日本人向けの短期ビザ免除を再開することにより、
日本へ観光で訪れる中国人も増える可能性がある。

○
乗用車販売店（従業
員）

・初売りや決算の時期になり、来客数、販売数が増えるとみ
ている。

○
住関連専門店（経営
者）

・受注生産をしているため２～３か月後の受注量は確定して
いる。今月と同様にやや良い状況になる。

○
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・寒さが例年どおりになれば、配達灯油の販売数量も回復し
てくるとみている。

○
一般レストラン（経営
者）

・12月は忘年会シーズンであり、忙しくなることを期待して
いる。

○
観光型旅館（スタッ
フ）

・２～３月は卒業シーズンとなり人が集まる機会が増えるた
め、景気はやや良くなるとみている。

○

旅行代理店（従業員） ・桜の時期のインバウンド需要で先行予約が入っているが、
日本人需要が増える時期と重なるため、大きな伸びは期待で
きない。それ以降の閑散期にインバウンド需要が伸びること
を期待している。

関連

(北海道)

家計
動向
関連

(東北)

99 



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
旅行代理店（従業員） ・当社契約宿泊施設の２～３か月先の販売状況については、

前年比約２％良くなっている。

○
旅行代理店（従業員） ・年末年始は10連休の取得も可能であるため、帰省客の先行

予約も入っている。

○
タクシー運転手 ・買物客の利用が見込めるほか、年末年始は温泉街に行く客

の増加が見込まれる。

○
タクシー運転手 ・通勤、通院、出張などの移動のほかに、新年会や雪祭りな

どのイベントが行われるため、タクシーの利用者数の増加が
見込まれる。

○
通信会社（社会貢献担
当）

・年度末に向けて需要が増える。

○

観光名所（職員） ・12月から２月の予約状況は非常に順調である。12月は前年
実績を上回る予約が入っている。１月、２月は過去最高だっ
た今年の来客数と同等の予約数が入っている。景気はやや上
向くとみている。

○
競艇場（職員） ・毎年12月から２月にかけては売上が増加する傾向にある。

年末年始のイベントは集客が見込め、売上も良くなるとみて
いる。

□
商店街（代表者） ・年末年始のセール、イベントは例年どおり予定されている

が、大きな伸びは期待できず、横ばいが続くとみている。

□
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・物価の上昇が年内で落ち着けば、消費者は高い物価水準に
慣れるとみている。

□

一般小売店［酒］（経
営者）

・年末年始に向けて期待をしたいところだが、現状維持で精
一杯である。これからの季節、今以上に光熱費等の負担が重
くのしかかってくるため、ますます買い控え傾向が強まると
みている。

□
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・当店のこれまでの状況から、景気は一進一退の状況が続く
とみている。

□
一般小売店［寝具］
（経営者）

・ここ数か月、商品の回転が非常に悪い状態が続いており、
年末や新年に向けて不安しかない。物価高がいつまで続くの
か分からず、客の買い控えは続くとみている。

□

一般小売店［雑貨］
（経営者）

・物価の上昇が止まらず、客もかなり慎重になっている。チ
ラシをまいても、他店のチラシと比較され、安いものだけが
動いている。商店街でスタンプラリーを実施しているが、購
買意欲を刺激するには至っていない。

□
百貨店（企画担当） ・婦人服や紳士服は秋冬商材の不振が続いており、客単価が

下落している。また、食品も購入客数の減少が続いている。
この状況は変わらない。

□

百貨店（経営者） ・高価格帯商品の動きは衣食住の各領域で今のまま堅調に推
移するとみている。物価高の影響で中間層の生活防衛意識が
高まり、食料品への影響が今まで以上に大きくなることを懸
念している。

□
百貨店（催事担当） ・物価上昇による生活防衛意識から、購買を必要最小限に抑

える傾向は今後も続くと予想され、消費行動が回復するのは
難しいとみている。

□
百貨店（従業員） ・年末年始などのギフトシーズンに入るが、需要が減少傾向

にある。物価や光熱費の高騰が続くことから、生活防衛によ
る買い控えは継続するとみている。

□

スーパー（経営者） ・低価格品への需要があるものの、値上げ商品への価格転嫁
は続くとみている。人件費を含む諸経費の増加が続くなか、
収益バランスを考慮した価格戦略が重要になる。消費動向を
一層冷静に見ていかなければならない。

□
スーパー（店長） ・ますます寒くなり光熱費の負担が増えることで、食費が削

られることを懸念している。

□
スーパー（店長） ・来客数が前年を上回る傾向は続くとみているが、より良く

なるための材料は見当たらない。

□

スーパー（企画担当） ・農家の多い地域にあって、米価が上がり果樹の自然災害も
少なかった今年は、当店でも増収増益を期待したいところだ
が、年間で最大の売上となる歳末商戦に向けては、いまだ盛
り上がりに欠けている。ギフトや土産品などは商品単価も低
く、販売数も前年を下回っている。今後は家庭内需要を中心
に強化する方向である。
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□

スーパー（商品担当） ・年明け以降、米やパンなど主食品の値上げが予定されてい
るため、他の食料品を節約する傾向になると予想している。
結果、買上点数が減り、客単価は現状と変わらないとみてい
る。

□ スーパー（業務担当） ・大きく変わることはないとみている。

□
コンビニ（経営者） ・平日日中の客単価や買上点数はほぼ横ばいで推移してい

る。今後も大きく変わることはないとみている。

□
コンビニ（経営者） ・地方では賃金が上がっていないことに加え、ガソリン、電

気、水道の料金が軒並み上昇しており、食料品に回す金が削
られている。売上が改善しない状況は続くとみている。

□
コンビニ（経営者） ・年末年始も周辺の動きに変化はなく、来客数は横ばいが続

くとみている。

□
コンビニ（エリア担
当）

・年始以降も外的環境は変わらず、景気も変化はないとみて
いる。

□
コンビニ（店長） ・年末年始で大きく金が動くが、物価高騰のなかでの消費者

の動きに対し、どう対応するかが難しい。

□
衣料品専門店（経営
者）

・選挙で政権政党が惨敗したため、今後の様子をみたい。

□
衣料品専門店（経営
者）

・節約志向の高まりによる個人消費の停滞は今後も続くとみ
ている。

□
衣料品専門店（店長） ・天候が平年並みに落ち着くと客足は戻り、来客数はほぼ横

ばいになるとみている。

□
衣料品専門店（店長） ・平年より寒く、雪が多くなるとの予報もあり、冬物商材の

動きが見込める反面、春物商材の立ち遅れが危惧される。

□
衣料品専門店（店長） ・買い控えの傾向は続くとみている。景気回復の見通しが立

たない。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・冬のボーナス支給時期になるが、客からは厳しい話を多く
聞く。景気回復に期待は持てない。

□ 家電量販店（従業員） ・景気の見通しは良くない。

□
家電量販店（従業員） ・初売りは盛り上がるものの、その後の新入学・新生活商戦

は年々売上が減少傾向にあるため、トータルでは大きな変化
はないとみている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・年末決算や初売りで来客数は増加するが、メーカーのキャ
ンペーン対象車種と、販売可能な車種をみると、売上は例年
と変わらないとみている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・メーカーは国内向けに配車量を増やすと言っているが、毎
月トーンダウンしている。

□

乗用車販売店（店長） ・スタッドレスタイヤ等の季節商材も値上がりしているた
め、購入を控えたり必要最低限の購入にとどめたりする客が
目立つ。車両だけでなくサービス部門の売上も前年並みを
キープするのがようやくである。この状況は続くとみてい
る。

□
住関連専門店（インテ
リアコーディネー
ター）

・建物が売れても附属のものが売れない。客を見ても富裕層
と国民の大部分である中間層との差が広がっているようにみ
える。せめてその差が広がらないことを願っている。

□
その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（経営
者）

・売上につながる商品も情報もない。ただひたすら売上が下
がり続ける状況になるとみている。打開策も見つからず八方
塞がりである。

□
その他専門店［靴］
（経営者）

・生活必需品の値上がりもあるが、靴も値上がりしているた
め、他社と比較してから購入する客が多い。

□

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・クリスマスケーキやおせちなどの価格を前年より20％から
30％アップした店舗があるが、受注に苦戦している。エネル
ギーコストの上昇が家計に与える影響が懸念され、ボーナス
支給後の消費拡大も不透明である。引き続き、客の節約志向
は続くとみている。

□
高級レストラン（支配
人）

・予約状況は鈍化傾向にあり、当面来客数の増加は見込めな
い。

□
一般レストラン（経営
者）

・これまで利用していた団体からの予約が入らなくなってい
る。景気は低調なまま推移するとみている。

□
一般レストラン（経営
者）

・客から新年会は開催しないという話を聞く。

□
観光型ホテル（スタッ
フ）

・手取りが増えない限り、身の回りの景気は上向かないとみ
ている。

□ 観光型旅館（経営者） ・好転する要素が見当たらず、変わらないとみている。
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□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・雪の季節になる。今年は紅葉の時期と同様に多くのインバ
ウンドが来るとみている。

□

通信会社（経営者） ・テレビ、インターネット、電話の同時加入者向けキャン
ペーン及び集合住宅への通信設備導入など法人向けサービス
の展開により、通信サービス加入者数の増加が期待できる。
放送サービスは、番組コンテンツ等の充実が一段落するた
め、加入者数の大幅な増加は期待できない。

□
通信会社（営業担当） ・景気に好影響を与えるような材料に乏しく、好転は見込め

ない。

□
通信会社（営業担当） ・今までの経済対策で何も変わらないため、今後も変わらな

いとみている。

□

テーマパーク（職員） ・買上率が下がり、購入商品は低価格帯に集中している。配
布用の土産は減少傾向にあり、自分用には高価格帯のものを
少量購入する傾向にある。この状況は変わらないとみてい
る。

□
遊園地（経営者） ・世界情勢や為替の動きによる物価上昇が今後どう推移する

か不透明であり、家計への影響は楽観できない。

□
美容室（経営者） ・物価上昇分の販売価格への転嫁はすぐには難しいため、現

状維持とみている。
□ 美容室（経営者） ・物価の上昇が続いているため、良くなるとはいえない。

□
美容室（経営者） ・常連客だけで新規客は少ないため、変わらないとみてい

る。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・品不足や長納期も解消しており、当面の懸念材料はない。

□
設計事務所（経営者） ・今年度の受注量がある程度確保できている。次年度以降に

つながる営業活動に移行しつつある。

□
住宅販売会社（経営
者）

・新築住宅の受注は低調だが、10年から20年前に新築した
オール電化住宅の経年劣化に伴う大規模リフォームが増えて
おり、売上を補填している。

□
その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・住宅設備機器は暖房器具の購入、給湯設備の交換が増える
とみている。リフォームは物価高騰により商材や部材が値上
がりしているが、価格に反映させるのは難しい状況である。

▲
商店街（代表者） ・物価上昇と先行き不安で、年末年始も消費意欲は高まりそ

うにない。

▲
商店街（代表者） ・人件費や仕入価格の上昇等で商店街店舗は疲弊している。

倒産や廃業が増えるとみている。

▲
コンビニ（経営者） ・気温の低下に伴い来客数が著しく減少している。特に天候

の悪い日は来客数、売上共に２割程度減少するため、これか
らの季節、数字を伸ばすのは厳しい。

▲
コンビニ（経営者） ・最低賃金引上げで利益が10数万円減少している。今後その

影響が重くのしかかってくる。
▲ コンビニ（経営者） ・景気が上向きになる要素は見当たらない。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・米価やエネルギー価格は前年よりも大きく値上がりしてい
るが、賃上げが追い付いていない。実質賃金が下がっている
状況では、来客数の増加は見込めない。

▲ コンビニ（店長） ・物価の上昇が更に加速するとみている。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・メーカーにオーダーできない車や納期が伸びている車があ
るため、なかなか受注に結び付かない。

▲
その他専門店［酒］
（経営者）

・当地域では米価の異常な高騰に喜ぶ声もあるが、全体的に
みると他への値上げの波及など悪影響が懸念される。今後ど
のようになるのか予想がつかない。

▲
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・燃料油価格激変緩和対策事業の期限を迎え、販売価格は10
円程度値上がりする。これにより節約志向が強まり、販売数
量は減少するとみている。

▲
一般レストラン（ス
タッフ）

・ディナーの来客数が急激に減っている。

▲
観光型ホテル（スタッ
フ）

・忘年会や新年会を行わない企業が増えている。

▲
都市型ホテル（支配
人）

・国内外客共に先行予約は苦戦している。

▲ 旅行代理店（従業員） ・冬季に入り、当地域は人流の動きが鈍くなる。

▲
その他サービス［寮管
理］（管理人）

・米国の今後の政策や国内自動車産業の低迷が景気に与える
影響を懸念している。また、税制上の壁がどうなるかも景気
を左右するとみている。
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×
商店街（代表者） ・例年であれば12月の予約数が増える時期だが非常に少な

く、年明けの予約もほとんど入っていない。インフレにより
消費が極端に冷え込んでいる。

× スーパー（経営者） ・物価高も収まらず、更に買い控えが続くとみている。

×

コンビニ（経営者） ・経費の増加、売上の低下は経営を極めて厳しくしている。
冬期間は厳しいが今年は更に厳しくなる。毎年最低賃金の引
上げも続く。辞めるオーナーが増えても、本部は売上至上主
義なので締め付けは更に強くなる。

×
衣料品専門店（経営
者）

・例年１月、２月は売上が低迷する時期となる。秋冬商材が
動かなくなるが、春にはまだ早く、寒さで来客数も少なくな
る。

×
一般レストラン（経営
者）

・新年度に向けて個人客、法人客共に祝い事や歓送迎会に関
する問合せが入っているが、物価高騰のなか今後の出費を考
えると、景気は悪くなるとみている。

◎ － －

○
農林水産業（従業者） ・新米の流通が本格的になれば米価は下落するとみていた

が、依然として高騰が続いている。このまま価格が維持され
れば、米農家は収益の増加が期待できる。

○
食料品製造業（製造担
当）

・新たな販売チャネルを取り込めており、ギフト全体の需要
の落ち込みをカバーできる見込みである。

○
電気機械器具製造業
（営業担当）

・取引先において、これまで止まっていた案件が動き出して
いる。

○
建設業（従業員） ・現在入札準備中の案件ほか、一定の受注契約が見込まれ

る。

○
通信業（営業担当） ・年度末に向けて、今年度の予算消化を設備投資に充てる需

要があり、一定数の受注が見込まれる。

○
その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・県内における交流人口は引き続き増加が見込める。

□
食料品製造業（経営
者）

・ボーナスの支給状況によるが、余り期待はできない。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・役所の発注量が減っているため、年度末の売上が見込めな
い。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・一部の業種を除き全体的に停滞感がある。当社ではある程
度の受注量を確保しているが、同業他社では仕事が少なくて
困っているという話をよく耳にする。

□
電気機械器具製造業
（企画担当）

・顧客の開発状況は活発になっているが、受注につながる具
体的な動きはない。状況は変わらないとみている。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・一部事業に伸びはあるものの、全体を押し上げるまでは見
込めず、厳しい状況が続くとみている。

□
建設業（従業員） ・資材価格の高騰が続く状況のため、景気は今後も変わらな

い。

□
建設業（従業員） ・これ以上対応できない受注量で推移している状況に変化は

ないとみている。

□

輸送業（経営者） ・食品等の値上げラッシュにより節約志向が高まるなか、衆
議院選挙での政権政党大敗や米国の今後の政策の影響がどう
出てくるのか、非常に関心を持っている。物流業は消費が増
えて物の動きが活発にならないと景気は良くならない。活発
になることを期待したい。

□
通信業（営業担当） ・客の対応が鈍い状態はしばらく続くとみている。新たな施

策を講じていく必要がある。

□
通信業（営業担当） ・予算検討の時期になるため、設備投資は一旦落ち着くとみ

ている。

□

金融業（広報担当） ・製造業、流通業界に関しては、原料価格やエネルギーコス
トの高騰は短期間では落ち着かないとみている。一般消費に
関しても、政府の経済対策の即効性は期待できず、観光宿泊
需要や年末商戦はあるものの、例年以上の盛り上がりは期待
しづらい状況である。

□
広告業協会（役員） ・物価上昇の影響による消費の伸び悩みは継続するとみられ

る。広告業界においても大きな変化が起こる見込みはなく、
景気は変わらないとみている。

□
広告代理店（経営者） ・地域間で差がある傾向は、今後も続く。東京では広告市場

が回復しているという情報もあるが、当地域では回復にまだ
時間が掛かるとみている。

企業
動向
関連

(東北)
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□
経営コンサルタント ・安定した需要は見込めるものの、人手不足などによる供給

側の制約が消費を抑制する要因になっている。

□

公認会計士 ・製造業の顧客は、利益を出しつつある企業とまだ底辺から
抜け出せない企業が混在しており、先が読めない。小売業、
サービス業、建設業はある程度の業績を確保できるが、全体
としてはやや良い状態にとどまるとみている。

□
その他企業［企画業］
（経営者）

・年末年始の降雪による地域内のスキー場での集客増を期待
している。

□
その他企業［協同組
合］（職員）

・半導体関連の受注は上向く兆しがあるが、総体的に製造そ
のものの動きが良くない。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・既存商品の売上の落ち込みが大きい上、新商品が想定より
売れない。原材料価格の上昇も続いており、利益確保も難し
い。

▲
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・同業他社でも取引先から支払条件変更の相談を受けるなど
苦しい状況になっている。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・顧客からの長期予測データは減産傾向になっている。

▲
一般機械器具製造業
（経営者）

・半導体装置向け部材の生産調整が入っている。

▲
建設業（従業員） ・冬場は工事案件が減少するため、年内の工事が終了すれば

売上は減少する見込みである。

▲
司法書士 ・相続登記手続は前年比２割程度増加している。一方で、売

買等の登記件数は２割程度減少している。今後も売買関連需
要の減少が見込まれる。

▲
コピーサービス業（従
業員）

・物価高を許容できない販売先が出始めている。

× 農林水産業（従業者） ・冬になり果物がなくなる。

×
窯業・土石製品製造業
（職員）

・公共事業、民間事業共に受注量が減少している。冬になり
一層厳しくなるとみている。

◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・年度末に向けた求人数の推移は良好であるため、期待が持

てる。

○
アウトソーシング企業
（経営者）

・公共機関の発注単価が上がっているため、仕事量も増える
とみている。

□
人材派遣会社（経営
者）

・米国の今後の政策が我が国に与える影響により、中小企業
にとっても輸出入が厳しいものになるとみており、先が見通
せない。

□
人材派遣会社（社員） ・製造業の求人の動きが鈍っている。地方ではインバウンド

需要を享受している業界とそうでない業界で景況感に差が出
ている。

□
人材派遣会社（社員） ・求人の動きは、年間を通して下向き傾向にあることと、今

月の改善を裏付ける根拠がないことから、緩やかな悪化傾向
が続くとみている。

□
新聞社［求人広告］
（経営者）

・個人消費は若干回復傾向にある。しかし、倒産件数は増加
しており、これから冬が来ることを考えると、景気が良くな
る要因が見当たらない。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・明るい材料が見当たらず、変わらないとみている。

□ 職業安定所（職員） ・物価が落ち着くまで今の状況は変わらないとみている。

□
職業安定所（職員） ・最低賃金の引上げによりコストが更に増加するため、求人

数の減少傾向は続くとみている。

□
職業安定所（職員） ・大幅増員の求人はみられないが、雇用調整の動きも見られ

ない。
□ 職業安定所（職員） ・プラス要因になるものが見当たらない。
□ 職業安定所（職員） ・企業立地の情報がある。一方で工場閉鎖の情報もある。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・周辺企業に増産の話もなく、求人数にも変化はないとみて
いる。

▲

新聞社［求人広告］
（経営者）

・物価上昇や人手不足で中小企業の経営はますます厳しく
なっており、倒産も増えつつある。国内政治が不安定な上、
この先の米国の政策も日本経済にはマイナス面が多いとみて
いる。中小企業は厳しい状況に直面している。

▲
学校［専門学校］ ・内閣や米国大統領の政策によっては、アジア各国に様々な

影響が出てくることが予想される。

雇用
関連

(東北)
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× ＊ ＊

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
コンビニ（エリア担
当）

・食料品やギフトが好調であることと、連休前の金曜日の来
客数や客単価が上がっていることから、今後も期待できると
考えている。

◎
旅行代理店（従業員） ・忙しくなってきて人手が足りない。ただし、雇用すると固

定費が上がってしまうため、悩ましいところである。

○
一般小売店［酒類］
（経営者）

・贈答用品が売れる分、売上は増えるとみている。

○
スーパー（総務担当） ・年収の壁問題が議論されるなかで、変更されれば景気は上

向きになると考える。

○
コンビニ（エリア担
当）

・年末年始にかけて来客数が伸びて景気は良くなってくる。

○
コンビニ（店長） ・クリスマス時期で、ケーキの予約等が入ることもあり、景

気は良くなる。

○
衣料品専門店（販売担
当）

・希望的観測だが、年末年始を控えてある程度は人の流れが
良くなる。多少、寒くなってきたので、衣料品関係も幾分動
くという期待感も含めて、若干良くなる。

○ 家電量販店（店員） ・季節商材の伸びが良いため、期待できる。

○
その他専門店（総務担
当）

・通年での動向が良くなるため、期待している。

○
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・予約数が例年になく増えている。新年会や成人式といった
先の問合せも多い。

○
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・年始の予約や問合せが多数あり、貸切りの団体予約も少し
入ってきている。

○
都市型ホテル（経営
者）

・忘年会や新年会シーズン特有ではあるものの、景気はやや
良くなる。

○
都市型ホテル（支配
人）

・2019年比では売上はプラスになっているが、宿泊数や案件
数については伸ばせる余地があるため、やや良くなってい
く。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・稼働率も前年実績を超え、宿泊売上は相変わらず好調であ
る。おせちも順調に受注できており、個人消費も伸びている
ようだが、飽くまで個人客である。オフィシャルではない小
規模の忘年会や新年会等の受注が若干弱く、小さい会場の予
約がまだ空いている点が心配である。

○
タクシー（経営者） ・夜の動きが良くなってきたので、この先も良くなるとみて

いる。
○ 美容室（経営者） ・歳末の売出し期間中は人出が多く、にぎわいを見せる。

□
一般小売店［精肉］
（経営者）

・ここ何か月も同じような状態が続いているため、現状維持
が良いところである。

□

一般小売店［土産］
（経営者）

・例年、冬季シーズンは売上が低調だが、暖冬傾向のため、
国内旅行の客足は、他の季節と比べても極端に落ちることは
少なくなっている。また、コロナ禍以降、外国人旅行客の出
足も余り鈍らない傾向が続いているため、今後の景気も変わ
らず、比較的良い状況を維持できるとみている。閑散期に人
材確保と育成を図り、次の繁忙期をより良い状態で迎えられ
る準備ができれば、良い状況を維持できると考えている。

□

百貨店（営業担当） ・来客数に対して買上客数が少ない傾向になっている。依然
として物価が高く、不要不急な物品の購買にはシビアであ
る。年末商戦や初売りを控えているが、現状維持か若干のマ
イナスを想定している。

□

百貨店（営業担当） ・原材料価格の高騰による各種商品や仕入価格の上昇が続
き、人件費の高騰等も重なり、日々の業務にも景気の停滞、
悪化が見受けられる。営業活動に影響を及ぼさないよう対応
策は取るものの、購買側も目新しい動きは期待できないた
め、変化はないと予測する。

□
百貨店（店長） ・天候の影響もある印象で、直近は少し元のペースに戻りつ

つある。一進一退を繰り返しているが、大きくは変わらな
い。

家計
動向
関連

(北関東)
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□

スーパー（商品部担
当）

・良くなる要素がみえない。温暖化の影響か、農作物の品
質、価格の不安定さ、水産物の価格高騰、食料品全体の値上
げ等、家計が厳しくなる状況は変わらない。食料品スーパー
は厳しい状況が続く。

□
コンビニ（店長） ・景気が良くなるような要因が見当たらない。せめて現状維

持を願うところである。

□

家電量販店（営業担
当）

・ようやく気温が下がり、暖房商戦が立ち上がってきた。季
節商材は前年比99％で推移している。今年は平年よりも雪が
しっかり降る予報のため、エアコンや石油商材の売れ筋を確
保していく予定である。映像関連は前年比90％で、パソコン
関連は前年比85％と、大型案件を受注したものの、不振であ
る。

□

乗用車販売店（経営
者）

・当地域の自動車メーカーの生産状況は、ほぼ安定してい
る。ただし、人材不足や労働力不足が際立ってきている。業
界全体では改善を考えているようだが、なかなか人は集まら
ない。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・身の回りで特に悪いことはないが、成長や発展といった前
向く兆しも何もない。身の回りの客のムードが余り上がって
いない。

□
住関連専門店（店長） ・国の大型政策や、その見通しのないなか、良くも悪くもな

らない。

□

住関連専門店（仕入担
当）

・国内外の政情は不安定さが増し、紛争に関わる報道も後を
絶たない。当面、インバウンドに関わるカテゴリーだけは堅
調だが、それ以外は物価高からくる防衛意識の高まりで、景
気が良くなる要素は全くない。

□
旅行代理店（経営者） ・バス代金が高騰しているため、閑散期でも前年並みの売上

は維持できるとみている。

□
旅行代理店（所長） ・シーズンオフになり来訪者数は少なくなるものの、インバ

ウンドの堅調な動きから、ある程度の数字は期待できそうで
ある。

□
タクシー運転手 ・12月は多少の忘年会等はあるとみているが、帰宅時間が早

く、タクシーの利用客は余り期待できない。

□
通信会社（社員） ・現時点では変わらないとみているが、政策による景気への

影響はある。

□
通信会社（営業担当） ・商品の値上げ傾向が続いているため、単価の低い物を選ん

だり、購入数を抑える等、客の様子は変わらない。

□
テーマパーク（職員） ・例年と異なる天候や気温の影響、各仕入価格の高騰等、増

収以上に営業費が膨らむと考えている。

□
ゴルフ練習場（経営
者）

・まだしばらくは商材価格の上昇は続くようである。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・地方は景気上昇の情報が全くなく、このまま変わらないと
みている。

□
設計事務所（所長） ・新政権で経済対策が進むかどうか。様々な点で、現状維持

とみている。

□
その他住宅［住宅管
理・リフォーム］（営
業）

・コスト高は続いていくと考えるが、人手不足は解消されず
せっかくの依頼を断る例も増えている。日程的にバランス良
く受注する必要が出てきている。

▲

商店街（代表者） ・家族で話し合い、お歳暮は低単価の物を、送付先も最小限
に減らすことにしている。商売では１月の成人式の記念撮影
予約がいまだ数件と、前年同月と比べてかなり少なく、先行
きに不安が募る。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・イベントがなくなるため、やや悪くなる。

▲
衣料品専門店（店長） ・食料品等の生活必需品の値上げ品目が多くなっているた

め、消費が冷え込むとみている。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・受注の伸びが悪く、受注残の積み増しにならず受注が減少
している。

▲
一般レストラン（経営
者）

・年末年始の波があるので、上がり下がりが激しいことは予
想される。

▲

その他飲食［給食・レ
ストラン］（総務）

・主力の事業所給食部門では、食材費増加に加え、人手不足
により人件費も上昇が続いている。最低賃金の見直しが毎年
行われていることに加えて、社会保険の加入基準の見直しも
検討されており、企業負担の増加から収支確保が引き続き厳
しくなると懸念される。
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▲
旅行代理店（営業担
当）

・冬のボーナス次第だが、生活費を差し引いた分でどれだけ
をレジャーへ回せるかである。

▲ 通信会社（総務担当） ・例年２月は最も販売が落ち込む。

▲
通信会社（局長） ・現状の単価の高騰が続くか横ばいで高止まりしていくと、

生活費の節約や買い控えが発生する。

▲
ゴルフ場（従業員） ・年末年始は９連休ということもあり、レジャーより旅行需

要が高まっている。また、予約の推移が前年より遅れてい
る。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・米国の大統領交代の影響が出てくる可能性があり、より一
層の状況悪化が予想される。

×
一般小売店［家電］
（経営者）

・世間では減税、減税と叫ばれているが、逆に減税を打ち消
すようなネガティブな情報ばかりが出てきている。こうした
状況では客は買おうとはしない。

×
乗用車販売店（経営
者）

・明日のことさえ全く見通せないため、悪くなる。

×

一般レストラン（経営
者）

・実質は５年後だが、住宅金利が上がると聞くと更に財布の
ひもは固くなり、外食は更に減らすことになる。お金を使う
気分になれないだろうし、家計から１番最初に削るのは外食
になる。

×

通信会社（経営者） ・あらゆる物が値上がりし、消費者も購入する物に優先順位
をつけざるを得ない状況である。ここ数年で日本のエンゲル
係数が急上昇しているのが何よりの証しである。アベノミク
スの代償が現状である。さらには、急ピッチな賃金上昇で、
企業にその責を負わせようとすれば、今後企業の倒産件数は
増える一方ではないかと考えている。

◎ － －

○
化学工業（管理担当） ・受注済製品を製作中のため、１月には売上となる。2025年

１～３月は増産体制を維持する予定である。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・半導体製造用ロボットの分野で増産の情報があり、若干上
向く見込みである。

○
金融業（営業担当） ・新年を迎えるに当たり、価格上昇等はあるものの、個人消

費の伸びがみられると考える。全体的には景気は３か月後に
は良くなるとみている。

□
窯業・土石製品製造業
（総務担当）

・これから３か月間くらいは、多忙が見込まれる。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・この数か月はまずまずだったが、この先２～３か月は、受
注量、販売量、取引先の様子が不透明で、全く分からない。

□
その他製造業［消防用
品］（営業担当）

・物価高の状況等も、いまだ続いている。

□

輸送業（営業担当） ・年末年始に向かい、冬物家電、エアコン、ヒーター、加湿
器、こたつ等は前年並みの物量を確保予定である。しかし、
車両確保に際して、ドライバーや車両不足が発生し、輸送遅
れやコスト高となり、利益は薄くなりそうである。

□

経営コンサルタント ・春闘前の賃上げは未決着の時期となり、年末年始の需要期
も過ぎて、消費支出は手控えられるとみている。また、補助
金事業が長い間未実施となっているため、特に、地域の中小
企業等の設備投資は冷え込んだままで、受注や売上の業績伸
長は期待薄である。

□
司法書士 ・法律改正の恩恵だが、相続関連の仕事もさほど多くはな

く、少しだけ良くなったという状態が、このまま何年かは続
いていくとみている。

□ 社会保険労務士 ・補正予算案をみる限り、余り変わらない。

▲
食料品製造業（経営
者）

・不安定な国内の政権運営に、先行きには不透明感や不安感
しかない。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・取引先の発注状況により、やや悪くなる。

▲
一般機械器具製造業
（経営者）

・為替は円安傾向が続いており、米国新政権への移行後の動
向に期待を持てそうにない。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・盛り上がる要素がなく、来年１月には米国大統領が変わ
り、関税がどうなるかによって全体的な雰囲気も変わってく
る。かなり予断を許さない状況である。

▲
輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・主要取引先の生産計画が減産傾向にあり、当初の計画より
も更に減産になるとの連絡が入っている。厳しい状況は続い
ている。

企業
動向
関連

(北関東)
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▲
建設業（総務担当） ・補正予算の効果も見通せず、現時点での業務量だと先行き

が心配な状況で、やや悪くなる。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・中国経済の悪化で、悪くなる。

×

不動産業（管理担当） ・採用応募の問合せ数が減少しており、何とかして従業員を
集めるには時給を上げるしかない。諸経費の値上げ等も併せ
て経費増加となる可能性が高く、せっかく取引先に値上げを
了承してもらったところだが、利益の減少が発生する見込み
である。

◎ － －

○

人材派遣会社（経営
者）

・これから年末年始に向けてはギフトや食材集め、おせち等
の動きが活発になる。クリスマス商戦なども結構積極的で、
早い時期から宣伝広告を出しているようなので、このあたり
で幾分持ち直すとみている。住宅関連、土木、公共事業等は
年末年始に向けて、ピッチが上がっていく。ボーナスに期待
しているところもある。

□

人材派遣会社（社員） ・周りの業者には物産店を始め、野菜の卸業もあるが、今の
ところ、主な取引先のホテル、物産店、レストラン等の稼働
は、まだ良い状態である。これから大きく変わるかという
と、なかなかその辺りの見通しは立たないという話はしてい
る。円安、円高、どちらの方に向かうかで観光地である当地
の景気は変わる可能性がある。

□
人材派遣会社（社員） ・業界問わず、募集依頼に対して人手不足の状況が解消され

ていない。比較的人気のある事務職でも、地域の相場以上の
時給でないと人が集まらない状況が続いている。

□
職業安定所（職員） ・主要産業の新規求人の動向について、医療や福祉は増加傾

向で推移している。建設業、製造業は減少傾向で、卸、小
売、サービス業については、増減を繰り返している。

▲
人材派遣会社（管理担
当）

・自動車部品製造会社が電気自動車対応により減産となり、
派遣社員が減る。

▲
学校［専門学校］（副
校長）

・人手不足はすぐには解消できない。業界によっては厳しい
状況となる可能性もある。

× ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
コンビニ（エリア担
当）

・米国大統領選挙が終わり、株式市場にお金が流れ、投資が
増える。

◎
家電量販店（店長） ・今後も訪日旅行客の来客数は増加する予測である（東京

都）。

◎
一般レストラン（経営
者）

・12月は忘年会シーズンであり、毎年多くの予約が入ってい
るため、更に忙しくなっていく（東京都）。

◎
通信会社（営業担当） ・来月に向けて、ブラックフライデーからのボーナス商戦が

本格化することを期待している（東京都）。

○
一般小売店［家具］
（経営者）

・この先も変わらないのだろうと思いつつも、専門店として
生き残っているということが消費者にも多少支持されている
のかもしれない。期待を込めて、やや良くなる（東京都）。

○

一般小売店［文房具］
（経営者）

・従来まで年末の売上の柱であったカレンダーやダイヤ
リー、年賀状印刷などの季節商材は年々売上を落としている
が、現在は観光客、特にインバウンドによる文房具のニーズ
が高まっていることから、遠方からの客が増加する年末年始
は売上が拡大することが見込まれる（東京都）。

○
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・この３か月が良くなかったので、新年は良い年にしたい。
米国大統領に前大統領が就任することで米国株価が上がり、
その影響を受けて国内株も上がることを期待している。

○
百貨店（営業担当） ・外国人観光客の回復と国内客の活性化が継続し、冬物衣料

や年末年始の食品需要に寄与していく（東京都）。

○
百貨店（販売促進担
当）

・物価高による買い控えも落ち着き、寒暖差に伴う冬物需要
から、春物需要にも期待している（東京都）。

○
百貨店（財務担当） ・円安を背景としたインバウンドの増大に加え、賃金上昇等

の効果もあり、国内客の販売量増大も景気を押し上げる（東
京都）。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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○
スーパー（経営者） ・競合店出店への対策を打っており、徐々に差が縮まり元に

戻ってきているため、今月よりは良くなっていく。景気も同
様ではないかと考える。

○ スーパー（販売担当） ・12月商戦があるため、やや良くなる。

○
コンビニ（経営者） ・これから年末にかけてクリスマスケーキやおせちの予約な

ど行事が多くなるため、来客数が増え、単価も上がる。

○
コンビニ（経営者） ・次期米国大統領も決まり、年末年始の予約商品受注もそれ

なりにある。今後は給与の手取り額の改善が見込めれば、消
費も上向く（東京都）。

○
コンビニ（エリア担
当）

・ボーナスが増えた企業も多く、年末年始の大型連休でも多
くの人出が予想される。

○
コンビニ（商品開発担
当）

・今年は秋の期間が短く、更に年末商戦も絡むため、売上増
加に期待したい（東京都）。

○

コンビニ（従業員） ・12月はクリスマスや年末年始に向けて商材が売れる時期に
なる。ただし、これは毎年のことであり、景気が良いという
ことに直結するかは疑問である。時期的なものにとどまる可
能性もある。全く売れないよりはもちろんよいが、ふだんか
ら売上が上がるような商材や購買運動が起こるとよい。

○

衣料品専門店（店長） ・12月は、呉服において得意客の招待催事を開催する月だ
が、予想以上に事前集客ができている。ドレスは店頭販売が
大きく見込める月であり、商材フォロー、人員シフト体制が
完了している（東京都）。

○

家電量販店（店長） ・物価上昇による値上げに対する消費者の意識が変化してお
り、必要な物にはお金を使うことから、単価上昇は今後も緩
やかに進む。また、来年度順調に物価上昇に合わせた賃上げ
が進めば、消費活動は冷え込まない。

○
乗用車販売店（経営
者）

・新車、中古車の販売が好調で、サービス部門の受注も前年
より増えてきている。

○
乗用車販売店（経営
者）

・年度末に向けて景気が改善することを期待している（東京
都）。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・ボーナス、決算と続き、販売が伸長すると予想する。

○
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・これから寒くなるため衣料品は売れるだろうが、当店は薬
屋なので、風邪を引いたなどで風邪薬や保険薬が売れてくれ
れば良くなる。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・気候にもよるが、もっと気温が下がれば、冬物衣料が動き
出す。

○
高級レストラン（経理
担当）

・年収103万円の壁の議論など、その実効性はともかく、物
価上昇に労働市場が追従する雰囲気が醸成されつつある（東
京都）。

○

一般レストラン（経営
者）

・全体的には、為替の影響というよりは、価格を上げていか
ないと採用にもかかわってくることになる。人件費を上げて
いくためにも商品価格の見直しは必須である。客がどこまで
対応してくれるか心配である（東京都）。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・年末年始を迎え、忘年会や新年会など順調に受注してい
る。特に、１月は例年安定した販売量だが、昼夜共に定例や
新規の案件でかなり埋まっている。法人利用は増加傾向にあ
る一方、個人利用は天候や景気に左右されやすく、予想が難
しい。

○

タクシー運転手 ・マスクをしない人が多く、コロナ禍の報道も余り耳にしな
くなり、今年こそは期待したい。忘年会、クリスマス、新年
会と飲む機会が多くあり、街に活気が戻ることを期待した
い。

○

タクシー運転手 ・例年12月は繁忙期のため期待しているが、ここ数年の動き
を見ると、月初からではなく、中旬前後に忙しくなるとみて
いる。年明け１月にどうなるかはまだ不安である（東京
都）。

○ 通信会社（経営者） ・客の様子から、やや良くなる（東京都）。
○ 通信会社（営業担当） ・季節要因での販売増加が見込める（東京都）。
○ ゴルフ場（経営者） ・暖冬の予想が出ている。
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○

パチンコ店（経営者） ・政権与党が過半数を割ってはいるが、経済対策において一
部野党が政策ごとに協力し、来年度予算も決まっていくなか
で、賃上げや減税効果が少しずつ表れてくるとみている。当
社においては、一部利用料金の値上げを11月より実施してお
り、今後は３％から５％の増収が見込める。

○
その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・マイコプラズマ肺炎、インフルエンザ、新型コロナウイル
ス感染症と共存しながら春休みやゴールデンウィークに入っ
ていく（東京都）。

○
その他レジャー施設
［ボウリング場］（従
業員）

・忘年会や新年会の予約が前年と比べて多い（東京都）。

○
その他レジャー施設
［複合文化施設］（財
務担当）

・米国大統領選挙の結果や、野党の提案している景気対策、
年収103万円の壁の動向により、やや良くなる（東京都）。

○
美容室（経営者） ・暮れに向かっているため、これから来店頻度が幾らか良く

なる。

○
その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・年末商戦イベントに向けて、来客数が増えることを期待し
ている。

○
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・問合せ件数は依然として好調だが、人手不足が顕著になっ
ている。

○

住宅販売会社（経営
者）

・当社はホテルも扱っているが、国内ホテルの宿泊料金は月
に２％程度上昇しており、ホテル業界は良くなる。しかし、
中小企業はまだ厳しい環境のなかにあり、なかなか賃上げが
できない。政府には中小企業への景気対策をお願いしたい。

○

住宅販売会社（従業
員）

・来年度の補助金などの予算や税制などが発表されれば、様
子見の客に動きが出るとみられるため、今月と比べればやや
良くなる。人口や婚姻数の減少、空き家問題など、家余りの
ニュースをみると徐々に住宅業界の景気は悪くなる一方では
ある。

○
住宅販売会社（従業
員）

・年末に向けて販売活動を強化する。

○
住宅販売会社（従業
員）

・現在の販売状況の動きから、やや良くなっていく。

□

商店街（代表者） ・食品を始めとしていろいろな物価が上がっていることを顕
著に感じている。客が自分の実質賃金に対してやや心配して
おり、買物にも非常に慎重になっている。なかなか思うよう
な商売をしにくくなっている。

□

商店街（代表者） ・ずっと上向きだった景気の基調は、落ち着いたようだが、
下がるまではいっていない。相変わらずイベントや催物には
人が集まるし、クレジットカードの取扱高も堅調である。今
冬の気候がどのようになるかによっても変わってくる（東京
都）。

□
一般小売店［家電］
（経営者）

・ここ何年か悪い状態が続いている。現状維持することも大
変だが、とにかく頑張るしかない。細かい工事等はあるもの
の、売上自体は増えていない（東京都）。

□
一般小売店［家電］
（経理担当）

・前月と比べて客足が減っている。単価の低い商材が売れて
いる。

□
一般小売店［家電］
（経理担当）

・年末年始ではあるが、そういった感覚での需要は少なく
なっている。

□
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・予想よりも年末にかけての動きがない。12月に入ればもう
少し動き出すとみているが、期待は薄い。

□

一般小売店［米穀］
（経営者）

・食料物価指数も上がってきており、消費者のニーズや生活
様式の変化があるため、良い物と悪い物とがはっきりしてき
ており、プラスマイナスするとそれほど変わらず、新業態の
スタイルができている。また、持続的な優位性ビジネスの方
は良くなる。２極化の時代に入ったようである（東京都）。

□
一般小売店［傘］（店
長）

・冬場は雨が少なく、傘の出番が少ないため、新規購入が控
えめである。

□

一般小売店［生花］
（店員）

・３か月先の２月は、ちょうど11月と同じように行事が何も
ない。行事がないことは花屋にとっては致命的である。結婚
式や祝い花がたくさん出ればよいのだが、財布のひもは固そ
うである。12月はクリスマス、それから３か月先の３月はお
彼岸があるため、少しは良くなる（東京都）。
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□

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・特に中小零細企業の客からは、経費が相当に増えているに
もかかわらず価格に転嫁できない、それ以上に人件費等が著
しく増加していることがかなりのダメージになっており、購
買意欲に結び付かないという話を聞く。この状況は余り変わ
らないとみている。また、この先の大口案件が今一つ決まっ
ていないことも、要因の１つに挙げられる。

□
一般小売店［茶］（営
業担当）

・当社の商材は年末だからといって特に売れる物ではないた
め、当分は現状維持が精一杯である。残念ながら良くなる気
配がない（東京都）。

□

百貨店（売場主任） ・これから予定しているバレンタイン催事などの事前入場予
約等は前年並みである。来店意識を向上させる催事が予定さ
れ、インターネット注文も同様の受注となるような仕掛けが
できていることから、冬の気温低下の影響は前年と同様とみ
ている（東京都）。

□

百貨店（総務担当） ・ボーナスシーズンを迎え、賃金上昇により財布のひもが緩
むことを期待しているが、それ以上に物価高の影響が大き
く、実質賃金は目減り傾向が続くとみられる。米国の政権交
代による景気への影響がどのくらいになるか予想できない
が、国内でも少数与党体制により政策決定が遅れ、景気対策
が進まない心配がある。そのような状況から良くなる期待は
薄く、悪化するリスクを抱えながら、当面は現状が続くと予
想している（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・現在の来客数増加は継続すると予想されるため、来店客の

買い回りを促進し、買上率を上げることで売上拡大を図って
いく。

□

百貨店（総務担当） ・現状の消費環境は、急に良化も悪化もすることのない、安
定的な動きになっている。ただ単に、経済活動に影響を与え
る大きな変化要因がなかったともいえる。物価上昇の懸念等
が払拭できない状態は続いており、今後の動向次第では先行
きの不透明感が続くとみている（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・新政権の経済対策及び次期米国政権の各種政策が、景気に

どのような影響を与えるのかが見通しにくい（東京都）。

□
百貨店（広報担当） ・これまでも為替や株価などの外部要因による変化は一時的

なものにとどまっており、それ以外に現状の景気が大きく変
化する材料が見当たらない（東京都）。

□
百貨店（営業担当） ・インバウンドは以前より伸びが縮小しているものの、高額

品やラグジュアリーブランド同様、好調が継続している（東
京都）。

□

百貨店（営業担当） ・新年以降も確実に期待できるのはインバウンドのみであ
る。国内需要は可処分所得の増加を体感してからでないと厳
しいとみている。まずは、期待する初売りの施策を強化して
取り組む（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・百貨店業はインバウンドの伸びで売上が増加している。担
当するショッピングセンターは地域密着で食品や生活雑貨を
多く扱っているため、近隣住民が日常的に利用してくれてお
り、構造的に安定した商売をしている（東京都）。

□
百貨店（営業担当） ・国内消費は底堅いものの、大きな変化はない。インバウン

ド消費については一定レベルで推移するものと予想する（東
京都）。

□

百貨店（販売促進担
当）

・気温低下により秋冬アイテムに動きが戻ってきているもの
の、物価上昇による買い控え傾向に変わりはなく、今後も
様々な商材の価格上昇が見込まれているなかでは、景気は変
わらない。賃金上昇の実感が伴わない限り、客の消費意欲が
すぐに好転することはなく、２～３か月では変わらない。

□

百貨店（販売促進担
当）

・気温の低下が遅れたせいでコート商戦の出足が非常に悪
かったが、出足が悪いと期中の増産が少なくなり、それに応
じて２～３か月後の冬物セールのマークダウン商材の投入量
も縮小となるため、現状からの改善は見込めない（東京
都）。

□
百貨店（販売促進担
当）

・直近の傾向から、変わらない（東京都）。
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□

百貨店（管理担当） ・年収103万円の壁など、所得が増えていく政策の協議も始
まっているが、主要顧客である高齢者などに響くような内容
ではなく、消費がにわかに活性化するとは考えにくい（東京
都）。

□
百貨店（店長） ・年末年始に向けたニーズは一時的に高まってくると考えて

いるが、気温、物価高、実質賃金等を踏まえると、それが数
か月継続するほどの好況感はない。

□
スーパー（経営者） ・このところずっと同じ傾向で、販売単価の上昇に伴い、販

売点数が減少している。可処分所得が増えないことには、景
気は良くならない。

□
スーパー（店長） ・いまだに値上げが続いているため、売価を気にしながら購

入する客は、競合店を含めて安いときに購入する買い回りを
続ける傾向にある。

□

スーパー（店長） ・消費者には節約志向が依然として根付いており、値上げの
影響も大きく、必要以上の買物をしない。物価の上昇と所得
のバランスが取れてくるまでは、同様の状態がしばらく続く
（東京都）。

□
スーパー（総務担当） ・物価上昇の対策がなされていないため、節約傾向は変わら

ない。

□
スーパー（営業担当） ・単価の伸びは継続するとみられる。冬物商材の動きはまだ

活発化しそうな勢いだが、生活防衛のため財布のひもはまだ
固い（東京都）。

□
スーパー（仕入担当） ・食品が値上げされ、電気やガス料金、ガソリン価格等も高

いため、今年の年末年始は節約志向がより強まる。

□
スーパー（ネット宅配
担当）

・競合他社の影響と、この先も値上げが大幅に増えることか
ら、節約志向が強まる。

□
スーパー（食品担当） ・次期米国政権の動きや年収103万円の壁についての見通し

が不透明である（東京都）。

□
コンビニ（エリア担
当）

・この先の天候も変わらない予報が出ており、来客数に変化
がなければ現在と同じような状況が続く（東京都）。

□

コンビニ（エリア担
当）

・寒さが厳しくなることが想定されるとともに、近隣のイベ
ント会場が前年ほど稼働していないことから、通勤、通学客
は安定しているものの、プラスマイナスすると変化は大きく
ないとみている（東京都）。

□
衣料品専門店（経営
者）

・衣料品はまだ安売り競争が続いていく。

□
衣料品専門店（役員） ・今後もいろいろと値上がりが続くようなので、衣料品業界

は厳しそうである。

□
衣料品専門店（従業
員）

・まだ続く物価上昇の影響で先行きの不透明感が強まってお
り、消費の活性化も見通せない。

□
家電量販店（店長） ・物価上昇が収まらないため、現状がまだ続くとみている。

来年に期待したい。

□
乗用車販売店（経営
者）

・自動車の整備と販売をしているが、販売が余り芳しくな
く、前年度に比べて２割減少している。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・先行きが不透明である。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・新内閣で最低賃金を1500円以上などと言っているが、なか
なか容易に実現できることではない。反面、様々な食料品、
燃料の価格が上がっている。賃金が上がらないまま物価だけ
が上がっている状況は景気にとって決して良くないが、今後
もこの傾向が続くとみている。やはり昭和の時代のように、
賃金を上げ物価も上がるようになってくれれば１番有り難い
（東京都）。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・自動車の販売環境には良くも悪くも変化がないと推測され
る。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・所得が増えなければ車離れが進む（東京都）。

□
住関連専門店（営業担
当）

・与党総裁選挙、衆議院議員選挙の影響で、来年度のリ
フォーム関連補助金政策の確定が遅れており、大型リフォー
ム検討の客が様子見をしている（東京都）。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・物価高や人手不足は変わらないため、そのなかでも打てる
手を打っていく。
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□
その他専門店［貴金
属］（統括）

・値上げをすると販売数量が減少するものの、販売総額は変
わらないという傾向は、しばらくの間続くものと考えられる
（東京都）。

□
その他専門店［雑貨］
（営業担当）

・依然として購買単価や購買点数の高い外国人観光客が客層
全体の９割を占めており、この傾向は年明け以降もしばらく
続く（東京都）。

□
その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・この先も現状の傾向が続きそうである（東京都）。

□
高級レストラン（仕入
担当）

・大幅に景気が落ち込むような気配は見受けられない。米国
の動向や物価上昇が続いている点が懸念されるが、大きな変
化はないと考えている（東京都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・インバウンドは当分続きそうな気配がある。民泊も一般的
になっている（東京都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・季節感もあるが、３か月後も人手不足と客入りの減少が続
くとみている。

□
一般レストラン（経営
者）

・経済が良くならないと、夜に飲みに行くという行為自体が
増えることはまずない。このまま飲食店はどんどん悪くな
る。

□
一般レストラン（経営
者）

・この先の景気動向は今のところどうなるか分からない。年
明け１～２月になればまた変わってくるため、様子見である
（東京都）。

□
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・今後の予約が増えてきているものの、ニュースでは増税の
話題が多いため、景気が良くなるところまでは難しいと予想
している（東京都）。

□

その他飲食［カフェ］
（経営者）

・為替の関係でコーヒー豆の価格高騰がかなり進んでおり、
止まらない。何度となく値上げをしているが、原価が倍に
なっても販売価格を倍にはできず、利益が少なくなってい
る。為替動向が見えてこないと、先が見えにくい。その上、
生豆の取り合いが世界で始まっており、今まで入っていた豆
が輸入できないことも出てきている。為替も気になるところ
ではあるが、生豆が買えなくなると考えると、とても恐ろし
い。世界情勢も見ていかなければいけないと考え始めている
（東京都）。

□
その他飲食［給食・レ
ストラン］（役員）

・業績改善、減衰の大きな要因は既に今月に顕現しており、
今後も大きな変化は起きないとみていることから、現状のま
ま横ばいではないかと考える（東京都）。

□
都市型ホテル（経営
者）

・12月まではかなりイベントが入っているが、年明け１～２
月はどうしても落ち込む時期である。新年会等の受注を増や
して、なるべく今の好調を維持したい。

□
旅行代理店（従業員） ・国内旅行は動きが出てきているものの、海外旅行が伸び悩

んでいる（東京都）。

□
旅行代理店（営業担
当）

・政治が安定していない（東京都）。

□
旅行代理店（営業担
当）

・今まで高かったものは落ち着いてくるが、今後の物価上昇
が影響する（東京都）。

□
タクシー（団体役員） ・年末の繁忙期も余り期待できない模様である。忘年会やイ

ベントがあっても、以前のように終電後まで飲むことは余り
ないとみている。

□
通信会社（経営者） ・商談中の案件及び工事等が増加傾向にならなければ、２～

３か月先の景気は変わらない（東京都）。

□
通信会社（社員） ・イベントの企画が増えてきている。音響や司会の依頼も

入ってきており、見通しは明るいと期待している（東京
都）。

□
通信会社（社員） ・上向く要素がないため低空飛行が続くとみている。当社の

商戦も保守的な目標となっている（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・物価の上昇により支出を最低限に抑えようとするため、大

きな変化は見込めない。

□
通信会社（局長） ・米国大統領選挙の結果からどのような経済の動きがあるか

みているが、今のところ変化はないため、もうしばらくは現
状維持が続く（東京都）。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなると考えられる材料がない。

□
通信会社（経営企画担
当）

・年末年始にかけて案件や受注の動きが鈍くなる（東京
都）。

□ 通信会社（営業担当） ・物価高が収まらない限り、変わらない（東京都）。
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□
通信会社（経理担当） ・年末や新年に向けて何か買っておこうという言葉を聞かな

くなった。

□

通信会社（管理担当） ・変わらず景気は好転しないと予測している。訪問しての説
明、作業のため客の宅内に入ることが多いが、匿名・流動型
犯罪グループによる強盗事件等の影響もあり、既存の営業手
法からの転換が求められている（東京都）。

□
通信会社（管理担当） ・法人は堅調であるものの、個人消費は物価の上昇に伴い低

迷している。ここしばらくは同様の状況が続くとみられ、大
きな変化はない（東京都）。

□
観光名所（職員） ・団体客の戻りがないため、今月の動きは一過性のものと考

えている（東京都）。

□
競輪場（職員） ・次年度に関しては年末と正月の売上を見た上で検討したい

が、革新的なイノベーションを起こせないのであれば、事業
として検討が必要と考えている。

□
その他レジャー施設
［映画］（営業担当）

・現状では、為替、株価、政局が比較的安定している（東京
都）。

□
その他サービス
［フィットネスクラ
ブ］（エリア統括）

・来客数、売上からみて、数か月先に上向く兆しがない（東
京都）。

□

設計事務所（経営者） ・新内閣に変わったことで良くなるかと予想するが、まだ腑
に落ちない点も数多く見受けられる。企業として、これで良
いのかということについては判断が付かない。一般の客の動
きは変わらない。

□ 設計事務所（経営者） ・今のところ新しい案件もなく、何も変わらない。

□
設計事務所（経営者） ・新規案件の相談はあるが、即仕事に結び付くわけではない

ため、しばらくは現状維持である。

□
設計事務所（職員） ・建設業界の技術者不足、建設費高騰の流れが変わる見込み

はないが、それなりの発注量は維持されているようなので、
極端な変化はないものとみている（東京都）。

□
住宅販売会社（総務担
当）

・年末に発表される税制改正の大綱次第である。

▲

一般小売店［印章］
（経営者）

・これだけパソコンが普及すると、従来は小さな物でも印刷
発注を掛けたり、科目印等のゴム印受注などがあったが、今
ではほとんどがパソコンでできてしまうため、そういったも
のの製作は必要なくなっている。これからますますそうした
受注は少なくなると推測している。この業界で良い話は聞か
ない。

▲
一般小売店［酒類］
（経営者）

・し好品を扱う商売のため、生活防衛に向かう心理と逆行し
てしまう。

▲
百貨店（企画宣伝担
当）

・物価高が消費意欲を抑制させる主因となっている。

▲
コンビニ（経営者） ・人手不足が進んでいることに加え、同業他社の出店が相次

ぎ、全く先を見通せない。

▲

コンビニ（経営者） ・季節要因的にもコンビニは冬に弱いため、売上が多少下が
るとみている。同時に、物価が上がり、客の財布のひもはま
だ結構固い。良い商品がないのかもしれないので我々も努力
しなければいけない。様々な選挙が終わり、年収103万円の
壁の議論などあるが、人々がもう少しお金を使えるようにな
らないと、なかなか景気は浮揚してこない。

▲

コンビニ（経営者） ・現在話題となっている年収103万円の壁の上限が上がる
と、給与と社会保険料の負担が増え、中小企業は今後更に厳
しくなる。特に、コンビニ業界は業界再編の動きもあり、先
行きが非常に不安である。

▲

コンビニ（エリア担
当）

・11月については来客数が上向いてきて、単価とのバランス
も良く、好調に推移しているが、土日の動きを見るとやや停
滞している印象を受ける。平日はやや良く、土日はやや悪い
という状況である。

▲

衣料品専門店（経営
者）

・まだ円安により輸入品が値上がりしている。秋に見積りを
取り、春に納品するときには価格が上がっている状況で、大
変厳しくなっている。各企業や個人でも、年末年始の商材の
予約状況が前年同期より減少しているのが現状である。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・例年の季節的な動きである。
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▲
衣料品専門店（店長） ・物流経費、包装資材価格などの上昇が止まらず、価格転嫁

もゆっくりとしか進まない。

▲
衣料品専門店（統括） ・気温に左右されること、セールによる集客のみで通常の集

客には余り結び付いていないことから、売上、来客数が更に
伸びるとは考えられない。

▲
乗用車販売店（営業） ・販売できる車種は台数が限られ、抽選になっている。その

他の車種への問合せはなかなか厳しく、車両価格の高騰によ
り客の買い控えも目立っている。

▲ 住関連専門店（統括） ・コロナ禍がまだ収束しないため、景気も伸び悩んでいる。

▲
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（団体役
員）

・燃料油価格激変緩和対策事業の補助金削減を受け、市況が
悪化し、給油以外の油外商品の買い控えが懸念される（東京
都）。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・経済対策もなく、物価上昇に収入が比例しておらず、光熱
費負担も重くのしかかり、厳しい状況が続くとみている（東
京都）。

▲
高級レストラン（役
員）

・引き続き、先行きの不透明感と、食材のみならずコストも
上昇しているなか、景気は下向き傾向とみている（東京
都）。

▲

一般レストラン（経営
者）

・今後２～３か月先となると、大体１～２月なので、売上は
かなり落ちる。１～２月は、新年会はあるがケータリングは
余りない。また、２月は１年で最も飲食業が暇な時期なの
で、今よりも３割くらい売上が落ちる。これは毎年のことな
ので仕方ない。

▲
観光型旅館（スタッ
フ）

・物価上昇により利益を出しにくくなっている（東京都）。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・年始以降は例年どおりオフシーズンとなるため鈍化する。

▲
タクシー運転手 ・このところ物価の上昇が加速しており、かなり苦しい年

末、正月になるとみている。物価上昇に収入が追い付かない
ことが懸念される。

▲
タクシー運転手 ・２～３か月後の１～２月は例年売上が落ち着くため、良く

はならない（東京都）。

▲
ゴルフ場（経営者） ・前年よりも寒い予報が出ているため、来客数が２～３％は

減少する見込みである。経費もほぼ全てが値上がりしている
ため、前年よりも利益が減少する。

▲
ゴルフ場（経営者） ・真冬の来場はやはり厳しい。ストーブなど暖房器具も用意

しているものの、やはり来場の促進にはなかなかつながって
いかない。

▲
ゴルフ場（従業員） ・物価の上昇に賃金が追い付いていない。中小企業からすれ

ば、賃金を上げるほど景気が追い付かない。過半数割れした
政権で余り期待できない。

▲
その他レジャー施設
［総合］（経営企画担
当）

・円安が続き、エネルギーコストや物価の更なる上昇が懸念
され、節約志向が高まる可能性がある（東京都）。

▲
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・物価が上がっているが、授業料を上げることはできない。
景気は悪くなっていく。

▲
その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・顧客数が増加する要素はなく、景気も良くならない。

×
一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・賃金が上昇しており、雇用が難しい。

×

一般小売店［書店］
（総務担当）

・当社は海外輸入品も扱っている。９～10月にかけて見積り
を行い、10月下旬から11月にかけて正式に注文を受ける。ド
ル建てでは、９月平均は1ドル143円、11月平均は同154円で
推移しており、利益は目減りすることが確実である（東京
都）。

× 通信会社（管理担当） ・物価の上昇により、販売量は横ばいである。

×
通信会社（経営企画担
当）

・円安傾向が更に仕入価格の上昇に拍車を掛けそうである
（東京都）。
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×

ゴルフ場（経理担当） ・３か月後に当たる２月は降雪時期であり、天候次第で状況
は大きく変わるが、寒い冬季のプレー忌避による稼働率低下
は、ある程度予想される。素材、エネルギー価格の高止まり
や業務要員不足の長期化などの構造的問題は、解決の見通し
が立たず、固定費の回収に苦慮する環境は変わらないと考え
られる。価格転嫁も容易ではなく、利益を創出できるような
状況ではない。今後も人件費負担の増加は一層重くなること
に加え、物価上昇圧力は継続すると考えており、景気改善の
足かせとなることは不可避である。

×
その他住宅［住宅資
材］（営業）

・建築業界に先行きの良さを期待することはできない（東京
都）。

◎
電気機械器具製造業
（経営者）

・都市の再開発物件が何件かあり、今年の年末から来年にか
けて納入が始まる。今後は売上につながっていく予定である
（東京都）。

◎
その他サービス業［ソ
フト開発］（従業員）

・売上が増加し、ボーナス支給も増額傾向である。

○
電気機械器具製造業
（企画担当）

・ＡＩ関連製品の受注拡大に伴い、設備投資も積極的に計画
されており、確実な景気上昇につながることが予想される。

○

金融業（営業担当） ・取引先からの今後の動向聴取において、やや好転の兆しが
みられるという声を聞いている。値上げラッシュや人件費高
騰などの影響が一巡し、厳しい状況が続いていた企業の資金
繰りもやや落ち着きがみられる。

○
広告代理店（営業担
当）

・ここにきて相談案件数が増えてきているため、期待も込め
て売上が伸びると予想している（東京都）。

○
その他非製造業［商
社］（従業員）

・受注予定の案件があるため、やや良くなる（東京都）。

□
食料品製造業（経営
者）

・生活パターンの変化により、正月からの盛り上がりは期待
できない。

□

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・10月からの郵便料金の値上げに伴い、はがき印刷の需要が
減ってきている。通常、１～２月は人事異動などで印刷需要
が見込まれるのだが、紙離れもあり、名刺印刷なども減って
いる。印鑑は上向きなので、全体的には変わらない（東京
都）。

□
化学工業（従業員） ・原材料の値上がりもほぼ収束し、自社製品の値上げの準備

に入る。少しは良くなる可能性があるが、横ばいではない
か。

□ 化学工業（総務担当） ・業界全体で需要が冷え込んでいる。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・化粧品容器の受注増加はなかなか見込めないが、技術的な
アドバンテージで開発に関わる企画が動き出しそうなので、
期待はしている。

□
金属製品製造業（経営
者）

・既に悪いが、この先も悪いままで変わらない。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・夏頃に取引量が若干増加すると答えていた取引先がある
が、減少又は横ばいで推移すると告げてきた取引先もあるた
め、プラスマイナスゼロになる可能性がある。

□
精密機械器具製造業
（経営者）

・３か月先の内示受注を参考にしても、大きな変化はない。

□
輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・現政権、次期米国政権への不安もあり、今以上に景気が良
くなるとは考えられない。

□
その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・今後の日米の政策によって変化がありそうである（東京
都）。

□
建設業（従業員） ・基本となる原油価格が高止まりしているため、原価の見直

しを検討している。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量は繁忙期により少しずつ増えているが、

輸出は全くない。今後も現状が続く予想である。

□

金融業（従業員） ・製造業や建設業では、原材料価格の高止まりや人件費の上
昇により、利益の確保に苦労している。建設業の事業者から
は、大口受注があっても採算が合わないことがあると聞いて
いる（東京都）。

□
不動産業（経営者） ・新型コロナウイルス感染症に感染したという人が増えてい

るようである。健康に気を付けて頑張るのみである（東京
都）。

企業
動向
関連

(南関東)
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□
不動産業（経営者） ・テナントの多くは人件費の高騰と物価高で利益が出ないと

いう話をしているが、店を閉めようかという声は聞こえず、
入居率に変化はない。

□

不動産業（総務担当） ・この先しばらくは入居率100％の稼働で推移することが見
込まれるが、商業店舗の中には仕入価格の上昇が利益を圧迫
して賃料減額要請が出ているテナントもいるため、身の回り
の景況感は変わらない（東京都）。

□
広告代理店（経営者） ・例年、年始は受注が減る傾向にあるが、今年は既に１～２

月の受注が入っていることもあり、現状を維持できるとみて
いる（東京都）。

□
広告代理店（従業員） ・特別な事情、要因、大きなトピックがなければ、悪い状態

のまま変わらない（東京都）。

□

税理士 ・中国の景気は大分悪いようで、いろいろと報道されてい
る。米国も次期大統領が関税を25％だとか、10％割増しで引
き上げると言っている。これによって国内経済はどうなるの
か。大企業は良いが、中小企業は材料高、人件費高騰によっ
て大変な目に遭っている。国内企業の９割超が中小企業であ
り、従事する人の多くも同様なので、悪いままで変わらな
い。この先どのような展開をしていくかまだ分からないが、
新首相の腕の見せどころでもある（東京都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。
□ 経営コンサルタント ・良くなる材料がない。

□

経営コンサルタント ・経費、生活費の上昇傾向は止まらない。さらに、労働人口
の減少による中小企業の人材ひっ迫が激しく、多少売上が伸
びても、景気に良い影響が出るところまではいかない（東京
都）。

□
その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・周りの取引先である中小零細企業では景気回復の兆しがみ
えず、しばらく低迷した状態が続くものとみている。

□
その他サービス業［警
備］（経営者）

・やや良い状態のままで推移していく。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・毎月、得意先の生産計画が公表されるが、少しずつ減少し
ており、まだ底が分からない。

▲
建設業（経営者） ・物価が上がっているものの、賃金上昇が追い付いておら

ず、バランスが悪い。
▲ 建設業（営業担当） ・年度替わりに向けて、例年以上に案件数が減少している。

▲
輸送業（経営者） ・例年取扱量が減少する時期になるため、稼働日数の減少と

あいまって売上も減少し、厳しさが増す（東京都）。

▲
金融業（従業員） ・中小企業と大手企業との賃金格差はますます広がってお

り、中小企業は人材確保に大変苦慮している。格差は今後も
広がるとみられ、政府の対応が必要である。

▲
金融業（総務担当） ・ガソリンや資材等の高騰、物価高がまだ続き、実質の手取

りが増えていないため、今後も買い控えや節約等が続く。景
気回復はまだ難しい（東京都）。

▲

税理士 ・米国大統領が交代し、関税その他で輸出産業に悪い影響が
出ることが予想される。日本の国会も荒れており、所得税、
住民税の減税、社会保険料の改定等、国民生活に影響がある
政策が決まるまでは、消費の伸びは期待できない。

▲
その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・既存物件の値上げができないため、最低賃金の上昇分及び
人手不足による募集単価の高騰分を取り戻せない（東京
都）。

▲
その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・戦争の激化が予測されることと、米国の今後への不安があ
る（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・年明け以降は受注量が大幅に落ちる（東京都）。

×
出版・印刷・同関連産
業（所長）

・年末の繁忙を想定しているが、大幅に案件が減少してい
る。

◎
新聞社［求人広告］
（担当者）

・例年どおり年が明けるといろいろ新しい展開が見込める。
幾つか希望もある。かなり厳しいが、何とか踏みとどまる以
上の展開をしたい。

○
人材派遣会社（社員） ・半導体関連の企業では春先にかけて受注増加が見込まれて

おり、人材ニーズが増えそうである。

○
人材派遣会社（社員） ・社会課題解決型の案件が多く発生するようになっている。

受注するほどに実績が増し、受注しやすくなる（東京都）。
○ 人材派遣会社（社員） ・採用者数の緩やかな増加は今後も継続する（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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□ 人材派遣会社（社員） ・求職者の動向に改善の傾向がみえない（東京都）。

□
人材派遣会社（社員） ・年末年始の求人数は前年と同程度となる見込みである。大

きなイベントも特に予定されていない。

□
人材派遣会社（支店
長）

・人材派遣、人材紹介共にニーズはあるものの、マッチする
スキルや経験のある人材がおらず、依頼にこたえられない
ケースが増えている（東京都）。

□

人材派遣会社（営業担
当）

・数か月前と大きな変動はないものの、例年秋以降は繁忙期
に入るため、求人数、求職者数共に増加傾向になるが、今月
に関しては企業からの派遣求人数がいつもより減少傾向にあ
る。そのため、次月以降の就業者数に影響が出る可能性があ
る。ただし、今後の依頼数により変動する要素は十分にある
（東京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・もうしばらく同じような状況が続く。賃金上昇と採用活性
化により消費行動が活発化してくれば、変化がみえてくる。

□
求人情報製作会社（経
営者）

・平均賃金の引上げ以上に物価上昇が著しい。消費生活が向
上しないと景気も上向きにならない（東京都）。

□

求人情報誌制作会社
（営業）

・この先特に景気が変動する兆しはない。求人数はやや高め
で安定している。人手不足もあいまって求人数が増え続けて
いるのかもしれない。それだけ人材の確保が難しく、採用す
ることで生産性が上がり、景気にかかわってくるのだと考え
ている。年収103万円の壁が変わることで景気に変化が出て
くることを期待している。

□
求人情報誌製作会社
（広報担当）

・景気が急激に良くなったり、逆に悪くなったりする要素が
余り見受けられないため、変わらない（東京都）。

□
求人情報誌製作会社
（所長）

・具体的な変化も兆候もみられない。

□
職業安定所（職員） ・前月は新規求人数が３か月ぶりに前年同月を上回るなど回

復の動きがみられたが、今月は再び前年同月を下回る見込み
であり、先行きが不透明である。

□
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化と、円安

等による物価高の影響で、倒産や廃業に至ったとの求職者か
らの情報が続いている。

□

職業安定所（職員） ・産業や企業規模によって好不況の声がそれぞれ聞かれてお
り、判断が難しい。おおむね輸出産業や、インバウンドの影
響が大きい宿泊業等の産業からは、好況の声が多く聞かれて
いる。反対に、出版業からは、全世代的な本離れにより売上
の減少に歯止めがかからず、景気が良くないという声を聞く
（東京都）。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・企業からの求人は幅広くあるものの、それに見合う応募者
かをしっかり見ていて、決まる件数は少ない（東京都）。

▲
人材派遣会社（経営
者）

・賃金上昇ばかりフォーカスされているが、特に中小企業に
おいては人手不足のしわ寄せが既存社員の労働環境を更に悪
化させ、結果として新たな退職者を発生させている。

▲
人材派遣会社（社員） ・景気の悪い分野と良い分野があるが、物価上昇の影響で悪

くなる方に傾いている（東京都）。

▲

職業安定所（職員） ・鳥インフルエンザの影響、食材の価格高騰、特にトマトや
キャベツの値上がりが顕著である。インフルエンザの流行で
薬不足も発生している。今後の地域経済への影響が懸念され
る。

▲
職業安定所（職員） ・電子機器製造業において、人員整理による離職者が発生し

ている。
× － －

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
高級レストラン（経営
者）

・インフレにより仕入高はあるものの、客単価も上昇し始
め、一定の落ち着きを見せており、人の動きも活発になって
いる。

◎

その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・病院や施設のケースワーカーからの問合せや依頼が増えて
いる。また、親族からの遺品整理の依頼も増えている。１人
分の持ち物は結構多いため、こうした依頼は今後ますます増
えるとみている。

家計
動向
関連

(甲信越)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
商店街（代表者） ・競合店の改装という特殊事情は終わったが、観光客が増え

ており期待できる。

○
百貨店（経理担当） ・天候にもよるが、冬物衣料の販売が堅調に推移し、年末商

戦に期待を持てる。前年１月の能登半島地震の影響による反
動で、前年を上回る売上が期待できる。

○
スーパー（経営者） ・少子高齢化、同業他社との販売競争等、来客数には伸びる

要素がないものの、外販部門で売上を伸ばしていきたい。

○
自動車備品販売店（従
業員）

・本格的な冬に向け、季節商材の売上は盛り上がると見込ま
れる。

○
スナック（経営者） ・物価が上がり続けて厳しいことは間違いないが、徐々にお

金が回りだしている印象を受ける。少しずつ良くなっていく
だろうと考えている。

○
スナック（経営者） ・いよいよ忘年会や新年会シーズンとなる。コロナ禍も明

け、それなりの人数での飲み会も可能になったので、前年よ
り多少は良い数字になるのではと期待している。

○ タクシー（経営者） ・人の動きが多くなるとみている。

○
遊園地（職員） ・パブリシティの獲得やイベントの開催等、積極的な集客施

策の実施や情報発信を行うことで、より多くの客の来園を期
待している。

○
その他レジャー施設
［ボウリング場］（経
営者）

・冬休みや年末年始は最繁忙期の１つなので、期待してい
る。

□
百貨店（営業担当） ・現状、冬のボーナスが賃上げで増えてくれば、若干良くな

ると期待はしている。

□
百貨店（店長） ・当社のような地方百貨店では、２～３か月先に現状から劇

的に変わることはない。旅行者は確実に増えているものの、
業績に影響を与えるほどのインパクトはない。

□
スーパー（経営者） ・為替の円安傾向や中東地域の混乱といった不安要素はある

が、賃金上昇が続けば、消費は安定するとみている。

□
スーパー（店長） ・全国的に食品の値下げ等は起きないため、買い回り傾向は

変わらないと予想している。

□

スーパー（副店長） ・正直、景気が良いと実感したことはない。新型コロナウイ
ルスの感染拡大の際は、スーパーの売上は上がったが、内食
需要が伸びたことによるもので、外食関係は落ちている。こ
こ１～２年は多くの品目が値上がりし、前年実績を達成して
はいるものの、買上点数は減少している。

□
コンビニ（エリア担
当）

・エネルギー価格が高止まっている。物価も同様である。

□

コンビニ（店長） ・これから年末年始になるため、行事的なにぎわいは出てく
るとみているが、基本的な動きはほとんど変わらない。ただ
し、行事に関しても例年のように盛り上がってくるかどうか
は微妙である。例年どおりになれば同じように推移する。

□ 家電量販店（店長） ・特段、景気が回復したとの情報はない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・足元の新車受注は堅調なものの、新型車イベントが少ない
ことから現状水準で推移するとみている。

□
一般レストラン（経営
者）

・急激な増加は見込めないものの、現状と同じように緩やか
に回復していくという意味で、変わらない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・11月は非常に悪い状況だったが、12月も年末商材、クリス
マスケーキ、パーティーセット、おせち等の販売量が、前年
同月と比べて少なくなっている。個人客の購買意欲がなく
なっているとみている。

□
旅行代理店（副支店
長）

・先行きの見込み等が現状とほぼ変わらないことから、需要
の高まりは継続すると考えられる。為替の状況や燃料費の高
騰等が安定化した場合は、若干の上振れが予想される。

□

タクシー運転手 ・昼間の客も少ないが、夜11時以降の客が激減している。物
の値上がりが影響しているのか、現在の生活に不安を抱いて
いるのか、外出機会が少なくなっている。特に、夜の飲み屋
の動きが全く駄目である。

□
通信会社（社員） ・年末年始に向けて、テレビサービスのニーズが高まってく

る頃ではあるが、コンテンツの弱さから伸び悩んでいる。現
状維持を目標に活動していく予定である。

□
観光名所（職員） ・来客数は増えているものの、原材料費や光熱費の高騰が収

支を圧迫している。また、スキーシーズンは降雪状況に左右
されるため、先の見通しが難しい。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

▲
商店街（代表者） ・中心的な商店街がなくなり、マンション街になる雰囲気さ

えしている。

▲

商店街（代表者） ・１年半ほど前に当商店街のメインとなる食品スーパーが撤
退してから、どんどん客が減り、これで商店街といえるのか
というくらい少なくなっている。小売店も商品構成ができな
くなって、このままだと当商店街は終わりになるのではない
かと心配している。

▲
一般小売店［家電］
（経営者）

・年末商戦に乗りたいが、目新しい商材や購入意欲を誘う商
材もなく、厳しい年末年始になりそうである。年が明けても
厳しい状況は続きそうである。

▲
コンビニ（経営者） ・当地区は冬になると比較的降雪の機会が多い。そうなると

来客数が伸び悩んで、売上的には厳しくなる。

▲

コンビニ（経営者） ・11月はイベント開催時や休日の天候が良かったため、売上
は前年並みである。12月はクリスマスや年末のイベントのみ
で、寒い日は人が動かなくなる。前年は近くの工事関係者が
毎日来店していたが、今年は工事も終わり、その分売上は下
がっていくとみている。

▲
コンビニ（経営者） ・経済が安定していないため、物価高や経費増加で経営する

側としては悪くなる。売上が上がったとしても経費の負担が
増えているため、景気が良いとは言い難い。

▲

その他専門店［酒］
（店長）

・米価が４年前と比較すると1.5倍から２倍くらいに上がっ
ているが、これが日本酒にも転嫁されることを懸念してい
る。来年早々に米国の大統領も変わるため、そういったこと
からも、消費の動向がどのように変わるのか懸念するところ
である。このままでいけばよいが、そこまで良いかどうかは
不確定要素が多い。

▲
一般レストラン（経営
者）

・このまま物価上昇が続けば、この状況に慣れてしまうか消
費意欲が落ちるかどちらかである。消費したとしても量が減
る。

▲

観光型旅館（経営者） ・当旅館の主要な商圏は首都圏であり、首都圏からの客が減
少する冬季は新型コロナウイルス感染症発生前と比較して
100～105％の売上を予想している。地方都市では、まだイン
バウンドの影響は極めて少なく、売上への影響も余りない。
オーバーツーリズムが叫ばれているが、ぜいたくな悩みで幾
らでも対策はあると考えるが、インバウンドのない地域で
は、それ以前の商売が死活問題となっている。また、新型コ
ロナウイルス感染症発生前と比較して売上は増えているもの
の経費も増えており、それほどもうかってはいない。

▲

都市型ホテル（スタッ
フ）

・物価高の影響が続くことで、来客数や利用回数の減少が続
いていくとみている。先の予約状況も動きが鈍く、能登半島
地震の影響があった月と比較しても、大幅に伸長しているわ
けではない。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・今年は例年と比べてもかなり高水準で稼働している。単価
も上がっているため売上も増えている。さすがに１月は落ち
るとみているが、読めない。

▲
通信会社（社員） ・年末の電気通信事業法改正により、年末までに特需があれ

ばあった分だけ、法改正以降の落ち込みが、それ以上に来て
もおかしくはない。

▲

ゴルフ場（副支配人） ・以前はよく来場していた高齢客の来場が減ったり、来場し
なくなっている。また、新型コロナウイルス感染症による行
動制限がなくなり、他の催事への動きからか、ゴルフ場への
来場は減少傾向にある。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・別荘販売の動きが鈍化傾向にあるため、やや悪くなる。

×
コンビニ（経営者） ・人件費等の経費が毎年増加しているため、小さな会社はこ

のままだと存続できなくなる。事業者負担となる政策が多す
ぎる。

◎ － －

○
金属製品製造業（総務
担当）

・半導体需給が回復することで、やや良くなる。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・年末に向けて受注は増える見込みがある。しかし、物価高
のため材料費等は増えている点が懸念される。

企業
動向
関連

(甲信越)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

食料品製造業（営業統
括）

・インバウンド効果やボジョレーヌーヴォーの一時的な引き
合いはあるものの、諸物価の上昇に加えて、一般消費者の購
買意欲が減退してきており、今後の景気動向の見通しは厳し
い。

□
食料品製造業（総務担
当）

・引き続き、原材料価格の上昇が見込まれている。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・予想が立たない。

□
建設業（経営者） ・普通は冬季になると受注が落ち込むが、今年は落ち込み幅

が少ない。
□ 金融業（調査担当） ・現状が続く見通しである。

□
金融業（経営企画担
当）

・物価高騰により、国内の消費が増えないため、変わらな
い。

□
新聞販売店［広告］
（総務担当）

・年末に向けての広告は、前年実績維持がやっとのペースで
推移している。営業先でも年末年始にかけて、例年とほぼ変
わらない動きである。

▲
電気機械器具製造業
（従業員）

・10月中旬から再び部品の納入が悪くなっている。納期が７
か月先という物もかなり出てきているため、売上は伸びな
い。

▲

その他製造業［宝石・
貴金属］（経営者）

・通常11月から12月はクリスマス商戦用の需要が出てくる
が、店頭販売の不振が続いているため、その気配がない。海
外向けの国際展示会も今年後半は低調になっており、明るさ
がみえてこない。

×

食料品製造業（製造担
当）

・現状の単価設定では黒字化には相当に無理がある。仮に数
量が伸びても赤字が増えるだけで、商品単価や原価を相当上
げないと黒字にならない。ただし、その単価設定で買っても
らえるかは厳しいところである。

◎ － －

○
職業安定所（職員） ・求職者数が増えない一方、求人数は増加の可能性が高いこ

とから、やや良くなる。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・働く意欲を出せるように、労使は国も含めて早急に対策を
打つべきである。

□

職業安定所（職員） ・前月同様、観光シーズンであることや年末に向けて消費行
動は活発になるが、物価高騰に賃金上昇が追い付いておら
ず、年金生活者も節約を強いられている状況がある。政界再
編で経済政策は流動的で、かつ米国前大統領の政権復活によ
る世界経済への影響や中国経済の動向等、不安要素も多々あ
り、景気の先行きは不透明である。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・目先の受注に追われているようで、数か月先は読めないと
している企業が多い。

▲ 職業安定所（職員） ・新規求人数は前年同月比が４か月連続で減少している。
× － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［結納品］
（経営者）

・新年を迎えて多少は景気が良くなる。

◎
一般小売店［土産］
（経営者）

・コロナ禍で４～５年間低迷していたが、ようやく回復の兆
しがみえてきた。

○
商店街（代表者） ・円も一時より高くなってきて、これから徐々に景気は上向

いていく。

○
一般小売店［高級精
肉］（常勤監査役）

・政府の経済対策が段々と効いてくる。

○

百貨店（総務担当） ・当地域の企業業績は好調で、賃上げやボーナス支給増加に
よる消費増加が期待できる。今年は年末年始の連休が長く外
出増加による来店も見込める。一時期の消費マインド低下も
改善に向かうと想定している。

○
百貨店（販売促進担
当）

・インバウンドも買物の仕方に慣れているように見受けら
れ、入店客数もどんどん増えている印象を受ける。今後もま
すますインバウンドの来店が増加すると予測する。

○ スーパー（経営者） ・例年２月までは来街者でにぎわう。

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
スーパー（販売担当） ・いろいろな物価が上がり購買意欲は減っているが、時期的

にイベントが多くなるため少し期待したい。
○ スーパー（販売担当） ・１番近い競合店で閉店の噂がある。

○

スーパー（販売担当） ・生活の基盤となる電気、ガス料金の値下げの報道があり、
消費行動に良い影響が出てくる可能性がある。今年は寒さも
続きそうであるため今後も季節商材や防寒用品の動きは良い
見込みである。食品の値上げを勘案しても、消費動向は上向
くと予想する。

○
コンビニ（店長） ・一部ではまだ値上げがあるものの、やや落ち着いてきてい

る。

○
コンビニ（店長） ・今後の経済政策によって賃上げ等の効果が出てくれば、消

費行動にも影響があると期待する。

○
コンビニ（店長） ・売上が増えている。来客数は余り増えていない点が懸念さ

れるが、うまく増やせると更に良くなる。

○
コンビニ（商品企画担
当）

・年末年始を迎え、帰省客の利用増加が見込まれる。

○

コンビニ（本部管理担
当）

・12月以降は夏季シーズンに匹敵する売上増加の時期へ突入
する。新型コロナウイルスやインフルエンザの感染拡大など
想定以上のイレギュラーな出来事が発生しなければ、景気は
上がっていくと判断する。税制上の壁解消など更に景気を刺
激するような施策を期待したい。

○

衣料品専門店（売場担
当）

・これから１番の繁忙期を迎える。正月から成人式、就職活
動などイベントがめじろ押しで、12月から３月が勝負時であ
る。物価高騰に伴い商品単価は高くなっており、客は購入単
価は上がってもお買い得なセット販売に魅力を感じている様
子である。

○

家電量販店（フラン
チャイズ経営者）

・広く普及しているパソコン基本ソフトのサポート期限が来
年に迫り、客のパソコンにも告知画面が出るようになりパソ
コン買換えの話題が増えてきた。また、広域的な組織犯罪の
報道が増えるにつれてカメラ付ドアホン、センサーライトや
防犯カメラなどセキュリティ機器の話も増えている。

○
乗用車販売店（経営
者）

・１月からの初売りに期待したい。

○

乗用車販売店（営業担
当）

・車両生産の遅れなどで１月から３月が繁忙期というイメー
ジは薄くなっているが、過去の購入でこの時期に車検を迎え
る客は最も多くなる。在庫車両もようやく増えつつあり、年
明けは期待している。

○
その他小売［ショッピ
ングセンター］（経理
担当）

・物価高騰の影響にもよるが、足元の来客数の動向に鑑みて
年末年始に向けてはおおむね堅調の見込みである。

○

高級レストラン（経営
企画）

・生活スタイルの変化から年末年始の営業には期待してい
る。宴会などの大人数の客は減少傾向が続くが、少人数の集
まりは増加しているため、機会損失を防ぐよう誘引販売促進
を継続する。

○
旅行代理店（経営者） ・旅行需要がやや戻ってきた感があるので、年明けに暖かく

なると需要が喚起される。

○
旅行代理店（営業担
当）

・年間の業績が見通せるような時期に入り、急きょ年内に社
員旅行を計画する企業からの問合せが例年より多くなってい
る。

○
通信会社（企画担当） ・地元の街も人が増えて活気がみられるようになり、交通量

も増えているように見受けられる。
○ パチンコ店（経営者） ・年末年始を迎えるため、今より良くなる。

○
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・インバウンド増加など円安効果が持続しそうである。

○
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（営業）

・繁忙期に入ってくるため期待している。ただし、物価高が
どこまで影響するか懸念する。

□
商店街（代表者） ・人出はピーク状態であり、これ以上人出が増えても売上に

はマイナスになりかねない。

□
商店街（代表者） ・児童手当の給付対象が大幅に増えて金額もかなり増額され

るため、その分が多少消費に回ることを期待する。それ以外
に特段変化する要素はない。

□ 商店街（代表者） ・仕事量に変化はないが、物が売れない。
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□
一般小売店［酒類］
（経営者）

・１月からスパークリングワインなどの値上げが予定され、
飲食店での販売価格も上昇が予想される。客の飲食店への来
店機会が減る傾向にますます拍車が掛かる。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・物価の上昇がまだこれからも続くとみられるため、期待は
できない。

□

一般小売店［贈答品］
（経営者）

・足元の状況がそのまま変わらず続く。物価は上がり続ける
が、給料は思うようには上がっていかない。すこぶる調子の
良い企業もあるが厳しい経営状態の企業も多く、２極化が進
んでいる。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどでは変わらない。

□
一般小売店［生活用
品］（販売担当）

・物価高が収まらず、必要最低限の物以外は買い控える傾向
は続く。

□
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・国内外の政情が余りにも不安定で、先が読めない。

□

百貨店（売場主任） ・販促キャンペーンを頻繁に行っているが、関係なく自身の
買いたいタイミングで購入する客が多い。以前は優待キャン
ペーンを目指して来店する客も多かったが、最近は効果が薄
く、イベントを開催してもそれほど売上には結び付かない。

□

百貨店（企画担当） ・高額品は引き続き好調を維持している。食料品も日常的な
商材の動きは鈍いが特別感のある商材は高くても動いてい
る。今後も消費の両極化が継続し、中価格帯が回復しない状
況は続く。

□
百貨店（経理担当） ・コロナ禍が明けてから徐々に回復してきた景気も、ここに

来て停滞の兆しがみえる。

□
百貨店（営業企画担
当）

・値上げ等がある限り、消費者のマインドが変わるにはまだ
掛かりそうである。

□
百貨店（販売担当） ・現状維持が続くか物価高でやや後退するかの際どいところ

で、それほど大きく好転はしない。

□
スーパー（店長） ・年末年始は、買い控えがなくなりごちそう商材等が売れる

とみているが、年明け以降は、今と同じ状態になるとみられ
る。

□
スーパー（店員） ・クリスマスから年末に向けた商戦が始まる。必需品の購入

はあると考えるが、イクラ、タコやカズノコなどの値上がり
がどのように影響するか読めない。

□
スーパー（店員） ・これから年末に向けてはボーナス支給などで財布のひもが

緩むと期待したいが、割引商品や特価商品だけを購入する節
約志向の雰囲気がみられる。

□

スーパー（支店長） ・物価上昇に加えて、特に米国や中国など海外情勢の影響が
我が国の景気動向を左右する。海外での戦争や国内の政情も
景気に影響するとみており、しばらくは様子見というムード
が続く。

□
コンビニ（企画担当） ・個別の外的要因がない店舗は継続して好調を維持してお

り、この傾向は続くと考えられる。インバウンドも大きくは
変動しないとみられる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・好調は維持される見込みである。今年は寒い時期によく売
れる商材が好調のため、この流れのまま年明けを迎える。

□
コンビニ（エリア担
当）

・インフレの影響で買い控えがある程度継続する。

□
コンビニ（店長） ・浮上する要因が見いだせない。競合店の閉店などが発生し

ない限り低迷が続く。

□
衣料品専門店（経営
者）

・バーゲンセールの時期なので、商品は正価販売よりもさば
ける見込みである。

□
衣料品専門店（店長） ・建設業関連の客は引き続き厳しい状況にあり、回復はまだ

先になるとみる。県内よりも近隣他府県に仕事があるため、
そちらに消費が流れている。

□
衣料品専門店（売場担
当）

・景気が良くなるような理由が見当たらない。

□
衣料品専門店（販売企
画担当）

・ファッション需要は低迷したまま回復の兆しがみえない。

□
家電量販店（営業担
当）

・季節商材の動きも現在と変わらなさそうであり、特に他の
要因も考えられない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・所得税減税で手取りは増えているが、相変わらずの物価高
で、特に食品の値上げが大きく、余裕がない。
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□
乗用車販売店（経営
者）

・物価高の影響で修理費など車に係る費用が高騰している。
今後どのような影響が出てくるのか気掛かりである。

□

乗用車販売店（従業
員）

・年末年始に金をたくさん使った人もいるため、年明けから
しばらくは倹約して静かに過ごす人も多くなる。光熱費等生
活インフラに係るコストも増加するため、購買に回すことが
できる余裕は減少する。

□
乗用車販売店（従業
員）

・今月の動きが良かったとはいえ、すぐに景気が良くなると
いう確信は持てない。期待はしつつも、現時点では変わらな
いと判断した。

□

乗用車販売店（従業
員）

・納期が掛かり、車種改良を見越して人気車種の多くが販売
停止になっている上、改良後の発売日は幾度も延期が続いて
いる。売りたくても売れず、商談ができない状況が続いてい
る。

□
住関連専門店（営業担
当）

・新築住宅や新築マンション等は停滞しているものの、リ
フォーム工事や中小規模の改修工事、店舗の改修工事が出て
きている。

□
その他専門店［貴金
属］（経営者）

・社会情勢が安定するまでは、余り変わらない。

□
その他専門店［書籍］
（社員）

・しばらくは米国の新政権移行などの影響もあり、為替が安
定しない状況が続く。

□
一般レストラン（経営
者）

・いろいろな物の値上げがネックになる。

□
一般レストラン（経営
者）

・収入減少にならないように営業時間の増加を計画してい
る。

□
一般レストラン（従業
員）

・年明けはリバウンドで落ち着きそうである。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・今年は４月と９月の値上げで売上減少の見通しを立ててい
たが、実際の売上は前年を２％ほど上回っている。販売量の
減少は課題だが、値上げに対して客も受け入れてきている。

□
都市型ホテル（従業
員）

・予約数から判断した。

□
都市型ホテル（総支配
人）

・年末年始の宿泊需要に期待する。ただし、仕入れの全般に
値上げが広がり、アルバイトを含めた人材確保も難しい。販
売価格への十分な転嫁が進まず収益を圧迫し始めている。

□
旅行代理店（経営者） ・ターミナル駅の飲食店や地下街でも空き店舗が出始め、な

かなか埋まる気配がない。消費者も衝動買いなどが減るなど
節約志向が続いている。

□
通信会社（営業担当） ・依然として様子見の状況が続いているため、大きな変動は

ない。

□
通信会社（サービス担
当）

・大容量サービスが定着しつつあり、Ｗｉ－Ｆｉ環境を良く
したい若い世代の申込みが増えている。今提供しているサー
ビスを更に向上していけば、景気は良くなるのではないか。

□
テーマパーク職員（総
務担当）

・クリスマスなど冬季イベントの開催で安定した集客に結び
付けたい。集客が回復傾向にあるかは、現時点ではまだ慎重
な判断にならざるを得ない。

□
美容室（経営者） ・例年12月は来客数が増えるが、１月から２月は寒さが厳し

くなり、雪が降ることもあって出足が悪くなる。

□
美顔美容室（経営者） ・現在のキャンペーンセールは12月で終了するが、年末には

別商品のキャンペーンが始まり、年明けにも新たなキャン
ペーンを予定している。

□
美容室（経営者） ・賃上げ等を実施している企業もあるが、物価の上昇に追い

付いていないため、当分は今の状況が続く。

□
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・原価高騰や人件費改定などコストアップ要因が重なるが、
介護保険報酬は福祉用具貸与の上限価格設定があり、価格に
反映できない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・いろいろな販促策やキャンペーンを講じて対応するが、し
ばらくは変わらないとみられる。

▲
商店街（代表者） ・余りにも物価が高くなり過ぎて収入が追い付かない。景気

が良くなる先行きがみえてこない。

▲
百貨店（経理担当） ・財政悪化への不安、中東を始めとする地政学リスクや米中

間の関税問題再燃が個人消費や企業設備投資の萎縮と減退を
招き、景気は後退局面に向かう。

▲
百貨店（営業担当） ・足元の様子から客の買上マインドが低下している印象を受

ける。
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▲
百貨店（販売担当） ・しっかり寒くならないため暖活商品が伸びない。クリスマ

ス装飾品は前年よりやや高めでも売れている。自宅で小規模
に楽しむ傾向がみられるため12月も厳しそうである。

▲
スーパー（店長） ・価格競争が更に激化して、粗利益の確保が更に困難にな

る。

▲
スーパー（店長） ・ドラッグストアやスーパーなど競合先との価格競争で、単

価は伸びない。

▲
スーパー（店員） ・引き続き担当商材の値上げがありリスクとなる。ただし、

足元でも一部については、値上げの恩恵を受けて金額ベース
で前年を大きく上回る商材がある。

▲
スーパー（総務） ・あらゆる物価が上昇しているため、買い控えが大きい。12

月の年末商戦で回復を期待したい。

▲
コンビニ（店長） ・夏の暑さや害虫の大量発生により、みかん、りんごや柿な

どこの時期に売れる果実の入荷が不安定かつ高値なため、売
上に影響が出そうである。

▲ コンビニ（店長） ・実質賃金が下がり続けており、節約志向がまだ続く。
▲ 家電量販店（店員） ・商品の問合せや見積依頼が減っている。

▲

乗用車販売店（経営
者）

・政情や世界経済の影響で為替や金利動向も不安定になり、
中古車価格は低下傾向にある。新車販売においても、下取り
車の値段が下がるため今後の売行きに影響が出る可能性があ
る。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・クリスマスや年末年始の時期なので景気も上向いてほしい
が、世界情勢が不安定で各地で戦争が活発化しており、政治
にも不安要素があるため悪くなると予測する。

▲
乗用車販売店（販売担
当）

・今後も円安が続き車両本体価格は上がる。金利も上がって
いるため、客の買い控えが多くなる。

▲

一般レストラン（経営
者）

・飲食店の状況をみると、高価格帯の店にはそれなりに客が
入っており、低価格帯の店も安ければ安いほど繁盛してい
る。当店のような中間価格帯の店では、来客数が減ってい
る。

▲
一般レストラン（ス
タッフ）

・集客のためには価格を下げたいが、エネルギー価格や仕入
コストの上昇がまだ続いており難しい。今後も厳しい状況が
続く。

▲
その他飲食［仕出し］
（経営者）

・米国の新大統領がどのように動いてくるのか、様子見が続
く。

▲

観光型ホテル（経営
者）

・具体的な経済喚起策がないと景気は下降する。何の裏付け
も金融的支援もなく賃上げを推進する状況が続けば、企業は
人件費の上昇に備えて金を使わなくなる。次回の春闘に向け
て企業心理の冷え込みが予想される。

▲

旅行代理店（経営者） ・冬は受験シーズンに加えて寒さで客足が鈍い上に円安や感
染症の流行でグルメツアーの需要が減り、当地方の旅行需要
は厳しい。２月の連休や春休みに向けて海外旅行商材の販売
も開始しているが手応えが少ない。テレビの旅番組も増えて
おり、円安が落ち着いたらどこかへ出掛けたいという声は多
いが、具体的な計画までは決まらないため厳しい。12月から
１月は燃油料が下がるため、少し期待したい。

▲

旅行代理店（営業担
当）

・インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の流行シーズ
ンになるため、感染によるキャンセルや今後の流行度合いに
よって旅行を控える動きが生じる懸念はある。海外旅行も回
復しているが、新型コロナウイルス感染症発生前と比べると
３割から４割程度である。

▲
タクシー運転手 ・例年年始から２月にかけてはタクシーの利用が少なくな

る。

▲
タクシー運転手 ・年末年始が過ぎると正月気分も抜け、しばらくは出足が下

降していく。特に２月は我慢の月である。
▲ タクシー運転手 ・先行きの経済政策が不透明で、客足にも影響する。
▲ テーマパーク（職員） ・２月までは厳しい。
▲ 観光名所（案内係） ・値上げがまだ続く見込みで、景気には悪い影響しかない。

▲
ゴルフ場（支配人） ・２か月先の入場者予約数は、前年同日比で余り良くない状

況である。暖冬になれば好転する可能性はあるが、プレー
ヤーが高齢化するなか、景気はやや悪くなると判断する。

▲ 理美容室（経営者） ・物価が上がり、段々と生活は苦しくなる。
▲ 設計事務所（経営者） ・先行きが全くみえない。
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▲
設計事務所（職員） ・税金に関する政策はいろいろと話し合っているようだが、

景気対策の動きが見えない。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・冬枯れの時期で来場者数がぐんと減るため期待できない。
期待できるのは年明けになるが、住宅取得に関してどのよう
な税制改正の大綱が発表されるかに懸かっている。

▲

その他住宅［住宅管
理］（経営者）

・予算に余裕がある仕事はほとんどなく、利益を度外視して
受注してもギリギリの仕事は続かない。施主の様子からも懐
事情や経済格差がみられる。この先賃金が上がれば、消費も
活発になると期待している。

▲
その他住宅［室内装飾
業］（従業員）

・新築物件はほとんどなく、リフォーム工事の見積依頼は若
干あるが、引き合い数は少ない。

▲
その他住宅［展示場］
（従業員）

・この半年の状況をみても良くなる動きが出てこない。物価
上昇や金利上昇など実体経済と数字の動きとのかい離が大き
くなっている。

×
住宅販売会社（経営
者）

・物価が上がっているため、住宅ローン返済の負担増加を心
配して買い控えている様子である。

×
住宅販売会社（従業
員）

・建設業では仕事がないため廃業する職人が増えてきた。

◎ － －

○
窯業・土石製品製造業
（社員）

・取引先で中国に移していた生産を国内に戻す動きがあるた
め、生産設備に使用する消耗品の受注増加が期待できる。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・客先業界では年末から年度末にかけて設備投資が期待でき
るため、今より良くなる。

○ 輸送業（エリア担当） ・販売動向から上向きとみる。

○
金融業（従業員） ・米国大統領選挙の結果から、いろいろな経済状況が良くな

るという期待を持つ人が多い。

○

その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・政権政党は変わらないが米国の要求次第で大きく情勢が動
く可能性がある。金利は上げないでほしい。インバウンドは
我が国の物価の安さを話題にしており、今後は一段と円安に
なると予想する。

□
食料品製造業（社員） ・景気対策が不透明で生活者の消費行動は慎重になると考え

るが、し好品である酒の需要は堅調に推移する。

□
化学工業（営業担当） ・自動車向け商材は引き続き低調な見込みであるが、電子材

料薬品の需要は増加を見込む。

□
化学工業（総務秘書） ・景気に特段の影響を与えるトピックが見当たらない。米国

大統領選挙が終わったが、関税政策等が我が国の経済に影響
を与えるのはしばらく先とみられる。

□
金属製品製造業（経営
者）

・引き合いが減少しており、販売量の増加はなかなか難しい
状況が続く。価格が安くなっている原材料があり、今後販売
価格も下がる方向になる。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・ＡＩサーバー向け投資は好調だが、自動車向けの投資は低
調が続いており、全体でみると景気が良くなるとはいえな
い。

□
一般機械器具製造業
（経営管理担当）

・受注量、販売量の見込みによる。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・改善の見込みは少ない。

□
電気機械器具製造業
（企画担当）

・日米の経済政策がはっきりするまでは将来を見通すのは難
しい。米国の対中政策は厳しくなり、今後はその対応に追わ
れることになる。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・年末から年度末を迎えるに当たり、足元の受注状況をみる
と若干減少するように見受けられる。

□
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・受注量の微増がしばらく続くが、それほど劇的に良くなる
わけではない。

□
建設業（役員） ・建設業は、設備投資などが順調で受注の伸びは顕著である

が、利益率の確保が課題である。住宅販売は、建築コストの
上昇が販売にも影響してくる。

□
建設業（経営者） ・新内閣はようやく落ち着いてきた様子だが、将来の景気対

策等は全く未知数であり、今後仕事の量が増えるかどうかは
当分分からない。

□

建設業（営業担当） ・物価上昇と受注金額で利益を考えると、金額が余り高いと
他社との価格競争に勝てないため見積り自体は低く抑えざる
を得ないが、物価高のためもうけは少なくなる。このまま横
ばいならば有難いくらいで、良くなる兆しはない。

企業
動向
関連

(東海)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
輸送業（経営者） ・物量の減少に加えて、物流改善への投資気運も下がってい

る印象で、物流業の成長チャンスも少ない。

□
輸送業（従業員） ・物価上昇はあるものの、企業が潤うだけで従業員にまで恩

恵がない結果、個人消費が伸びない。政府の原油価格抑制も
終了し、ますます景気は落ち込む。

□
輸送業（エリア担当） ・前月中旬から輸送量が前年比で減少している。取扱貨物の

需要先で利用が減っているのかもしれない。

□
輸送業（エリア担当） ・新内閣が発足したが、滑り出しに大きな動きはない。米国

の動きに日本が影響を受けるのが常であり、米国大統領は交
代するが、現時点で大きな動きは見られない。

□ 金融業（従業員） ・物価は引き続き上昇する。

□

金融業（企画担当） ・中小企業にとっても適正な利益水準での受注が望まれる。
採用環境の激化からある程度は賃上げをするものの、大手企
業ほど上げることはできない。中小企業の賃上げまで金が回
らないと個人消費も上向かず、当面は現状の景気が続く。

□
不動産業（経営者） ・今後も外出や遠出をする人は増加傾向になっていく。今後

も売上は増加していき、前年を上回る状況は継続していく。

□
広告代理店（制作担
当）

・年明けから冬に向けて予定するイベント等も、様々な原材
料価格やコストが上がってきているため、余り期待できな
い。

□

公認会計士 ・年収の壁撤廃に向けた議論や政権運営の安定度等により、
投資などについては慎重になっている企業が多い。米国大統
領選挙の結果を受け、新たな経済政策によっては景気が不安
定になることが予想されるが、影響が出るのは４月以降の見
込みである。

□
会計事務所（職員） ・生活者が消費に使う優先順位は決まっていて、支出を惜し

まないところと節約するところがはっきりしている。この傾
向は継続するとみるため、特に変化はない。

□

会計事務所（職員） ・客単価の下落による売上の減少が続く。賃上げの話はよく
聞くものの実際の可処分所得は余り増えておらず、身の回り
のあらゆる物が値上がりしているため新たな消費に回せる金
はない。可処分所得を増やす政策を続けていかなければ、景
気も良くならない。

▲
食料品製造業（経営企
画担当）

・年末に向け更に物価高騰が予測され、家計に占める食費の
割合は、一層の縮減が懸念される。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・受注数、販売数共に減少している。

▲
パルプ・紙・紙加工品
製造業（顧問）

・足元の景気はやや良いが、２～３か月後は季節的な需要や
年末年始商戦が終了し、やや悪くなる。

▲
金属製品製造業（従業
員）

・先行きの案件については余り受注の見通しが立っていない
ため、仕事量が積み上がるとは考えにくい。

▲
輸送用機械器具製造業
（管理担当）

・冬場は暖房などで電気代の負担が多くなるため、僅かな補
助では補えない。

▲
輸送業（従業員） ・協力先の会社を含め各種経費はますます増えていく見込み

である。段々と利益確保が厳しくなっていく。

▲
通信業（法人営業担
当）

・政治と経済は表裏一体の関係にあり、政策なくして景気の
好転は望めない。

▲
通信業（総務担当） ・収入が増えない一方で物価高が続くと考えられるため、先

行きが不安である。

▲

新聞販売店［広告］
（店主）

・地元の首長が変わった。年収103万円の壁も話題に上がっ
ているが、税収が減って個人負担の増加につながるという懐
疑的な意見が目立つ。今後は就業時間の削減が１つの目安に
なるとみているが、当社にとって売上や人件費の改善につな
がる要素がなく、明るい話題ではない。

×
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・収入が上がらないのに物価だけはどんどん上がっている。
賃上げが物価の上昇に追い付かない限り、景気は良くならな
い。

× 鉄鋼業（経営者） ・良くなる要因が全くない。
◎ － －

○
職業安定所（所長） ・例年と比べ年末から求人募集をしたいという声が多いな

ど、新規採用への意欲が高まっている。

○
民間職業紹介機関（営
業担当）

・年末を迎え求職活動が減り年明け中旬以降に転職活動が顕
在化してくる動きは例年と変わらないと想定しており、採用
決定数の増加を期待する。

雇用
関連

(東海)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
人材派遣業（営業担
当）

・今後数か月は動向を静観する企業が多く、景気が大きく変
動する可能性は少ないと想定する。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・製造業での設計開発のニーズは、自動車関連を中心に当面
高い状態が続くと考えられる。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・先行きについて前向きな話題を見聞きしない。

□

アウトソーシング企業
（エリア担当）

・大手自動車メーカーの認証不正問題で生産工場の稼働停止
が長く続くが、労働者派遣元企業としては、人材離れを避け
るため派遣従業員に他の派遣先を紹介するなど流失を抑えて
いる。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・足元の傾向がしばらく続くと考える。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・先行きに変わる材料が見当たらない。

□
職業安定所（職員） ・まだまだ原材料価格の高騰や最低賃金引上げによる原資確

保の苦慮等に関する企業の声が届いており、経営に与える影
響は大きい。

□

職業安定所（職員） ・年末に向けて個人消費や飲食需要の回復といった景気の好
転につながる要素はあるが、米国新大統領の通商政策に伴う
世界経済動向の不透明さ、為替や株価への影響など不安要素
も多い。

□
職業安定所（雇用開発
担当）

・原材料費等の高騰や賃上げなどで収益が圧迫される企業や
生産調整等により休業を行っている企業がある。

□
民間職業紹介機関（窓
口担当）

・年末年始を挟みふだんよりゆったりした状況となり、求人
の動きも来月から年明けまではやや落ち着く傾向にある。

□
学校［専門学校］（就
職担当）

・次年度に向けた学校内での就職企業説明会を来月実施予定
だが、例年以上の参加申込みがあり、来年度の就職も順調と
みている。

□
学校［大学］（就職担
当）

・新卒採用については、年次計画を基に実施しているケース
がほとんどのため、２～３か月で採用計画自体が変わること
はほぼない。

▲
人材派遣会社（社員） ・忘年会利用の多い12月をピークに、１月の新年会利用が過

ぎると足元よりも求人数は減り悪くなる。

▲
人材派遣会社（社員） ・11月は、高年収での新規求人の受注が複数あったことが好

調の要因と考えられるため、一時的な動きと判断している。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・求人内容と求職者の希望とのかい離が拡大し、採用難が更
に進んでいる。

▲ 職業安定所（職員） ・今後も人員整理を行う予定の企業が複数ある。

▲
職業安定所（職員） ・物価の大幅上昇や社会保険の適用拡大などで、事業の継続

が困難と判断した事業廃止等が複数報告されている。
× － －

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
商店街（代表者） ・引き続きインバウンドは好調だが、日本人の財布のひもは

固い。円安基調が続いているため、更なるインバウンド拡大
に期待したい。

○
一般小売店［事務用
品］（店長）

・需要期に入るため、景気が良くなることを期待している。

○
スーパー（仕入担当） ・消費者のマインドの変化からか、年末商戦に向けた商材の

予約状況が好調である。

○
衣料品専門店（経営
者）

・セールの時期になるため、消費マインドが高まるとみてい
る。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・冬季ボーナスの時期で、業界によっては支給状況が良好で
ある。消費者心理も一定の改善が見込める。

○
タクシー運転手 ・新年会などで酒を飲む機会が増えるため、タクシーの利用

も多くなるとみている。

□
商店街（代表者） ・クリスマス商戦が始まっており、宝飾品や高級衣料品が動

き出しているほか、飲食は安定している。

家計
動向
関連

(北陸)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

百貨店（売場主任） ・今冬は積雪量が平年並みとの予報のため、来客数が大幅に
減少し、売上が低迷する可能性が高い。能登半島地震の発生
から１年となるため、初売りも例年と違ってめでたい雰囲気
が出せないなど難しい営業を強いられる。

□

百貨店（販売促進担
当）

・お歳暮ギフトを中心とした儀礼的な商材の需要は減少し、
クリスマスなど友人と楽しむためのパーティー用商材やギフ
トの需要は増加すると考える。年末年始が９連休となるた
め、帰省客を迎える準備としておせちや集まり用の食材の購
入が増え、また、初売りを中心に子供のおねだりによる需要
が増えるとみている。

□

百貨店（販売担当） ・当面、慎重な購買行動が続くため、売上の低迷も続くとみ
ている。低価格のお買い得商品の展開を拡大しているが、こ
れらの購入にも慎重さがみられ、売上拡大にはつながってい
ない。セールが始まる１月は、お買い得感から一時的に売上
が回復するだろうが、お買い得商品を潤沢には用意できない
ため、状況は継続しないとみている。

□
スーパー（店長） ・給与が大きく上昇しないため景気も変わらないとみている

が、国の政策によっては変化もあり得る。

□
スーパー（総務担当） ・賃上げが追い付いていないため、状況は変わらないとみて

いる。
□ コンビニ（店舗管理） ・景気が好転する材料が見当たらない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・節約志向の傾向に変化はなく、当面は厳しい状態が続くと
みている。

□

衣料品専門店（経営
者）

・来客数と購買点数から、現状のやや良いくらいの景気が続
くと考える。新型コロナウイルス感染症の発生以降足が遠の
いていた客層がまた購買を始めているようだが、商材単価の
上昇により、点数はそこまで伸びないとみている。

□
家電量販店（店長） ・物価高が続いているため、販売数が増加するとは考えにく

い。

□
家電量販店（本部） ・良いニュースがない。政治も不安定で、安心して消費行動

を取れないのではないかと考える。

□
乗用車販売店（経営
者）

・車の購入台数が増えないなか、車検整備台数は多くなって
いる。３か月先に状況が反転するとは考えにくいため、景気
は大きく変わらないとみている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・販売は厳しい状況が続いているが、自動車整備はタイヤ交
換のシーズンであるため入庫が多い。

□ 乗用車販売店（役員） ・新たな懸念材料や、反対に景気が上向く要因が特にない。

□

自動車備品販売店（役
員）

・12月はクリスマス商戦や年末商戦を控えているが、ここ数
年の状況から期待はできない。消費者は金を掛けるところに
は徹底的に掛けるが、抑えるところには全く出費しない傾向
が続いており、自動車業界には依然明るい兆しがない。

□
住関連専門店（役員） ・これまでは年度末に向けて動きのある時期もあったが、現

状からは到底想像ができない。市況を見ても、苦しい流れが
続くと考える。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・とにかく消費者の財布のひもが固い。今後、賃金が上昇す
るのを待っているようにみえる。年末や正月を迎えるに当た
り、少し財布のひもが緩むのを期待している。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・店舗数が増えているため、来客数の増加が期待できる。生
活必需品の価格高騰により、購買行動が生活防衛型になって
おり、会社として対策が必要だと考えている。

□
一般レストラン（店
長）

・これからの季節は天候に左右される。適度な降雪だと有り
難い。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊部門は、インバウンドも国内旅行者も少ない時期であ
るため、回復は見込めない。宴会部門は能登半島地震の反動
で件数は増えている。レストラン部門はなかなか来客数が増
えず、特にサラリーマンやシニア世代の客の減少が目立つ。

□
旅行代理店（従業員） ・交通費、宿泊費共に価格の上昇が止まらないため、客に旅

行の意欲があっても価格面が妨げになるとみている。

□
通信会社（営業担当） ・来客数は増加傾向にあるが、特に大きな変化はみられな

い。

□
通信会社（役員） ・引き続き、契約獲得数は前年同月と比較して若干下回ると

みている。解約数については、新メニューの導入により改善
されると期待している。

□ 通信会社（役員） ・特に変化する要因が見当たらない。
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□
その他レジャー施設
［スポーツクラブ］
（総支配人）

・会員が増えず、経費のみがかさむ状況では、なかなか先が
見えづらい。

□

住宅販売会社（従業
員）

・冬季は需要が減りやすいが、2025年4月からの改正建築基
準法・改正建築物省エネ法の全面施行の前に工事をしておこ
うと考える人がどのくらい出てくるかによる。そのような意
味で、年度内は安定して受注が続き、例年より受注高は増え
るとみている。

□
住宅販売会社（従業
員）

・補助金制度や支援制度が受注の下支えとなっているため、
その継続が大きな鍵となる。

□
住宅販売会社（従業
員）

・能登半島地震や奥能登豪雨の影響から、景気回復は遠いと
みている。

□

住宅販売会社（営業） ・当面急激な変化はないとみているが、段階的に政策金利が
上がった場合の住宅ローンの上昇を懸念している。物価の上
昇に伴い、僅かな金利上昇でも購買意欲を阻害しかねないと
考える。

▲
一般小売店［書籍］
（従業員）

・継続する物価高、原材料価格の高騰、輸送費の値上げな
ど、景気が良くなる要素が全くない。

▲
スーパー（店舗管理） ・令和７年も値上げが続くため、景気は悪くなるとみてい

る。

▲
家電量販店（店長） ・全体的に１品単価が下がっており、成約単価も下がってい

る。限定販売の商品も、暖房などの生活必需品は売れるが、
趣味し好品のデジタル家電は売れ残ることが多い。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・秋の観光シーズンや忘年会が終わると、春まで団体の受注
が少なくなるため、来客数がやや減少するとみている。

▲
一般レストラン（統
括）

・物価高の継続、米国大統領の交代による影響、北陸地区で
の大雪予測による外食頻度の減少から、景気は変わらない、
又はやや悪くなるとみている。

▲
スナック（経営者） ・大企業の人員整理や気候変動など良くない話題を耳にする

ことが多い。

▲
都市型ホテル（役員） ・12月以降は団体予約が減少し、稼働率低下により販売価格

が下がるとみている。

▲
タクシー運転手 ・天候不順や自然災害の影響が大きく、復興にはまだ時間が

掛かると考える。
▲ 通信会社（職員） ・景気が良くなる要素がない。

▲
テーマパーク（役員） ・現状の予約状況をみると、３か月先については前年同月と

比較して、団体客を中心にやや予約状況が悪くなっている。

▲
競輪場（職員） ・長引くインフレにより消費意欲が減衰している。人々の関

心が金の掛からない娯楽に移行している。

▲

美容室（経営者） ・米国での政権交代、ウクライナや中東での戦闘、中国の動
き、そして我が国の政権の不安定さなど、先行きが不透明な
ことばかりで明るい兆しがみえない。このような状況では、
消費者の購買意欲は高まらない。

×
商店街（代表者） ・景気刺激策は議論ばかりで一向に実行されない。集客ばか

りに労力を費やし、消費を促すことへの対策にはなっていな
い。景気は更に悪くなるとみている。

◎ － －

○

食料品製造業（経営企
画）

・能登半島地震の被災によるマイナスの影響は、通常商品の
受注量に色濃く残っているが、年末商品の受注は前年並みの
水準が期待できる。年明け以降、通常商品の受注量の回復も
加速するとみている。

○
プラスチック製品製造
業（広報）

・受注量や販売量の見込みから、景気は良くなるとみてい
る。

○

一般機械器具製造業
（経理担当）

・米国大統領選挙の結果が判明し、政策の方向性が見え始め
ている。対中国や対メキシコなどの関税を強化する動きのな
か、米国市場で展開している日本企業は優位性が高まると考
える。米国の産業機械用部品市場は中国製が多くを占めてお
り、現在、価格競争が厳しくなっているため、米国への輸入
品により高い関税が掛かれば競争優位となる。

○
金融業（融資担当） ・インフラや建物の整備など能登方面の復興需要が本格化

し、足元の景気が回復している状況が持続するとみている。

□
金属製品製造業（経営
者）

・２～３か月先の分の注文の入り具合から、景気は変わらな
いとみている。

企業
動向
関連

(北陸)
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□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・情報収集のため、顧客を訪問して見積検討状況の確認を
行っているが、すぐに発注に結び付くような話がなく、しば
らくこの状況が続くものとみている。

□
通信業（営業） ・衆議院選挙の結果を受けて、今後新しい取組があり、国の

制度なども改革されていくだろうが、この影響で業績が良く
なる企業もあれば悪化する企業もあるとみている。

□ 不動産業（経営者） ・個人客からの問合せが少なく、動きが悪い。

□
司法書士 ・観光客が増え、飲食店がにぎわっている様子ではあるが、

１月に続き11月にも北陸で地震があったことの影響が不安で
ある。

□

税理士（所長） ・地震から１年がたとうとしているが、最近になってまた小
さな地震が頻発しているため、祝い事を控えたり、活動が慎
重になったりする傾向にある。しかし、ボーナスの時期でも
あるため、消費の拡大を期待したい。

▲
繊維工業（総括） ・一部には在庫調整が一段落し明るい兆しが出始めたと期待

する声があるものの、引き続き先行きが不透明だという声が
ほとんどである。

▲
建設業（役員） ・これまではほぼ順調だったが、労働力不足が当面の課題と

なっており、年明けまで業績を維持できるか見通しが立って
いない。

▲
輸送業（経理） ・物価の上昇傾向が止まらないため、経営に有形無形の影響

が出そうである。

▲

金融業（融資担当） ・一部の業種では業績の改善がみられるが、円安や物価高を
背景に県内の設備投資需要は停滞している。価格転嫁は進ん
でいるものの、利益ベースで見れば苦戦している企業が大半
である。新型コロナウイルス関連融資の返済据置期間も終わ
り、キャッシュフローの悪化が目立ち、今後返済の条件変更
や破綻件数が増加するとみている。

× － －
◎ － －
○ － －

□
人材派遣会社（社員） ・ＩＴ関連の求人は継続しているが、ほかに積極的な増員案

件はない。依然、アンマッチの状態が続いている。

□
新聞社［求人広告］
（営業）

・身の回りでいえば、能登復旧に関わる業種は好況でも、そ
の他はそうではない。

□
職業安定所（職員） ・窓口で景気が悪くなってきたという求職者はいないが、景

気が良くなってきたという求職者もいない。

□

職業安定所（職員） ・大手企業を中心に売上や利益が増加し、決算状況も好調で
あるが、原材料費、燃料費、光熱費などの高騰や最低賃金の
大幅な引上げ、他社との競争などで、厳しい経営環境に置か
れている企業もある。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・求人の動きに変化はなく、求職者数が頭打ちの状況である
一方、中小企業における人手不足は継続している。

□
学校［大学］（就職担
当）

・物価上昇が続き、円安や能登半島地震、奥能登豪雨の影響
もあるため、状況が好転する要素や気配が見当たらない。

▲
人材派遣会社（役員） ・派遣比率が高い製造業の派遣先からの依頼がやや減ってい

る。

▲
新聞社［求人広告］
（担当者）

・求人広告の見込み数が減少している。

× － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

◎

家電量販店（人事担
当）

・ようやく例年並みの気温になるとの予測から、暖房機器の
販売の回復が見込まれる。また、各業界はブラックフライ
デーや年末セールなどで、大幅に価格を下げる傾向にあるた
め、消費者の財布のひもが緩むことを期待している。

○ 商店街（代表者） ・最近は気候も良いせいか、安定的に人出が増えている。

○
一般小売店［珈琲］
（経営者）

・直営のカフェや、取引先の飲食店の来客数が、インバウン
ドの増加によって伸びている。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)
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○
一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・12月は、インバウンドによる予約が多く入っている。

○
一般小売店［菓子］
（営業担当）

・11月後半の勢いのまま、販売量が活発に増えることを期待
している。

○

百貨店（企画担当） ・来年１月下旬からの春節効果もあり、インバウンド売上が
もう少し増えると予想している。10月の国慶節の期間も、海
外の富裕層が増加したことで、インバウンドの客単価の上昇
につながっている。

○

百貨店（販促担当） ・冬の天気予報は平年並みであり、消費も同様の動きが予想
される。春に向けては気温の推移を注視し、冬物商材の処分
計画に対する柔軟な対応が重要となる。インバウンドは長期
旅行者やリピーターなどによる、街への来訪が増える見込み
であり、エリア特性のある商材の拡充によって対応してい
く。

○

百貨店（マネー
ジャー）

・食料品の競合店のオープンによる影響が一段落し、野菜価
格の上昇も落ち着いてくれば、売上は回復することが予想さ
れる。また、バレンタイン商戦は年々売上が伸びているた
め、新規の販売促進策でまだ売上の拡大が期待できる。衣料
品関連も前年が極端な暖冬で苦戦した反動もあり、前年を上
回る動きが予想される。

○
百貨店（サービス担
当）

・クリスマス、年末年始商戦のスタートで、来客数やインバ
ウンド観光客が増える期間となるため、売上の拡大に期待し
ている。

○
百貨店（販売推進担
当）

・物価の上昇による買い控えの傾向が続くなか、今後の決算
を受けて、ボーナスなどがどこまで増加するかに期待してい
る。

○

百貨店（マネー
ジャー）

・ここ数か月はインバウンド、国内客共に安定しており、大
きな変化がないなか、中国人客の来街が緩やかに増えてい
る。この部分の上乗せが、数か月先には良い影響となって
徐々に出てくると予想している。

○

百貨店（売場マネー
ジャー）

・今月から気温が下がって例年並みとなり、衣料品関係が動
き出している。特に、婦人服関係が良くなっているほか、イ
ンバウンドの観光客も増えており、ラグジュアリー関連を中
心に売上増が期待できる。また、クリスマスや年末年始の動
きにも期待している。

○
百貨店（売場統括） ・８月から10月の動きと比べて、外国人客の売上が30％回復

している。
○ スーパー（企画） ・賃金の引上げが続くため、インフレも継続する。

○
コンビニ（経営者） ・来客数は現状のまま推移しそうであるが、数多くの商品が

値上げ予定であるため、客単価の更なる上昇が期待できる。

○

コンビニ（経営者） ・今後は、欧米からのインバウンドの来店が５％から７％増
える見込みである。近隣のホテル代が１万円から２万円程度
に上がり、国内客が泊まりにくくなっているが、インバウン
ドの利用で満室になっている。

○
コンビニ（店員） ・３年前から続いている高速道路の工事がもうすぐ終わり、

来月に開通する予定のため、車での来店が増えると予想して
いる。それに伴い、景気が上向くことを期待している。

○ コンビニ（店員） ・来月から12月に入るため、人の往来が増える。

○
乗用車販売店（経営
者）

・車検の予約台数は変わらないが、新車の販売が増えてい
る。

○
乗用車販売店（支店
長）

・来年にかけて米国の景気が上向くのに伴い、日本の景気も
良くなることを期待したい。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・年明けからは生産台数が増えるとの情報もあり、今以上に
活気が出てくる。

○
その他専門店［ドラッ
グストア］（店員）

・ボーナス商戦や年末年始商戦もあり、化粧品の予約数が伸
びている。急激な景気の改善は難しいものの、個人消費は緩
やかな増加が予想される。

○
高級レストラン（ス
タッフ）

・12月から来年３月頃までは会食の機会も多く、客単価も上
昇傾向となるため期待できる。

○
その他飲食［ファース
トフード］（店員）

・来客数が年々増加し、客単価も上がっているほか、海外か
らの客も増えている。

○
都市型ホテル（客室担
当）

・販売状況が上向いている。
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○

都市型ホテル（販売促
進担当）

・客室の先行予約の動きはまだ弱い。その一方、レストラン
は予約が増えており、特に前回も好評であった正月のランチ
ブッフェは、4500円から5500円に料金を上げるが、元旦から
の３日間はほぼ満席となっている。

○

都市型ホテル（総務担
当）

・３か月後は大阪・関西万博の開幕まで約１か月という時期
になる。施設の完成に伴う視察や関係者の準備など、いわゆ
る万博需要が始まるため、特に国内からの集客が期待でき
る。

○
タクシー運転手 ・インバウンドの増加や季節要因もあるため、少しの距離で

も利用が見込まれる。

○
タクシー運転手 ・大阪・関西万博を間近に控え、関連の業者が忙しくなるな

ど、少し動きが出てきている。

○
通信会社（社員） ・今後は年度末を経て、繁忙期に入る。若年層の需要増加が

見込まれるほか、キャリアによる他社からの乗換え客の獲得
強化にも拍車が掛かることで、今以上の販売が見込まれる。

○
通信会社（営業担当） ・米国の大統領が代わるため、世界的に景気が良くなると予

想される。

○
ゴルフ場（支配人） ・予約状況は引き続き悪くないため、季節要因による休業な

どがなければ、やや良くなる。

○
競輪場（職員） ・今月の客単価は異常なほど下がったが、今後は8000円台程

度に戻ると予想される。

○
その他レジャー施設
［飲食・物販系滞在型
施設］（企画担当）

・雪目当てのインバウンドの増加を期待している。

○
住宅販売会社（経営
者）

・米国の大統領選挙や衆議院選挙が終了し、市場が安定して
くると予想される。

○
その他住宅［展示場］
（従業員）

・全体的な物価の上昇や、設備費の高騰による住宅価格の上
昇は続いているが、以前と比べると、住宅の市場価格は落ち
着いてきている。

○
その他住宅［住宅設
備］（営業担当）

・年収の税制上の壁が引き上げられ、特定扶養控除の要件も
緩和されれば、手取額が増えるとの報道がある。その効果に
期待したいが、望みは薄い。

□

一般小売店［時計］
（経営者）

・今年に続いて、来年も値上げ予定の商品が早々に告知され
ている。主に食料品であり、ふだんの生活からは外せない。
実際に今年は米が突然なくなったため、予防的な対応をする
客も出てくるなど、なかなか明るい見通しは立てられない。
全体として、景気が良くなる見込みは全くない。

□

一般小売店［化粧品］
（経営者）

・国内客による買物の変化が顕著である。マスクをいまだに
外さず、オフィスに行かない在宅勤務者も増えたため、コロ
ナ禍以降の化粧品の使用方法が若干変化している。買物の内
容でも、お金を使うケースと使わないケースの差が激しく、
高級化粧品は好調であるが、かつて主力であった海外の化粧
品ブランドには余り関心がみられない。安心、安全で、低価
格ながら効能の高い日本のブランドの人気が高まっている。
ただし、話題性がなければ購入に至らない状況は今後も続
く。

□
一般小売店［野菜］
（店長）

・米国の大統領が代わり、今後はどのような動きになるかが
見通せない。

□
百貨店（広報担当） ・国内客、海外客の消費トレンドに、大きな変化はないと予

想される。

□
百貨店（外商担当） ・米国での新大統領の誕生で、株価、為替共に不安定になる

ことが予想される。その一方で、気温の低下に伴い、冬物衣
料の売上が伸びると予想される。

□ 百貨店（管理担当） ・今後も一進一退の状況が続く。

□

百貨店（外商担当） ・マイナス材料、プラス材料共に大きな要素はなく、景気は
現状維持が予想される。その一方、近隣の商店街では店舗の
撤退や入れ替わりが多く、景気の悪化に連動したような動き
がみられる。

□
百貨店（商品担当） ・不安定な政治や物価の上昇、諸外国の状況など、不透明な

部分が多いため、今後も良くなるとも悪くなるとも言い難
い。
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□

百貨店（宣伝担当） ・今後は為替の変動や観光客数の動きを踏まえると、インバ
ウンド売上は減速すると予想している。ようやく冬物商材が
動き出したため、国内客の売上は堅調であるが、インバウン
ド売上の減少を補うまでには至らないと考えている。

□

百貨店（マネー
ジャー）

・年末年始を控えて、全体的には今月と同様の推移が予想さ
れる。国内の中間層は選択消費が続くなか、ハレの日の消費
ではコストパフォーマンスの良い商品の動きが期待できる。
また、富裕層の消費でも、限定品などのギフト関連が堅調に
推移しそうである。インバウンドも地域的にみて、まだ好調
に推移することが予想される。

□
スーパー（店長） ・消費が外食やレジャーに流れる傾向となり、小売業は苦戦

が予想される。

□
スーパー（店長） ・物価の上昇など、消費を取り巻く環境に変化がなく、好転

する理由が見当たらない。

□
スーパー（店長） ・年末年始商戦を迎えるに当たり、生活防衛の動きに変化は

ないと考えられる。今後は景気が悪くなることはないが、節
約志向が続くと予想される。

□
スーパー（店員） ・とにかく野菜や果物の価格がまだ高い。今後も天候次第で

どうなるか分からないため、かなり厳しい。
□ スーパー（企画担当） ・改装効果が今のまま継続すると予想される。

□

スーパー（企画担当） ・12月にも競合店が１店舗オープン予定であり、売上などへ
の影響が懸念される。米の仕入価格の上昇もあり、今まで耐
えてきた総菜部門でも、主力商品のおにぎりや手作り弁当な
どの値上げが避けられない。その結果、販売数の減少や値引
きによる損失も増えるため、利益の確保が難しくなる。

□

スーパー（経理担当） ・最大の商戦である年末商戦を迎え、今年は長期の連休とな
るため、遠方への外出や旅行に需要がシフトする。それに伴
い、食費の節約や来客数の減少が懸念される。ただし、ハレ
の日の消費によって景気全体が活気付けば、消費の勢いが増
すという期待感もある。

□
スーパー（販売促進担
当）

・販売原価は今後も上昇が予想される。一方、年収の税制上
の壁に関する議論が進み、引上げが実現すれば、手取額や労
働時間の増加による景気の上向き効果が期待される。

□
スーパー（企画） ・企業努力で維持してきた価格も、最低賃金の引上げによる

影響で値上げせざるを得ない。今後は店頭価格が上がってく
るため、景気は現状維持となる。

□ コンビニ（経営者） ・年末の繁盛期に向けて、忙しくなることを期待している。

□
コンビニ（店長） ・値上げなどの影響が顕著に出ると予想されたが、今のとこ

ろは客の様子に大きな変化はない。

□
コンビニ（店員） ・来客数が増えているわけではないため、大きくは変わらな

い。
□ コンビニ（店員） ・しばらくは今の状況が続くと予想される。

□
衣料品専門店（経営
者）

・デフレの動きを実感することが増えている一方、物価全体
は上昇している。

□
衣料品専門店（店長） ・12月はボーナスの支給といったプラス材料があるものの、

２～３か月先となると、物価の上昇に伴う消費の鈍化や、原
材料価格の高騰懸念もあり、見通しとしてはまだ厳しい。

□
家電量販店（経営者） ・補助金制度が終了となった一方、新年度の補助金の内容は

不明なため、先行きが見通せない。

□

家電量販店（企画担
当）

・更なる値上げの動きや、政府による電気、ガスの補助金
カットで家計の負担が増えている。今後の消費動向は、年収
の税制上の壁に関する引上げ幅や、賃金のベースアップの幅
に大きく左右される。

□
乗用車販売店（経営
者）

・少しずつ個人消費の減少が進んでいる。

□

乗用車販売店（役員） ・販売台数が横ばい傾向で推移するなか、販売単価の上昇で
売上を支えてきたが、数か月先も販売台数が増える見通しは
立っていない。メーカーの基盤となるドイツの市場自体が厳
しいほか、中国市場の悪化により、本社の施策が弱まってい
る。客層は異なるが、日本のメーカーによる新車の生産も
戻ってきたため、少なからず影響が出ると予想される。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・何か回復のきっかけがない限り、今後も難しい。

134 



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
その他専門店［宝石］
（経営者）

・３か月先は現状と変わらないと予想される。円高が進まな
い限り、今の状態で推移する。

□
その他専門店［食品］
（経営者）

・年収の税制上の壁に関する問題が出ているが、全体の所得
が上がれば、少し良くなってくる。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経理担
当）

・12月からはガソリン補助金が段階的に縮小となるため、一
部の消費者は節約志向が強まるものの、景況感に大きな変化
はない。

□

その他専門店［宝飾
品］（販売担当）

・クリスマスなどの年末に向けたプレゼント商戦も、本物志
向の客が減っているため、貴金属や宝飾品よりもイミテー
ションの需要が増える。また、高い予算であれば、ハイブラ
ンドの小物類に需要が流れる。

□

その他専門店［医薬
品］（管理担当）

・気温の低下により、カイロなどの冬物商材にも動きがみら
れるほか、風邪薬や衛生用品の販売も緩やかに上向いてい
る。また、化粧品やスキンケア用品も順調に動いているが、
食品や生活必需品は値上げの影響で、客単価は上昇している
ものの、買上点数は減少している。年末商戦に向けて対策が
必要となるなか、大きな上昇要因は見当たらない。

□

その他小売［ショッピ
ングセンター］（総
括）

・先行きの好材料が見当たらず、物価の上昇といったマイナ
ス材料が多いため、慎重な消費行動になっている。大阪・関
西万博などのイベントも、宣伝は盛り上がっておらず、消費
を促す材料に乏しい。

□
その他小売［インター
ネット通販］（オペ
レーター）

・インナーやカーディガンの注文は増えているが、全体的に
は例年と変わらない。

□
高級レストラン（企
画）

・インバウンドの需要は引き続き堅調に推移するが、国内客
の旅行需要は盛り上がりに欠ける。

□

一般レストラン（経営
者）

・予約状況をみると、12月は一定の売上、来客数が見込める
ものの、コロナ禍以降は外食に行く意欲が減ったという声が
増えている。また、物価の上昇による家計の圧迫により、日
常的な外食の機会も減っている。特に、夜の時間帯の集客は
厳しく、景気の回復には程遠い。

□

一般レストラン（企
画）

・消費が減少し続けるなか、政府の経済対策は単発で特定階
層向けであるなど、経済全体を活性化するものではない。ま
た、食料品価格の高騰が続いており、家計が更に厳しくなる
ことで、外食も減少することが懸念される。

□
一般レストラン（店
主）

・年末年始には客がやや動くものの、例年どおり、年明けか
ら２月は余り期待できない。

□
その他飲食［自動販売
機（飲料）］（管理担
当）

・物価がまだ上がり、光熱費も上がるため、先行きには不安
しかない。

□
観光型ホテル（経営
者）

・今後３か月の予約状況も、前年と比べて好調である。国内
客、インバウンド共に好調な動きとなっている。

□
観光型旅館（経営者） ・物価の上昇などにより、購買活動は更に控えられる見込み

である。その一方、ホテルの特徴が明確であれば、料金は高
くても支払う傾向が高まると予想される。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・客室稼働率は上昇傾向にあるものの、単価が上がっていな
い。一方、レストランは受注が伸びており、宴会についても
例年並みで推移している。

□
都市型ホテル（客室担
当）

・正月は曜日周りも良く、順調に受注できているが、それ以
降は春節の時期を除いて予想が立たない。

□
旅行代理店（店長） ・学生の海外旅行の問合せが徐々に増えているが、コロナ前

と比べて価格が上がっているため、なかなか即決とはなら
ず、検討となるケースが多い。

□

旅行代理店（支店長） ・12月のボーナスに期待したいが、所得自体の増加率は、物
価の上昇率には届かないと予想される。さらに、所得が増え
ずに物価が上がるなか、貯蓄への関心も高まるという状況に
変化はない。

□ 通信会社（経営者） ・円安の進行による、輸入原材料価格の高騰が懸念される。

□
観光名所（企画担当） ・今年度に入り、来場者は前年比で微増の状況が続いてい

る。３か月後もこの傾向が続くと予想される。

□

競艇場（職員） ・11月のＳＧ、Ｇ１競走の売上はやや減少傾向がみられた
が、全体的に大きな変動はない。年末のビッグレースを控
え、インターネット投票を中心に前年並みの売上が期待でき
る。
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□
その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・イベントの開催数は３か月前と大きな増減はないが、人件
費の上昇などで費用が大幅に増え、利益が減少している。た
だし、イベントの開催自体は順調である。

□
その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・12月から来年２月には、コンサートが23日間入っているほ
か、子供向けのイベントや企業のイベントも開催されるた
め、前年並みの集客を見込んでいる。

□
住宅販売会社（従業
員）

・郊外を中心とした、新築分譲マンションの販売状況の回復
は想定できない。ただし、デベロッパーには資金力のある企
業が多いため、企業の経営に大きな影響はない。

□

その他住宅［情報誌］
（編集者）

・インバウンドの動きの更なる活発化で、不動産市場にも影
響が出る。都心ではマンション用地の確保が更に難しくな
り、建築費の高騰と合わせ、供給の難易度が更に上がる。そ
れに伴い、供給戸数が減少することで、価格上昇圧力も高ま
る。その反面、郊外の市場の動きは鈍く、好転の兆しが出て
くるのはまだ先と予想される。

▲
一般小売店［花］（経
営者）

・クリスマスや年末商戦の後、売上が落ち込むほか、物価の
上昇によるし好品の買い控えが増える。

▲
一般小売店［事務用
品］（経営者）

・先行きに心配な要素が多すぎる。

▲

一般小売店［衣服］
（経営者）

・消費者の様子や商店街の人通りをみると、景気が悪化して
いる。物価が日々上がっている実感があるなか、生活必需品
ではない衣料品に、消費者がどこまで費用を掛けられるのか
を考えると、今以上に販売量は減るおそれがある。

▲
百貨店（売場主任） ・年金世帯が多い当店のような郊外店では、インフレに対す

る買い控え傾向が当面続くと予想される。

▲
百貨店（企画担当） ・11月の好調は前月までの不足分をばん回したものであり、

今後もこの傾向が続くわけではない。特に地方都市について
は、全体として良い状況とはいえない。

▲

百貨店（商品担当） ・海外の政治情勢の影響もあり、株価や為替の動きが不安定
である。昨今のインバウンドの動きが今後も見込めるとは限
らず、衣料品や食品の販売促進に注力しているが、効果は薄
い。さらに、小売業では新規販売員の募集にも人が集まら
ず、年末年始は欠員気味であるため、売上に影響が出る可能
性がある。

▲
スーパー（経営者） ・賃金の上昇分以上に、原材料や資材、燃料価格の上昇が続

いており、消費者の節約志向が高まっている。

▲
スーパー（企画） ・野菜を中心に価格がやや上がっており、今後の消費に影響

が出る。

▲
スーパー（開発担当） ・物価の上昇が止まらない一方、賃金が上がらない状況で

は、景気が良くなることはない。

▲
スーパー（社員） ・長引く商品価格の上昇が、客の買い控えにつながる状況は

当面続く。また、関西地区でのスーパーの競合は激しさが増
しているため、今後も厳しい状況が予想される。

▲
コンビニ（店員） ・12月から米の仕入価格が約1.5倍に上がるため、手作り弁

当やおにぎりの売上への影響が不安である。

▲
衣料品専門店（店員） ・市場が閑散期に入るほか、気温の変動による影響も予想さ

れる。

▲
家電量販店（店員） ・年末に向けて、来客数の増加が予想されるものの、購入に

はかなりの時間を要するため、前年以上の実績は難しい。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・受注量の変動幅が大きくなっている。客はローン金利の動
きを気にし始めており、購買力は大きく低下している。

▲
住関連専門店（店長） ・クリスマスシーズンの購買が、例年よりも低迷している。

商談そのものが少なく、購買促進につながる良い材料ない。

▲
一般レストラン（店
員）

・商品の値上げや物価の上昇が続くなか、今後は良くなる要
素が見当たらない。

▲
都市型ホテル（管理担
当）

・冬のオフシーズンに入るため、単価は下がるものの、イン
バウンドの利用に期待している。

▲
都市型ホテル（フロン
ト）

・例年どおり、１月は国内客、海外客の動きが鈍くなる。

▲

都市型ホテル（客室担
当）

・円安の進行と海外からの需要の増加で、販売単価を上げる
ことができたが、紅葉後のオフシーズンは需要が落ち込む。
販売価格の高騰により、駅周辺を避けて離れていった客の戻
りも鈍いが、諸経費の高騰で、安価な販売への変更も困難と
なっている。
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▲
旅行代理店（役員） ・インバウンドの需要増に伴う、宿泊料金などの高騰が続い

ている。その一方、物価の上昇による家計の圧迫により、特
に子供連れの家族旅行の動きが鈍い。

▲
通信会社（役員） ・状況が良くなる外的要因に乏しいほか、物価の上昇で客の

消費行動にも変化がみられる。

▲
テーマパーク（職員） ・減税などを含めて、今後の政策には期待できる内容が少な

い。

▲

遊園地（経営者） ・足元では物価の上昇が続き、消費者が支出の絞り込みを進
めている。今後もその状況を打開する策が見当たらないほ
か、海外を含む政治情勢の不安定化が、物価や消費にも悪影
響を及ぼすことを懸念している。

▲
その他サービス［学習
塾］（スタッフ）

・最近は外国人による入会が増えているが、その一方で日本
人の退会が増えている。国民性の違いもあり、やや不安であ
る。

▲
その他サービス［マッ
サージ］（スタッフ）

・アロマオイルでのマッサージで服を脱ぐため、暑い時期よ
りも寒い時期の方が、来客数は減少する。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・住宅購入者が減少すると、いろいろな物が売れなくなるた
め、経済の縮小につながる。

▲
住宅販売会社（総務担
当）

・労務費や材料費が上昇するなか、すぐに価格転嫁ができな
い中小企業にとっては、どこまで耐えられるが問題である。

▲
その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・倒産件数が増加傾向にある。

×
一般小売店［貴金属製
品］（従業員）

・良くなる要因がない。

×
衣料品専門店（経営
者）

・客の不安心理の影響か、買い控えが増えているため、売上
が悪くなる。

×
一般レストラン（経営
者）

・物価の上昇や年末年始の出費により、外食の回数は減少す
る。

×
その他飲食［ジャズ
バー］（店員）

・物価の上昇で厳しい状況が見込まれる。

×
通信会社（社員） ・地域経済の復調の動きは余りなく、景気の大きな改善はみ

られない。

◎
木材木製品製造業（経
営者）

・為替相場は相変わらず円安傾向で推移しているが、商品の
性質上、夏よりも冬の方が需要はある。今月も追加の注文が
入ったため、今後も受注の増加を期待したい。

◎ 化学工業（企画担当） ・年末年始の食品の最需要期に入る。

○
食料品製造業（営業担
当）

・年末年始に向けて、消費は少し増える。さらに、年収の税
制上の壁が今後どうなるかによって、消費の動きが変わって
くる。

○
化学工業（経営者） ・月間の受注額がようやく前年並みに戻ってきたため、今後

も景気は緩やかに回復することが予想される。

○
建設業（経営者） ・やや良くなると予想しているが、変わらない可能性もある

など、市場の先行きが読みにくい。

○

経営コンサルタント ・他地域からの不動産の取得が増えており、せっかく消費が
増えても、その効果が他地域に取られる兆候がある。今後は
景気が良くなる部分もあるが、それが自治体や域内の事業
者、住民に恩恵をもたらすとは言い切れない。

○
その他非製造業［衣服
卸］（経営者）

・年収の税制上の壁に関する議論が前向きに進むほか、春の
賃上げムードの醸成などで、消費マインドの好転が期待され
るため、実用衣料も徐々に動きが出てくる。

□
食料品製造業（従業
員）

・今のところは大きく動きそうな商材もないが、気候も安定
しているため、景気が大きく変化することはない。

□
繊維工業（総務担当） ・消費者の購買意欲に左右される業界であり、少し余裕のあ

る経済状況でなければ、和装品の購入は増えない。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・先行きは不透明である。

□
出版・印刷・同関連産
業（企画営業担当）

・引き続き、年明けも各種イベントは実施されるが、受注量
の大幅な増加は予想していない。

□
化学工業（管理担当） ・取引先からの情報では、電装品向け、家電向けの出荷量

は、やや好調な動きが続きそうである。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・余分な在庫はもたず、必要な物は短納期で発注する傾向が
しばらく続くと予想される。

企業
動向
関連

(近畿)
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□

窯業・土石製品製造業
（管理担当）

・業況は業種によってばらばらで、まだら模様となってい
る。物価の上昇は続いており、個人消費は節約志向が目立つ
が、最低賃金の引上げなどの影響もあり、一進一退の動きが
予想される。

□
金属製品製造業（経営
者）

・中国からの需要の早期回復は期待できない。

□
金属製品製造業（営業
担当）

・米国の大統領の交代による影響や、今後の中国経済の推移
など、先行きの不透明感はまだ拭えない。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・景気は良くないままで推移すると予想される。

□
一般機械器具製造業
（設計担当）

・インフレ傾向が続くなか、高価な製品の売行きは良くない
が、一般的な価格の製品はそれなりに売れている。

□
電気機械器具製造業
（経理担当）

・当業界が根本的に活況になるとは考えていない。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・受注が伸び悩んでいる。引き合いはあるが、納期がかなり
先の注文が多い。

□
電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・食品や日用品などの物価の上昇は続いているため、家計へ
の影響は大きく、財布のひもがまだ固い。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・物価の上昇に伴い、お金を使うよりも将来に備える傾向が
強まっている。使うお金がないわけではないものの、使わな
いイメージが定着している。

□
建設業（経営者） ・今後も監理技術者や技能労務者の不足により、受注したく

てもできない状況が続く可能性がある。

□
輸送業（経営者） ・社員を募集しているが、就職希望者が集まらない。新たな

仕事の依頼があっても受けられないため、業績は現状並みと
なる。

□
輸送業（営業担当） ・学習机が売れるシーズンに入るが、例年並みの動きとなり

そうである。

□
輸送業（商品管理担
当）

・例年12月から２月は売上が減るため、今年も減少傾向が予
想される。

□
金融業（営業担当） ・大阪・関西万博の開催まで約４か月となったが、大きな案

件の話もなく、特需が発生しているような話もないため、特
に変化はない。

□
広告代理店（営業担
当）

・紙広告、Ｗｅｂ広告共に、売上が前年と変わらない。

□
司法書士 ・相続登記に関しては問合せや依頼がある一方、他の件は相

変わらず少ない。今後もこの状態が続くと予想される。

□

その他サービス業［店
舗開発］（従業員）

・来春の大手メーカーによる値上げ宣言が出始めているた
め、物価の上昇による消費マインドの低下は続く。一方、大
阪・関西万博の開催を控え、開催気運が醸成されつつあるた
め、プラスとマイナスの影響がせめぎ合う形となる。

▲
繊維工業（総務担当） ・物価の上昇に対して、所得の増加が追い付いていないた

め、景気が悪くなると予想される。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・新たな産業政策が失敗する傾向にあるため、先行きを懸念
している。

▲ 通信業（管理担当） ・景気が冷え込んでおり、回復する要素が見当たらない。
▲ 金融業（営業担当） ・米国の輸入関税引上げによる、流通問題が懸念される。

▲
不動産業（営業担当） ・良い場所であっても貸店舗が空室になるなど、空き店舗が

増えている。この傾向は今後も続くことが予想され、景気は
悪くなる。

▲
広告代理店（営業担
当）

・年明けの受注は少し減る見込みである。

▲
その他サービス［自動
車修理］（経営者）

・物価の上昇が大きく影響している。

▲
その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・前年よりも受注量が非常に少なくなっている。

×
その他製造業［履物］
（団体職員）

・現在の市況や為替動向などから判断すると、先行きは悪く
なる。

×

建設業（経営者） ・物価や資材価格の高騰に加え、人件費の上昇分も上乗せす
る必要があるため、建築コストの更なる上昇が予想される。
各家庭の収入が増加するまでは、一定の時間を要することか
ら、景気は冷え込む。

×
輸送業（営業担当） ・賃金を上げて人手を増やし、利益率を上げる計画であった

が、この１年間は逆の動きが続いている。
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×
金融業［投資運用業］
（代表）

・良くなる要素が全くない一方、悪くなる材料は多い。貧富
の差が拡大する要素が多く、経済のバランスが崩れている。
このアンバランスが正されるのを我慢して待つしかない。

×
その他非製造業［電気
業］（営業担当）

・産業構造が変化していないため、新たな産業の構築が求め
られる。

◎ ＊ ＊

○
人材派遣会社（役員） ・年明けの数か月は、求職者の動きが活発化すると予想され

る。

○
人材派遣会社（営業担
当）

・大阪・関西万博に伴う需要に期待したい。直近では英会話
関連の求人で、求職者の動きがみられる。

○

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・衆議院選挙の結果、与野党の状況が大きく変わったこと
で、税制の見直しや社会保障制度の改革など、現状の物価上
昇などに対応した、国民の暮らしを良くする動きがみられ
る。

○
民間職業紹介機関（営
業担当）

・来年１月から２月は、３月の就職活動の解禁に向けて、更
にイベントの出展が増える時期となる。その一方、イベント
への学生の動員については、伸び悩みが心配される。

□
人材派遣会社（支店
長）

・このまま可もなく不可もない状況が続きそうである。

□
人材派遣会社（管理担
当）

・大阪・関西万博の開催が近づき、求人数は増加するもの
の、マッチする人材が今後もなかなか見当たらないと予想さ
れる。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・全業界での利益の増加が見込めなければ、就業している派
遣社員全体の給与の底上げにはつながらない。

□
新聞社［求人広告］
（担当者）

・年末年始に向けた、関西の地元企業からの新聞広告やデジ
タル広告への予算はほぼ前年並みのため、売上はこの３か月
とほぼ変わらないと予想している。

□
職業安定所（職員） ・10月の新規求職者数は前年比で増えたが、事業所が採用の

意思を示しても、辞退する求職者が増加している。

□

職業安定所（職員） ・人手不足で求人数は増えても、事業所の採用基準が下がっ
ているわけではない。60歳以上の求職者割合が高い状況で
は、事業所と求職者のニーズがミスマッチとなりやすく、採
用にはつながりにくい。

□
職業安定所（職員） ・輸出の動きが業績に影響を及ぼす企業が多いなか、貿易関

係は先行き不透明な状況である。

□

職業安定所（職員） ・新規求人数は増加傾向にあるが、原材料価格の高騰や最低
賃金の引上げによる人件費の増加分が、価格転嫁できていな
いとの声もある。今後は今よりも良くなる要因がないことか
ら、景気の変化は余りないと予想される。

□

民間職業紹介機関（職
員）

・このところは、建設業や警備業の中小事業者からの求人が
増加している。いずれも人手不足感が強いが、従業員の処遇
改善が遅れている事業者が多く、人材の確保に苦慮してい
る。来年の大阪・関西万博の開催に向けて、特に警備業の求
人が増えそうである。

□
学校［大学］（就職担
当）

・人手不足が続くため、景気が上向く状況にはない。

□
学校［大学］（就職担
当）

・就職環境からみると、現段階で景気を左右する兆候は見当
たらない。

□
学校［大学］（就職担
当）

・人出が回復すれば、持ち直すことが期待される。

□
その他雇用の動向を把
握できる者

・減少していた求人数にも、下げ止まりの兆しがある。求職
者数の減少傾向も続いているため、雇用市場の需給バランス
は良い。

▲ ＊ ＊

雇用
関連

(近畿)
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×
アウトソーシング企業
（社員）

・求人を出しても応募がなく、人手不足の状態が続いてい
る。仕事量が増え、負担も大きくなっているが、賃金は上が
らず、手当が出ることもない。

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
通信会社（工事担当） ・新型コロナウイルス感染症対策緩和により、海外需要が高

まっている。

○

一般小売店［茶］（経
営者）

・これまで当地域ではなかなかインバウンドの好影響を受け
ることがなかったが、今回、思わぬところからその恩恵を受
けることになった。インバウンドが続く間、しばらく景気は
良くなってくるとみられる。

○
百貨店（広報担当） ・冬のボーナス支給と来春の賃上げ議論などで客の消費意欲

が刺激され、消費が多少なりとも活発化すると見込む。

○
百貨店（営業担当） ・式典や行事の開催により、客同士で集まる機会が増え、そ

れに伴う需要が増えていく。

○
百貨店（総務・経理担
当）

・年末年始やバレンタインデー等消費が増加する大きな機会
を控えている。

○
スーパー（業務開発担
当）

・年末から春先にかけて今の状況が続く。

○

コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・継続して人の往来が続くと考えられ、円安も進むことで海
外からの観光客も増える。懸念されるのは光熱費と人件費の
高騰で、経営者にとっては逆風なので、人の流れをつかみ、
売上の増加を図らなければならない。

○
一般レストラン（経営
者）

・今後、ボーナスが支給されると、経済的余裕が生まれ、景
気がやや良くなる。

○ バー（経営者） ・景気が良くならないと潰れる。

○
観光型ホテル（営業担
当）

・年末年始を迎え、来客数の増加が見込まれる。

○
都市型ホテル（総支配
人）

・１か月前は12月の宿泊予約の伸びがとても悪く、前年を２
～３％下回る予想もあったが、11月中旬から伸びが出てきて
おり、このまま進めば前年比２～３％増加も見込める。

○
旅行代理店（経営者） ・円安で海外旅行は減少しているが、国内旅行は大幅に増加

している。

○
テーマパーク（営業担
当）

・天候さえ良ければ冬の繁忙時の来客数の増加が期待でき
る。

○
住宅販売会社（住宅設
計担当）

・物価上昇による販売量低下に対する会社施策により、企画
型住宅や分譲住宅など、顧客の選択肢が増えてきている。

□
商店街（代表者） ・空き店舗への新規出店の問合せはあるが、近々の景気には

余り影響がないと考えている。

□
商店街（理事） ・クリスマスや正月の需要が出てくるため、ある程度、来客

数が増加する。

□
一般小売店［食品］ ・物価上昇が続き、客の節約志向も定着している状況で、今

後については見通しが立たない。

□
一般小売店［洋裁附属
品］（経営者）

・他店でも客に動きが出てきているが、売上につながってい
ない職種もあるため、景気は変わらない。

□
一般小売店［印章］
（経営者）

・景気が良くなってほしいが、余り期待はできない。

□

百貨店（営業担当） ・店頭で購入する客が少なく、ネットによる注文が多くなっ
ている。また、電話注文による売上も少しずつ増加してい
る。新規客の店頭での商品購入が厳しいため、今後も状況は
変わらない。

□

百貨店（営業担当） ・気温がこのまま下がっていけば重衣料などの動きがあると
みているが、前年水準までは戻らないとみられる。物価の上
昇を考えると、衣料品に費やす支出の割合は更に低くなって
くるとみられる。

□
百貨店（売場担当） ・ここ数か月、イベントなど特別な催しは好調であるが、一

方で、客がふだんの買物は我慢する傾向がより強まってい
る。

□
百貨店（外商担当） ・今後は気温の低下により、冬物商材の動きが回復するかが

ポイントになる。

家計
動向
関連

(中国)
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□

百貨店（売場担当） ・近年は冬が短く、商品単価の張るコートや高級素材ニット
など防寒アイテムの正価での販売期間が非常に短い。本年も
その傾向にあり、12月商戦からクリアランスセールの好材料
が見当たらない。

□
スーパー（店長） ・来客数の前年割れが続いているが、12月に値上げを実施す

るため、売上は前年をやや上回った状況で推移する。

□

スーパー（店長） ・前年と比べて、値上がりによる単価上昇が拡大しており、
点数増加が見込めない状況である。割引日の集客は期待でき
るが、平日の集客や売上確保は厳しいとみられる。年末年始
商戦を迎えるが、大幅な伸長は考えにくい状況である。

□
スーパー（店長） ・商品の値上げに対して、客の収入はさほど増えていないの

が現状である。景気回復のための施策もみえず、景気が良く
なるとは考えにくい。

□
スーパー（店長） ・特売日や割引日に客が集中しており、節約志向が続く見込

みがある。

□
スーパー（総務担当） ・野菜等の価格上昇で買上点数が減少している。客の購買意

欲が低下し、必要な商品だけの購入にとどまっているようで
ある。

□ スーパー（販売担当） ・物価高は根深く、依然としてその影響が続いている。

□

スーパー（営業システ
ム担当）

・燃料価格の高騰が続いており、客の日々の節約志向は変わ
らない。しかし、クリスマスケーキの予約販売数が前年より
も好調であるため、たまのぜいたくとして高額商品が動く可
能性がある。

□
スーパー（販売担当） ・年末年始にイベントが開催されるため、集客を期待したい

が、物価の上昇が続いているので厳しいとみられる。

□
スーパー（販売担当） ・年末年始を迎え、客の出費が増加することを考慮すれば、

例年どおりの消費傾向が考えられ、前年や２～３か月前と同
等と判断している。

□
コンビニ（エリア担
当）

・今後も情勢に大きな変化はないとみられる。支援等も多く
出ているが、即座に客の消費行動にプラスとなる可能性は低
いとみられるため、景気は変わらないと考えられる。

□
衣料品専門店（経営
者）

・特に景気の良くなる要素がみえてこない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・呉服業界では八掛、白絹、半襟などいろいろな物が値上が
りし、単価が上昇してくるため厳しくなる。

□
衣料品専門店（代表） ・国民は減税による景気対策を望んでいると考えるが、政府

は非課税世帯へのばらまきばかりで、根本的な景気対策をし
ていない。

□
家電量販店（店長） ・物価上昇はまだ続く。買換えを促進する施策が講じられな

いと厳しい。

□
家電量販店（販売担
当）

・気温の変化と初売りに期待できる。

□
乗用車販売店（経営
者）

・年末に向かっているため、客の財布のひもが固くなり、景
気が良くなる要素がない。

□ 乗用車販売店（統括） ・メーカーの供給が増えない限り、余り変わらない。

□

乗用車販売店（営業担
当）

・今月は新車の販売は横ばいである。予算を抑えるために中
古車を検討する客が増えている印象がある。車検などの整備
費用は、整備内容を少なくして価格を抑える客が多い。ま
た、安い会社で車検を受ける客も増えている。やはり、物価
高の影響で車に掛ける費用を減らしたい客が増えている。

□
乗用車販売店（業務担
当）

・現状がしばらく続くと予想される。

□
乗用車販売店（リース
担当）

・景気が良くなるといった話を聞くことはなく、新政権が発
足しても、なかなか良い方向には進まない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・物価高に対して手取りが増えない限り状況は変わらないと
みられる。

□ 乗用車販売店（店長） ・景気回復の起爆剤となる要素が当面見当たらない。

□

乗用車販売店（営業担
当）

・現状から市場の動向が良くなるとは考えられないが、年末
にかけて市場の動きが活性化するタイミングを逃さず、即座
に対応し反転を図りたい。今後は市場や景気の回復に期待を
している。

□
その他専門店［土産
物］（経営者）

・市が財政難で、いろいろなイベントを中止する旨の発表を
して市民のモチベーションが下がっているため、現状維持が
精一杯である。
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□
その他専門店［時計］
（経営者）

・歳末需要に期待しているが、先行きが見えない。

□

その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・９月から10月に食品など値上げラッシュがあったが、その
動きに賃金の上昇がついてきておらず、家庭の財布のひもは
固いままとみられる。年末に向けボーナスなど、財布のひも
が緩む季節だが、それに合わせたイベントなどで少しでも売
上を伸ばす施策を行っていく必要がある。

□
高級レストラン（事業
戦略担当）

・これから閑散期に入るが、大型の広告企画を実施し、来客
数の維持に努める。

□

一般レストラン（経営
者）

・牛肉、米、卵、野菜などの主力食材の価格の上昇、高止ま
りで、利益率が良くない状況が続いている。忘年会や新年会
のシーズンに入るが、現状、予約は前年並みとなっている。
ただし、予約の少人数化が顕著となっているため、売上は厳
しくなる。また、アルコール類の売上構成が目標を下回る月
が続いていることも心配材料である。

□
一般レストラン（店
長）

・今後も来客数の減少の影響は出てくる。駅の再開発で商圏
がそちらに移動すると予想しており、それも不安材料となっ
ている。

□ タクシー運転手 ・好景気を維持しているとみられる。

□
タクシー運転手 ・12月から繁忙期に入るが、利用者は多少増加するものの、

今月と大差はない。

□
タクシー会社（営業所
長）

・年末年始にかけてイベントなどが少なく、人流が大幅に増
える要素が見当たらない。

□
通信会社（営業担当） ・景気及び消費動向が浮沈する要因がなく、現状維持とみら

れる。

□
通信会社（企画担当） ・年末から年明け以降、景気が活性化していく商材や話題が

少ない。

□
放送通信サービス（総
務経理担当）

・一般家庭の可処分所得に大きな変動がみられない。

□
競艇場（企画営業担
当）

・２～３か月後の売上はほぼ横ばいとなる。

□
美容室（経営者） ・物価高の影響で節約志向が続いているため、客の来店頻度

が低くなっている。
□ 設計事務所 ・数か月先の案件依頼がある。

□
設計事務所（経営者） ・コロナ禍で止まっていたプロジェクトが再開し始めている

が、建築コストの高騰が続く見込みなので、なかなか前に進
まない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・金利上昇や税制優遇などの経済施策が打ち出されないと景
気上昇にはつながらない。

□
住宅販売会社（事業推
進担当）

・３か月程度では賃金の改善は見込めず、また、仮に販売単
価上昇が止まっても、高止まりなので、景気の回復は難しい
とみられる。

▲
商店街（代表者） ・いろいろな商品の価格上昇や客の手取りの減少が購買行動

を妨げている。

▲
スーパー（店長） ・米等を中心に商品の値上げ幅が大きく、販売数量が大幅に

落ち込んでいる。商品の単価上昇に消費者がついていけてい
ないことが数値の動きで明らかである。

▲
スーパー（財務担当） ・物価の上昇が今後も続き、節約による買い控えで買上点数

が減少し、低価格志向による買い回りにより、来客数の前年
割れが続く。

▲
コンビニ（支店長） ・次期米国大統領による関税引上げで輸出企業が低迷してい

くとみられる。

▲
衣料品専門店（経営
者）

・来店を促すニュースレターやＳＮＳの発信を続けている
が、反応が鈍い。

▲
家電量販店（副店長） ・来客数が改善しているが、前年比91％ぐらいなので、景気

は少し下方傾向にあるとみられる。

▲
自動車備品販売店（経
営者）

・米国の政治情勢など国外の影響により円安が進み、輸入品
に打撃があり、販売コスト増加になっている。

▲
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・物価高が続き、客の購買意欲が低下している。

▲
観光型ホテル（副支配
人）

・年明けは宿泊予約が一杯だが、その後はまだ動きがない。
施設が山間部にあるため、雪の影響を受けやすいことも僅か
だが影響している。
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▲

都市型ホテル（総支配
人）

・例年２月はオフシーズンを迎え、先行予約は伸び悩む。１
月下旬から２月上旬に旧正月を迎える東アジアのインバウン
ドに期待する。３月も先行予約は伸び悩んでいるものの、欧
米インバウンドツアーや国内個人の卒業旅行に期待する。

▲
都市型ホテル（宿泊担
当）

・インバウンド需要が落ち着く時期となるため、年末年始以
外は単価を下げた販売が予想される。

▲
旅行代理店（支店長） ・我が国もそうだが、米国も政権が変わりどのような方向に

進んでいくかによって状況は変わってくる。また、円安に振
れるようであれば、景気が更に悪化することが見込まれる。

▲ 通信会社（広報担当） ・価格が少しでも高いと売れない状態である。

▲
テーマパーク（業務担
当）

・冬になると、キャンパー自体が少なくなる。また、雪が降
るようなことがあれば、都市部からの来客は見込めなくな
る。

▲
ゴルフ場（営業担当） ・シーズンオフになり、更にインバウンドが落ちてきている

ため、来客数は減少する。先の予約も若干減少している。

▲
美容室（経営者） ・客の所得が上昇しておらず、財布のひもが固いため、景気

は現状よりも悪くなる。

▲
美容室（経営者） ・物価高騰などの影響なのか、客の買い控えや節約が少しず

つ表面化している。

×
商店街（代表者） ・物価高の影響で、客の財布のひもがかなり固くなってい

る。

×
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・年末までの速やかな物価対策がみえてこない。

×
百貨店（営業担当） ・市街地の集客を奪う駅周辺の開発によるマーケット環境の

変化が考えられる。

×
コンビニ（エリア担
当）

・ここ１～２か月の間に、近くに競合店が出店する予定であ
るため、客が徐々に奪われることを危惧している。

×
家電量販店（企画担
当）

・今後はしっかりとした経済政策が実施されないとみてお
り、景気は悪くなる。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・業種的に年間で１番落ち込む月であるため、今後は異業種
参入も必要かもしれない。

×
住関連専門店（営業担
当）

・店舗への客の来店の様子が全く変わっていない。

× 設計事務所（経営者） ・年末年始は出足が悪くなり、成約に結び付くのが厳しい。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・今のところ、２～３か月後も生産は順調であると考えてい
る。

○
食料品製造業（経営
者）

・客の購買意欲は上昇している。ただし、値上げにより価格
帯が上がりつつあるため、少し良くなる程度とみられる。

○
食料品製造業（営業担
当）

・11月は前年の受注量を超える見込みである。

○
化学工業（総務担当） ・様々な地政学リスクは不透明な部分もあるが、モノの値動

き等をみる限り、少しずつ良くなっていくとみられる。

○
一般機械器具製造業
（管理担当）

・季節性のある製品を生産している関係で、需要期に向けた
海外向け製品の生産増が見込まれる。

○ 輸送業 ・受注が増えている。

○
金融業（支店長） ・域内の建設業関連事業者の好調につながれば、関連する業

界にも好影響を与えることから、将来的な景気はやや良くな
ると想定する。

○
不動産業（総務担当） ・例年どおりであれば、来月から来客数の増加が見込まれ

る。

○
会計事務所（経営者） ・中小で回復が遅れていた自動車関連部門が少し動き出し

た。年度末へ向けて補正予算の後押しも期待される。
□ 農林水産業（従業員） ・景気が好転する要素がない。
□ 繊維工業（財務担当） ・金利上昇や物価の高騰がいつまで続くか分からない。

□
木材木製品製造業（経
理担当）

・為替も新設住宅着工戸数も現状維持であり、景気としては
変わらない状況が続くとみられる。

□ 化学工業（総務担当） ・現状の政治課題対応や海外情勢の不安定さが懸念される。

□
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・年末年始対応などの季節要因はあるが、生産水準の変化は
見込めない。

□ 鉄鋼業（総務担当） ・受注環境が良くなる兆候がない。
□ 鉄鋼業（総務担当） ・人手不足の解消ができないため、景気は横ばいである。

□
金属製品製造業（総務
担当）

・スポットで大型案件はあるが、それ以外は今と変わらない
と想定している。

企業
動向
関連

(中国)
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□
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きに変化はない。

□
輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・取引先の内示情報から判断すると、景気に変化はない。

□ 建設業（経営者） ・補正予算が閣議決定され年内成立されそうである。

□
建設業（総務担当） ・価格転嫁が受け入れられやすい環境にあるが、技術職が手

一杯の状況であり、予定物件の遅れや延期がみられる。

□
輸送業（業務推進担
当）

・特に景気に関する大きなプラスやマイナス要素もなく、取
引先の動向にも目立った変化はない。

□
輸送業（営業担当） ・新規の見積依頼は少ないため、顧客の動きに大きな変化は

みられない。

□
金融業（経済産業調査
担当）

・個人消費の持ち直しに向けた材料が乏しい。

□
広告代理店（営業担
当）

・景気が良くなる要素がない。

▲
非鉄金属製造業（業務
担当）

・電子材料関係が年明けから生産調整に入る見込みが出てい
る。

▲
電気機械器具製造業
（総務担当）

・中国経済も減速が続き、需要が減少している。

▲ 建設業 ・今後も物価上昇が続いていく。

▲
通信業（企画担当） ・海外の政治的な動きが不明瞭な点もあり、先行きが暗い。

特に輸入先の関税高騰により、データセンター関連の商材も
高騰し、ますます客の財布事情が厳しくなっている。

× － －
◎ － －

○
人材派遣会社（事業部
長）

・依然として企業の人手不足感は強く、新年度に向けて人材
を確保しようとする動きは、より強くなっていくとみられ
る。

○
人材派遣会社（求職者
対応）

・毎年４月に転職する人が多いため、応募者数が増加する傾
向にある。

○
求人情報誌製作会社
（総務担当）

・年末年始に向けて、飲食店の予約件数が増加傾向にある。
ただし、１件当たりの人数は新型コロナウイルス感染症発生
前に比べて減少している。

○
求人情報誌製作会社
（新卒採用担当）

・今後も新卒、中途問わず、採用活動に継続して投資する企
業が増える見込みである。景気上昇イコール採用活発化と捉
えると、やや良くなるとみている。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・車両、住宅等の商品供給に改善がみられ、消費の底上げ、
周辺企業への好影響が期待できる。

○

民間職業紹介機関（職
員）

・国内では首相が代わり、米国でも大統領が交代するなど政
治的な動きがあり、様々な業界で皮算用が行われている。現
状としては、まだ目立った動きは見られないが、次期大統領
就任以降の経済政策によっては、経済も好転する。

□
人材派遣会社（経営企
画担当）

・年々、派遣スタッフの獲得に苦戦しており、今後もそのト
レンドは継続すると考えられる。

□
求人情報誌製作会社
（広告担当）

・中途採用も新卒採用も超売手市場が続いている状況で、人
手不足はますます深刻化する。

□
職業安定所（事業所担
当）

・企業の人手不足感は強く感じるものの、原材料高及び物価
上昇等により先行きが不透明であるため、これからの業績が
読めず、人材確保に慎重になっているとみられる。

□

民間職業紹介機関（人
材紹介・派遣担当）

・年内は情報収集を軸として潜在層が多いため、具体的アク
ションは年明け以降となる見込みである。しかし、１月以降
は第２新卒等の動きや年度替わりに向け、選考を希望する求
職者数の母数が増えるとみられる。

□
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・新卒者対象の採用活動を終えた企業が多く、求人数の増加
が鈍化している。製造業からの求人数は増加傾向にあるが、
求職者の希望と合わず、応募に至らない。

□
その他雇用の動向を把
握できる者

・求人状況は、人材不足のため賃金は上がっているが、労働
者は103万円の壁により、就業時間を減らす傾向がある。

▲

職業安定所（職員） ・経済圏が閉じており、外部からの人の出入りが少ない地域
において、慢性的な人手不足は常態化している。近頃では、
人手不足を理由に仕事を断らざるを得ないという声も複数聞
かれる。この状態が僅か数か月で解消する劇的な変化は期待
できない。

雇用
関連

(中国)
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× － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○

商店街（常務理事） ・長く続く物価高に諦めともいえる感覚を覚えるが、節約疲
れがあり、レジャーや観光、趣味には出費を惜しまない動き
もあるため、一概に景気が悪いだけでもないとみられる。消
費喚起策にはメーカーや小売店の工夫が必要であり、それが
先行きの明暗を左右する。地元では港湾地区の開発、完成が
佳境であり、その動向や人の流れに注目が集まっており、景
気向上に期待を持てる。

○ 家電量販店（店員） ・冬のボーナス商戦や新生活準備商戦が続き、期待できる。

○
通信会社（支店長） ・物価上昇が続いているものの、ボーナス商戦、年末年始の

帰省等により、良くなるとみられる。
○ 美容室（経営者） ・12月は客も少し動くので、売上は増加するとみられる。

○
設計事務所（所長） ・比較的好調なものづくり企業が多く、当社もそのような仕

事を受注する予定がある。

□

商店街（代表者） ・複雑多岐な世界情勢、物価上昇による生活への圧迫等によ
り、多少賃金が上昇しても生活必需品に回すため全くゆとり
はなく、景気上昇による生活水準の向上などは期待できな
い。さらに、地方都市は99％が中小零細企業であり、賃金が
上昇したという話は皆無である。

□
一般小売店［文具店］
（経営者）

・来年２～３月は年度末の関係で、例年、多少売上高が伸び
ており、今回も期待している。しかし、仕入価格及び運搬費
等の高騰の影響で、不安定要素があり、予想がつかない。

□
一般小売店［酒］（経
営者）

・消費者の節約志向が強いため、物が売れない状況が今後も
続くとみられる。

□

一般小売店［生花］
（経営者）

・生産、入荷の量が減少しているため、商品を指定する客に
は予約をお願いしているが、入荷ができないこともある。生
産に２年以上掛かる植物は、これから先も新型コロナウイル
ス感染症の影響が続くとみられる。

□
百貨店（販売促進） ・度重なる様々な品目の値上げに賃金上昇が追い付かず、購

買意欲にはつながらないとみられる。

□
百貨店（マネー
ジャー）

・インバウンドの先行きは不透明であり、国内需要は原材料
価格の高騰などの影響もあり、今より良くなるとは考えにく
い。

□ スーパー（店長） ・年末商戦に向けて良い流れになっている。

□
スーパー（店長） ・突発的な要因が発生しない限り、今の好調な状態が今後も

継続するとみられる。

□
スーパー（企画担当） ・今後も商品の値上げが続く影響から売上は伸びていくとみ

られるが、単価の低い業態へ客が流れていく懸念も発生する
とみられる。

□

スーパー（企画担当） ・季節の変わり目などの気候の影響が大きく、動向について
は見通しが難しくなっている。また、物価上昇がこのまま継
続していくなかで生活防衛意識が高まっており、まだ将来の
見通しは不透明である。

□ コンビニ（店長） ・来客数が減少していくとみられる。

□
コンビニ（店長） ・地元の建設業やタオル業界の業況が良くないようであり、

当面は余分な消費を控える状況が続くとみられる。

□
コンビニ（商品担当） ・米の価格が一旦落ち着けば単価が抑えられ、客の購買力が

上昇するが、現状その兆しがみえない。

□
コンビニ（総務） ・今後の景気回復に関する具体策がみえていないため、横ば

いとみられる。

□
衣料品専門店（経営
者）

・100万都市とインバウンド相手以外の業界は景気が良くな
らないとみられる。

□
衣料品専門店（経営
者）

・現状は厳しく、12月は景気が良い月になるはずだが、状況
は大きく変わらないとみられる。寒くなったら期待はできる
が、厳しくなるとみられる。

□
衣料品専門店（経営
者）

・期待できる材料がない。

家計
動向
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
衣料品専門店（営業責
任者）

・特に食品の物価上昇が続き、衣料品の購入を控えている客
が増加している。賃金上昇が物価上昇のスピードに追い付い
ておらず、景気の良い話は聞こえていない。

□
家電量販店（副店長） ・来客数は徐々に戻ってきているが、販売量は特に変わりな

い。光熱費の高騰及び物価高の影響もあり、客の購入も慎重
になっている。

□
乗用車販売業（営業担
当）

・販売が可能な車種が増える見込みがない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型車は発売されるが台数制限等があり期待できない。も
うしばらく受注の取りづらい状況が続く。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（館
長）

・大きく売上が増減する要因は見当たらず、数か月は現状ど
おり進捗するとみられる。

□
一般レストラン（経営
者）

・年末年始の消費熱も終わり、これといったイベント等もな
い時期であり、悪い状況が続くとみられる。

□

観光型旅館（経営者） ・足元の景気は好調であるが、航空便の座席数、各地域の宿
泊客数には限界があり、更に景気が向上するには、今以上に
県内の広範囲に来訪者を回遊させなければならないとみられ
る。

□
都市型ホテル（経営
者）

・忘年会の動きは例年と変わらず、宿泊は堅調である。

□

タクシー運転手 ・通常では年明け２～３か月、１月や２月は少し忙しくな
る。しかし、物価が上昇しているとともに、サラリーマンは
特に小遣いをカットされている。また、夜の飲食店では、新
型コロナウイルス感染症対策費などの支払が始まったため、
店を閉めたという話もある。タクシーの台数も少なく、40％
前後で稼働しているため、そのような状況に鑑み、景気の先
行きは変わらないとみられる。

□
通信会社（営業担当） ・来客数は多くなりつつあるが、購買意欲はそこまで高くな

く、物価高騰などもあり節約志向は強い。

□
観光遊園地（主幹） ・インバウンド需要が高い水準で推移しており、当面の間は

このまま良い状況が続くと想定される。

□
競艇場（マネー
ジャー）

・まだ物価の上昇が続いているが、遊興マインドを縮小させ
ている雰囲気はみられない。

▲
商店街（代表者） ・気候が不安定であり、原材料もかなり値上がりするとみら

れる。これらの要因により、消費者の自己防衛のマインドが
高まり、消費量はやや低迷するとみられる。

▲
商店街（代表者） ・景気が良くなる兆候が余りみられず、貧富の差が一段と激

しくなっていく傾向にある。

▲
スーパー（統括担当） ・物価高、単価上昇、来客数の減少傾向は変わらず、買い控

えの傾向は続くとみられる。

▲
スーパー（財務担当） ・物価上昇が収入の増加を上回り、節約志向が強まり、買上

点数が減少するとみられる。

▲
スーパー（人事） ・本格的な冬に入り、電気代高騰の影響を大きく受けること

で、生活防衛の意識が働くとみられる。

▲
その他専門店［酒］
（経営者）

・２～３か月先は、年末も過ぎ、１月と２月は非常に暇にな
り、少し景気が悪くなる。

▲
旅行代理店（部長） ・所得の改善や政府の経済対策、インバウンド需要の増加な

どが下支えし、景気を押し上げるとみているが、先行きは不
透明である。

▲ 美容室（経営者） ・消費を控えている客が多い。

×
タクシー運転手 ・来年はお遍路の逆打ちの年ではなくなる上に、冬場でお遍

路の仕事もほぼなくなる。また、街にもタクシー台数が増え
るため、今より悪くなることは間違いない。

◎ － －

○

農林水産業（職員） ・気温が下がってくると農作物の生育は回復するため、青果
物の出回りは増量してくる。ただし、夏秋季の高温の影響が
残ることから、例年より少ない基調での出回りが予想され
る。人間の足腰同様、植物は根張りが重要であるが、今年は
根張りが悪く、天候不良時の収穫量への影響が強く出やすい
ことが懸念される。また、イノシシが多く出没し、例年以上
に露地作物の被害が心配される。

企業
動向
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○

食料品製造業（商品統
括）

・円安傾向が継続しており、エネルギー、原料価格が高止ま
りしているなかで、各業種が足並みをそろえて値上げを実施
している。年明けにも食品業界の値上げは予定されており、
業界全体で売上増加につながる良いサイクルとなっている。

○
繊維工業（経営者） ・全国でみると地域によって好不況があるが、良くない地域

は過疎化、人口減少による要因が大きく、小売店の閉鎖もあ
り、ますます厳しくなるものと予測される。

○

パルプ・紙・紙加工品
製造業（経理）

・年末掃除用にウェットクリーナーを購入する客が増加する
ことから、11～12月は毎年売上が増加し、その反動で１～２
月は減少する。新型コロナウイルスの感染状況が収束し、化
粧品関連の需要が高まってきているため、マスクの拡販をし
やすくなる。

○ 化学工業（所長） ・物価上昇の浸透とインバウンド回復を期待する。

○

電気機械器具製造業
（経営者）

・農業が非常に低迷していたが、今年は近所等で米が大変高
値で売れた。そのような意味では、農業者が将来に期待を
持って農業に本気で取り組んでいる雰囲気がある。やはり農
業は基盤産業であり、良くなることを期待したい。

○
広告代理店（経営者） ・人手不足に伴う採用関連広告や観光関連広告が増加傾向に

ある。

□
一般機械器具製造業
（経理担当）

・世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行きに不透
明感に加え、地政学的リスクの高まり、物価上昇や人件費な
どのコスト増加等もあり、世界経済の下振れが懸念される。

□
電気機械器具製造業
（経理）

・米国大統領が変わることで更なる円安基調、それに伴う物
価高の継続が見込まれる。

□
建設業（経営者） ・取引先の動きや資材価格の高値での推移し、販売量等から

考えると、変わらないとみられる。
□ 建設業（経営者） ・現在のところ、公共工事の見通しが立っていない。
□ 輸送業（経営者） ・大きな不安、期待要素がなく、状況は変わっていない。

□
通信会社（総務担当） ・当月受注だけでなく、年度内の受注の積み上げ状況につい

ても伸び悩んでいる。

□
通信業（企画・売上管
理）

・良い話も悪い話も大きなものは聞かない。

▲
木材木製品製造業（営
業部長）

・住宅メーカーの受注が回復していない。平屋の増加で床面
積が減少しており、建材等の受注が減少している。

▲ 鉄鋼業（総務部長） ・産業用機械関連の今後の見通しが立たない。

▲
金融業（副支店長） ・地方では、物価高騰分に対して給与水準は上昇しないまま

である。
▲ 税理士事務所 ・物価高騰などによる価格転嫁がまだできていない。
× － －
◎ － －
○ － －

□
人材派遣会社（総務部
長）

・最低賃金上昇や物価高騰により、景気が微妙な情勢だが、
２～３か月先は、大きく変わらないとみている。

□
求人情報誌（営業） ・求人数が高止まりしており、充足に向かう気配はみられな

い。しかし、大幅に求人数が増える見込みもなく、停滞する
とみられる。

□

職業安定所（求人開
発）

・大企業は、人手不足に対しては、設備投資やＤＸによる省
人化で対応し、賃上げに係る人件費増加に対しては、早期希
望退職者を募って長期的な固定費を削減するなど様々な方法
で比較的対応できている。一方、最低賃金上昇や賃上げに係
る人件費増加、年収の壁といった社会保険適用拡大に係る人
手不足に対して、設備投資や価格転嫁等で容易に対応できな
い中小企業では、先行きを不安視するところが多く、２極化
がみられる。

□
民間職業紹介機関（所
長）

・有効求人倍率はここ１年は、やや減少傾向で推移してお
り、求人状況から考えても当面の景気は変わらない。

□
学校［大学］（就職担
当）

・特に地方は人手不足感が強く、求人数は非常に多い状況が
続くとみられる。

▲
求人情報誌製作会社
（経営者）

・年始の求人数が落ち着き、求人数の減少が予想される。

▲
新聞社［求人広告］
（担当者）

・来年４月までは仕入価格上昇に伴う予算減少から、ますま
す広告費を抑制する動きが高まる。

雇用
関連

(四国)

147 



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

× － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
住関連専門店（従業
員）

・冷え込みが進み、高単価の秋冬商材の売行きが伸びること
に期待したい。加えて、推薦入試を終えた受験生の新生活需
要や年末年始の帰省客を迎えるための需要が見込まれる。

○
商店街（代表者） ・夏は客の動きが悪かったが、平年並みの寒さになったため

動き始めた状況である。今後は徐々に良くなり通常に戻り始
める。

○
商店街（代表者） ・12月は名入れサービス業務のほかに年賀状など印刷物が増

えていくため景気は良くなるが、１月には減少すると想定し
ている。

○
商店街（代表者） ・今まで低迷した来客数や客単価が少しずつ増加しており、

２～３か月先には希望が持てる。ＳＮＳを用いて客への情報
提供を増やしていき、今後の可能性に期待したい。

○
商店街（代表者） ・今後はブラックフライデーや年末商戦、初売りなどイベン

トが増えるため売上も伸びると期待している。

○

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・景気は年末の売上に左右される。毎年、年末前は売上が落
ち込んでいても、年末になると売れる傾向にあるが、今年は
先が見通せない。養殖魚の物価が高止まりしており、非常に
厳しい商戦になると予想している。

○
百貨店（企画担当） ・米国の新政権発足により円安基調に進めば、インバウンド

の拡大や株式市場への海外資金の流入による株価上昇などが
好材料となると判断している。

○

スーパー（店員） ・物価を下げなければ、国民は消費を控えるばかりで景気は
好転しない。米国大統領も変わり、世界各地の紛争が落ち着
くとなると、米国は関税を引き上げ、我が国は輸出業に頼れ
なくなる。日本企業は内需拡大のためにも賃金を上げ、物価
を抑えなければ立ち行かなくなると考えており、ここ２～３
か月のうちにそういった流れになり、景気が上向いてくるこ
とを期待している。

○

スーパー（総務担当） ・ここに来て寒い日が続いており、今まで低調だった鍋物商
材、特に生鮮関係がよく売れるようになり期待が持てる。今
後はクリスマス・年末商戦へと消費喚起の環境が続くため幾
分上向いていく。

○
スーパー（経理担当） ・10月に最低賃金が上がった効果を期待していることに加

え、電気代補助の効果にも期待している。
○ コンビニ（経営者） ・大型補正予算の効果を期待している。

○
家電量販店（従業員） ・寒くなり暖房器具の需要が増えているため、今後の景気は

伸びてくる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・新社会人や年度末で環境が変わる人が多くなり、車を購入
する人が増えてくる。

○
乗用車販売店（役員） ・自動車メーカーの認証不正問題の沈静化に伴い、新型車投

入が再開されていくことに期待したい。

○
乗用車販売店（総務担
当）

・メーカーから向こう３か月の配車計画が提示された。今後
２～３か月は計画以上の配車があるため、今期は好決算が期
待できる。

○
乗用車販売店（役員） ・年末年始の商戦に加え、メーカーの生産が回復基調にあ

り、登録や納車など販売が増加すると予想される。

○

その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・例年、11～12月のコーヒー業界では、売上が増加してく
る。ギフトシーズンに入り、前月から客が増加傾向であるた
め、店頭での販売量が増加傾向になる。今後２～３か月先の
売上予想も前年比を超える見込みである。

○

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・当ショッピングセンターの商況は閑散期となっており、こ
こから３か月は大型新店舗やバーゲンセールなどプラス要素
が多いため、良化傾向になると判断している。一方、物価高
騰や異常気象が継続した場合は、冬物処分が進まずバーゲン
セールでの稼働が鈍化するため、悪化する可能性も十分にあ
る。

家計
動向
関連

(九州)
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○
高級レストラン（経営
者）

・来月は繁忙期となり、今月より来客数は多くなる。予約状
況は、忘年会が入っているため安心しているが、例年の12月
と比較すると人数に関係なく予約が減少傾向である。

○
一般レストラン（ス
タッフ）

・年末需要で一時的に良くなると予想される。インバウンド
需要が多くなっているが、少子高齢化や人口減少により地元
客は減少している。

○
観光型ホテル（支配
人）

・値上げに消費者が慣れた感もあり、宿泊・宴会・婚礼と順
調に客を受け入れられている。

○ 旅行代理店（職員） ・春の旅行需要に期待している。

○

旅行代理店（統括者） ・政府の賃上げ政策によりレジャーへの支出が期待される。
また、当市の空港の第２滑走路新設に伴いインバウンド及び
海外需要の増加や中国のビザ解禁による中国人観光客の増加
も予想され明るい話題が多い。

○ 旅行代理店（統括者） ・春休みの旅行の予約が増えてくる。

○
タクシー運転手 ・大型クルーズ船の寄港などインバウンドが好調となってい

る。また、イベントが多くなりホテルの予約も埋まっている
状態が続いているため、堅調さを維持できる。

○
タクシー（統括者） ・年末年始にかけて観光需要が多くなると予想される。客を

確実に獲得できれば、乗務員採用が好調であるため景気は良
くなると考えている。

○ 通信会社（営業担当） ・年末年始で消費が増えることが予想される。

○
観光名所（職員） ・店舗の責任者からの報告によると、年末になるにつれ更に

来客数が増加すると見込んでいる。

○

美容室（経営者） ・美容業界の動きが悪い要因ははっきりしないが、ボーナス
が出るため動きが出る。天候にもよるが年末年始の商品の動
きには期待できる。商品の動きが非常に悪い状態が続いてい
たが、今月から１月までは徐々に売上が伸びると期待してい
る。

○ 理容室（経営者） ・年末に向かうため、業界的には期待できる月になる。

○
美容室（店長） ・新型コロナウイルス感染症はどうにか落ち着き、外出の機

会も多くなるため、若干景気は良くなると予想している。

□
商店街（代表者） ・所得の上昇が物価の上昇を上回り先行き不安が解消しない

限り、消費は上向かない。

□
商店街（代表者） ・全ての商品の価格が高騰しているため全体的な消費が低迷

している。今後価格が下がることはなく、景気は良くならな
いと考えている。

□
一般小売店［精肉］
（店員）

・景気状況が変化する要因が見当たらない。

□

一般小売店［生花］
（経営者）

・花屋はクリスマスには需要が多いと考えるが、購買店でも
ある当店ではクリスマスの売上は伸び悩む状況である。意外
にも12月にはお供えの花を贈ることが多くなり、正月の花は
通常同様の売上はあるが、１～２月にはイベントが余りない
ため、売上は例年どおりに伸びないと予想される。加えて、
夏の猛暑により花の出来が良くないため、高額になると予想
される。

□
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・年末年始は客用や贈答品用として多少の売上は確保でき
る。個人の客は、米価格が前年より倍になったこともあり日
本茶の買い控えが続いている。

□
百貨店（企画担当） ・クリアランスセールが落ち着き、まだ気温が低い日も続く

ため、春夏商材の購入にはつながりづらいと予想している。

□
百貨店（企画担当） ・クリスマスケーキの予約金額が前年を下回るなど物価高の

影響がある。外商は堅調に推移しているが、最も需要がある
価格帯の消費が現状以上に旺盛になる要素が見つからない。

□
百貨店（経理担当） ・物価高の影響で客の節約志向は今後も続くと考えられる。

食品催事等の売上の落ち込みは少ないが、衣料品全般の売上
が伸び悩んでいる。

□

百貨店（営業担当） ・店頭価格は上昇しているものの、自家需要商材やし好性の
高いブランド品・舶来雑貨の購入意欲は依然として強く、紳
士雑貨やインテリア、ブランド品・舶来雑貨の購入意欲は継
続している。また、クレジットやコード決済により客単価や
商品単価の伸びが見込める。加えて、年末年始の帰省客や国
内外の観光客増加により来店が増加し、年末年始商戦の活性
化が期待できる。
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□
百貨店（営業企画担
当）

・今後も節約志向は継続するものの、賃金上昇により年末年
始の購買意欲上昇につながることに期待したい。

□

百貨店（業務担当） ・選挙や税制の変更などの報道が多く、年収の壁の方向性も
はっきりしないため、対象ではない消費者も購買の動きが止
まると危惧している。物価高や光熱費の高止まりは続いてお
り、生活防衛の買い控えはしばらく続くと予想される。

□
スーパー（店長） ・米国大統領選挙後、関税が上げられる懸念や為替状況も良

い見通しではないため、状況に変化はないか若しくは悪くな
ると予想される。

□
コンビニ（経営者） ・年末年始は帰省や旅行、インバウンドによる人の動きが続

くと考えられ、コンビニのニーズも拡大すると予測してい
る。

□
コンビニ（経営者） ・景気についての特段の好材料もないため、横ばいで推移す

る。

□
コンビニ（エリア担
当）

・電気代やガソリン代の補助施策がどう影響するか注目して
いるが、ポジティブな変化には期待が薄い。

□ 衣料品専門店（店長） ・政治や世の中の先行きが読めない。

□

衣料品専門店（取締
役）

・３か月先も何も変化がないと予想される。手取りを増やす
対策を採り始めているが、30年間停滞していた政治のほんの
一部の話合いを始めたばかりで、全体として景気が良くなる
という気持ちにはなれず、非常に先行きは厳しい状況であ
る。引き続き企業努力をして望みたいと考えている。

□
家電量販店（店長） ・物価高で出費は増えていく一方であるが、収入は増える様

子もなく、消費が増加する傾向にはならない。

□

家電量販店（店長） ・気温低下が例年より遅かったため、今から若干持ち直しそ
うである。しかし、一時的なことであるため継続はしない。
物価高の影響が強く、気温低下以外に上向く要素が見つから
ない。

□
家電量販店（従業員） ・年末年始の気温や降水量などは平年並みと予測され、11月

のような伸長は余り見込めない。
□ 乗用車販売店（代表） ・景気が変わるような要因が見当たらない。

□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・インバウンドの鈍化と国内の力弱さが一進一退の状態であ
る。富裕層向けのインバウンドは特に一服すると予想してい
る。

□
スナック（経営者） ・海外の利用客増加が11月の売上を支えたが、国内の利用客

は団体利用を中心に減少しているため相殺され景気は変わら
ない。

□
観光型ホテル（専務） ・予約が直近化しているため、全く先が読めない。団体の動

きが良くなることを願うばかりである。

□
観光型ホテル（管理） ・相応の売上確保を見込んでいるが、人件費、仕入原価等の

上昇傾向が続いており、収益力はさほど変わらないと予想し
ている。

□
タクシー運転手 ・忘年会シーズンに入るため、金曜日と土曜日は夜の売上が

多くなり、日中の売上は伸びていかないと予想される。

□
通信会社（企画担当） ・景気の冷え込みはないもののニーズが多様化しており、変

動がみられる。

□
通信会社（社員） ・景気が良くなっているため、そのまま維持できると考えて

いる。それ以上のトピックスがないため先行きに変化はな
い。

□
通信会社（役員） ・物価上昇の継続や値上げ品目の増加等、顧客を含む地域住

民を取り巻く環境が好転する兆しがみえない。

□
観光名所（従業員） ・通常であれば年末年始を除く12月以降は閑散期となり客が

減少するが、アニメとのコラボレーションにより、客が増加
し現状が維持されることに期待をしている。

□
ゴルフ場（従業員） ・これまで景気は良かったが、今後もこの状況で推移すると

推測する。

□
ゴルフ場（従業員） ・冬場の天候が前年並みとの予報があるため、景気に変化は

ない。
□ ゴルフ場（営業） ・もし暖冬であれば来場者数は伸びる見込みである。

□
競馬場（職員） ・今月は販売量の動きから景気の上昇はみられない。今後は

販売量増加が見込まれるような景気回復要因が見当たらない
ため、現況と変わりはない。
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□

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・補助金減額は国の方向性として出ており、負担増加は継続
すると考えられる。

□
設計事務所（所長） ・今月の結果がでるのは３か月先となるため、２～３か月先

の景気は若干良くない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・展示場の来客数や新規資料の入手など大きな変化はなく、
商談客の割合も一定数で推移していく。

▲

商店街（代表者） ・食料品を始め大手の商品の値上げが続いているが、小規模
小売業の商品は値上げしづらいのが現状である。街の和菓子
屋の商品を10円値上げするとしばらく売上は落ち、僅かな利
益で営業をしているためこれが死活問題となっている。売上
が少ないため従業員の給料は現状維持が精一杯である。小規
模小売業では店も従業員も厳しい状況が続いており、年末の
公務員のボーナス額が明示されるたびに、従業員に対して心
苦しくなるのが実情である。

▲

商店街（代表者） ・商品の値上げや株価、円安など不景気な社会を感じてい
る。食品など生活必需品は購入しなければいけないが、年末
の買物や日用品購入等を倹約する雰囲気が出ると危惧してい
る。

▲ 百貨店（総務担当） ・物価がまだ上昇し、景気は悪くなる。

▲
百貨店（リーダー） ・現在が繁忙期であるため、２～３か月先は下り気味になる

と考えられる。

▲
百貨店（経営企画担
当）

・相次ぐ値上げにより、購入商品の厳選や来店頻度が減少し
ている。年末年始の消費が相次ぐ時期を過ぎると、支出を控
える傾向は更に強くなると考えられる。

▲
スーパー（店長） ・様々な商品が大幅な価格上昇を継続しているが、収入の増

加は余り望めず消費意欲は減退傾向であり、景況感の見通し
は暗い。

▲

スーパー（企画担当） ・可処分所得が上がらない状況下で節約志向を払拭すること
はかなり厳しいとみられる。年末にかけて消費者の購買意欲
の低下が懸念されるが、前月までの高気温から、季節らしい
気温になれば、購買意欲に変化が出てくると考えられる。

▲ コンビニ（経営者） ・今後も物価高が続く。

▲
コンビニ（経営者） ・３か月後は近郊に競合店の出店が予定されるため不安要素

があり、売上や利益が楽観視できない状況になっている。

▲
コンビニ（店長） ・国内や米国の新政権に不安があり、将来に期待できないた

め今後が懸念される。

▲
家電量販店（店員） ・円安が続く限り物価上昇に歯止めがかからず、国内情勢も

価格高騰につながる事柄しかないため景気は一層悪くなる。

▲

住関連専門店（経営
者）

・10月の産業祭りではそれなりに売れたが、それ以降なかな
か売上が増えず落ち込んでいる。物価や人件費、仕入価格の
値上がりで経費がかかり、同業者間の情報を聞いても厳しい
状況である。

▲
観光旅館組合（職員） ・冬は雪の影響などもあり、来客数は少し落ちる可能性があ

る。

▲
観光型ホテル（営業） ・先行予約を考えると需要に波があり、上り調子であるとは

いえない。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・２～３か月後はイベント数など限りがあり、今月より下が
る予想である。しかし、インバウンドも含め、中長期的には
増加傾向である。

▲ 通信会社（企画担当） ・現状のニーズが充足している状態を打開できない。
▲ テーマパーク職員 ・寒さが厳しい季節は、客の減少傾向を見込んでいる。

▲
美容室（経営者） ・国民や企業の経営状況が徐々に悪化しており、閉店する店

舗も増加しているため、生活を保障する対策を早急に望んで
いる。

▲
その他サービスの動向
を把握できる者（所
長）

・寒くなってきたため、除草作業の売上がない時期である。
他の事業については、ほぼ横ばいの状況であるため、売上が
落ちることが予想される。

▲ 学習塾（従業員） ・冬季講座に向けて問合せが出始めている。

▲

設計事務所（所長） ・材料や製品単価の上昇が見込まれる。それに対して仕事の
対価としての人件費は上がらず、地方の中小企業や個人事業
で顕著に表れている。また、生活必需品の価格上昇も続くと
予想される。
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▲ 設計事務所（代表） ・金利上昇等の影響で、販売量の動きは悪くなる。

×

住宅販売会社（従業
員）

・先の総選挙の結果により年収問題が検討されているが、消
費に金が回らないと考えられるため、景気は良くならない。
企業の本質や利益を考え、社会還元や投資をすることによ
り、景気が回復してくると考えている。

◎ － －

○
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・年度末に向けた納品が控えているため、若干売上は良くな
る。

○
化学工業（総務担当） ・損益は前年との比較で回復傾向にあり、同様の状況が続く

と予想される。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・集中的な営業努力の効果により、大手企業との取引が期待
できる。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・半導体関係の問題が徐々に解決しつつあるため、全体的な
動きが良くなっている。

○
電気機械器具製造業
（取締役）

・作業スペース改善、人員の採用の観点から工場増設に着手
しており、今後の増収にも期待を持てる。

○
金融業（営業） ・冬物需要や年末商戦など、ベースアップ等により向上した

はずの消費力が発揮されることに期待している。

○
経営コンサルタント
（代表取締役）

・自社Ｗｅｂの問合せ件数が増加している。

□

農林水産業（経営者） ・年末は正月商戦で期待ができる。インフルエンザによる原
料不足も心配であるが、工場は通常どおりに稼働すると考え
られる。しかし、１～２月の原料不足も心配であるが、消費
もかなり落ち込むため、余り期待ができない。春先以降は、
鳥インフルエンザは落ち着き順調になると予想される。全体
的に消費については問題なく、特にギフトやふるさと納税が
伸びているところである。

□
家具製造業（従業員） ・２～３月の年度末に向け徐々に市場は活性化すると予測で

きるが、１月までは期待を持てない状況である。

□

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・例年であれば今が１番最盛期にならなければいけないとこ
ろであるが、今年は前年と変わりなく推移している状態で今
後を危惧している。前年の年末はふるさと納税の注文が多
かったが、今年の受注を心配している。

□
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・大きな生産台数の変化もなく計画どおり推移し、安定して
いる。

□
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・来年には増産という情報はあるものの、不確定であるため
安心はできない。まだ低迷が続く。

□
輸送業（従業員） ・例年１～２月の荷動きが良くないため、余り期待はできな

い。

□

輸送業（従業員） ・年末年始に向けて取扱は増加すると予想されるが、高価格
帯と低価格帯の２極化は様々なメーカーに波及している。
メーカーとしては一定の収益を得られるが、倉庫などは取扱
個数や容積等により料金が決まっているため、２極化が進む
と取扱量は若干減少傾向となり、厳しい状況となる。

□

輸送業（総務担当） ・物価や光熱費、人件費は上昇傾向であるが、荷主への値上
げ交渉をしても満額回答を得られるケースは少ない状況であ
る。コロナ禍より景気は確実に良くなっているが、当面現状
は変わらない。

□
通信業（職員） ・電気工事の受注状況は良いが、情報通信工事に関しては部

門としての年度目標額に対して厳しい状況が続いている。特
に入札案件の競争が厳しい。

□

通信業（経理担当） ・外注費の委託単価や派遣社員の時給など取引先から値上げ
要求が強くなっている。人件費に関わるコストの上昇が著し
い。一方で、本業の売上は堅調に推移しており、コストアッ
プ分を吸収できている状況である。

□

金融業（従業員） ・百貨店やスーパーマーケットの売上は順調に拡大してお
り、自動車の販売も持ち直しの動きが見られる。一方、住宅
販売は今一つ力強さに欠け、人手不足や物価上昇などから先
行きをやや慎重にみている企業もある。

□

金融業（調査担当） ・ボーナスや年末年始により消費が活気付くことが見込まれ
るものの、長引く物価高騰が足かせとなり、消費者が慎重な
購買スタンスを大きく転換させることは期待できない。当面
は賃上げ効果を実感しづらい状況が続く。

企業
動向
関連

(九州)
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□
金融業（調査担当） ・金利上昇の影響により企業の設備投資ニーズは停滞が続く

と予想され、大きな変化はない。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・正月時期の申込み案件が少なく、好材料が見当たらない。

□

広告代理店（従業員） ・米政権が交代しても、劇的に情勢が変わることは現状では
ないと予想している。今後ウクライナ侵攻やガザ侵攻の休戦
がすぐに実行されるかどうかも見通せない。また、国内でも
新政権が不安定化しており、すぐに政策の実効性が示される
ことは考えられず、３か月先も景気に変化はないと予想され
る。

□
経営コンサルタント
（社員）

・現状維持をベースに新規開拓したいが、新しい動きがつか
めない。

▲
電気機械器具製造業
（総務担当）

・顧客からの情報より、受注量や販売量が減少する見込みで
ある。

▲
建設業（従業員） ・現在、社会状況が著しく変化しており、来年は新米国大統

領が就任し、物価やガソリン価格等が上昇すると予想され
る。

▲
建設業（社員） ・手持ち工事が終わってくると非常に苦しい状況になるた

め、早期の補正予算決定や繰越工事、ゼロ債で多くの工事の
発注を期待している。

▲

金融業（営業担当） ・日本銀行による金利引上げ予想もあり、取引先は警戒感を
示している。また、人件費や物価の上昇なども出口のみえな
い状況であるため、今後もまとまった前向きの資金需要は見
込めない。

▲
不動産業（経営者） ・同業他社や金融機関の担当者の会話では、将来的に明るい

話題がない。

▲
経営コンサルタント
（社員）

・値上がりした商品は、数量を減らして購入する傾向にあ
る。

×

繊維工業（営業担当） ・収入に関する問題で、企業への負担が重くなり休業や廃業
していく企業が増加すると予想している。助成金も本当に必
要な企業は受給できない。当社も受給できず仕方なく事業を
縮小し、今は外注に頼っている状況である。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・この先、更に受注減少が見込まれており、米国の関税等の
影響により景気が悪くなることが考えられる。

◎ － －
○ 人材派遣会社（社員） ・年末特需のオーダーが増えると見込まれる。

○
人材派遣会社（社員） ・年度末需要で注文がある時期である。既存の顧客からも既

に問合せがある。

○

人材派遣会社（社員） ・新年度に向け、派遣や人材紹介など求人に動きが出てくる
と予想される。現在稼働中のスタッフに関しては料金改定の
時期にも当たるため、改定結果が伴えば派遣でも安定就業へ
つながると見込んでいる。

○

人材派遣会社（社員） ・例年より求人数は抑え気味であるが、年末年始に関わる求
人が動き始めている。これまで人数で回していた業務も今期
からシステムに置き換えるなど、ＤＸが進んでいることも影
響の１つとなっている。

□ 人材派遣会社（社員） ・好転するような案件がないため、先行きに変化がない。

□
新聞社［求人広告］
（社員）

・年収の壁の見直しや物価高など話題はあるが、景気は横ば
いが続く。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・商品価格や物価の上昇などはあるものの、正月商戦や年末
年始に伴う人流の活発化などもあり、景気はやや良い状況の
まま推移すると予想している。また、インバウンドも感染症
などがない限り好調に推移する。

□
職業安定所（職員） ・人手不足が続いているが就職件数は伸びていない。事業を

廃止する企業もあり景気上昇の要因がみられないことから、
今後も横ばいが予想される。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・各大学で行われる合同企業説明会でも企業の参加意欲が高
く、人材の取り合いになっている現状を考えると、２～３か
月の短期間で状況が悪化するとは考えられない。

雇用
関連

(九州)
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□

学校［大学］（就職支
援業務）

・政権政党の政権運営が不安定になることが予想され、今後
も物価高騰と大手を除く中小企業の賃上げの先行きが危惧さ
れる。実質賃金は継続してマイナス傾向が続いているが、輸
出企業を始めとする好調な企業収益が、物価高騰を上回る賃
上げや将来を見据えた設備投資の拡大など前向きの支出につ
ながることが期待されている。一方、幅広い業界で働き手不
足が続いており、企業の採用意欲は継続すると予想してい
る。

▲

新聞社［求人広告］
（担当者）

・物価は需給バランスで成り立っているのは理解できるが、
交通費や宿泊料が予想以上に高く、インバウンド需要を口実
に便乗値上げされているように考えてしまう。賃上げの動き
もあるが追い付いていないことから、こうした状況がしばら
く続くと危惧している。

▲
学校［専門学校］（就
職担当）

・今年度以降も物価上昇傾向は続くと予想している。

× － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
一般小売店［酒］（店
長）

・年末年始は観光需要があるため期待している。

○
百貨店（経営担当） ・年末年始、クリスマスギフト需要などが増加見込みとな

る。

○

スーパー（企画担当） ・国による電気・ガス代の補助を、来年の１～３月まで実施
すると発表されたことや直近で国内外の観光客を乗せた大型
クルーズ船も多く寄港予定であることなどが今後２～３か月
先の身の回りの景気に良い影響を与えるとみられる。

○
コンビニ（経営者） ・近くのスーパーが閉店したことで野菜や果物を取り入れた

ため年配の客が増えて、他の商品も売行きが良い。

○
コンビニ（店長） ・客の購入単価をみると、数か月前より単価が上昇してい

る。商品自体の高騰もあるが、買上点数も増加しているた
め、現状が続けば景気が良くなると判断できる。

○
家電量販店（営業担
当）

・沖縄県全体が好況のため、12月のボーナス増額が予想さ
れ、消費が若干拡大するとみている。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・年始の初売りでは車両販売台数が増加すると予想されるも
のの、大きな期待はできない。

○
その他専門店［陶器］
（製造）

・年末年始が例年どおりなら観光客がとても増えて忙しくな
るとみられる。

○
一般レストラン（代表
者）

・観光客が増加している。また、歓送迎会などもあるため、
良くなっていくとみている。

□
商店街（代表者） ・空き店舗に新しく入るのは飲食店であり、物販が徐々に減

少している。商売の傾向が少しずつ変化していることから、
景気が読みづらい。

□
衣料品専門店（経営
者）

・今月は例年と比べて暑い日が続いており、季節商材の売上
が良くない。客の買い控えが発生している。景気はまだ良く
なる兆しがみえていない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・現在、良くなる要素も悪くなる要素も見当たらない。

□
乗用車販売店（経理担
当）

・受注の動きが鈍いため少々心配である。

□
その他飲食店［バー］
（経営者）

・今月はやや良くなっていると感じたものの景気が良くなる
要素がまだないため、当面は変わらないとみている。

□
旅行代理店（マネー
ジャー）

・物価高が止まらず旅行商材も値上がりしていて爆発的に伸
びる要素がない。

□
通信会社（営業担当） ・春先には学生需要もあり回復すると期待できるが、それま

ではやや悪い現状が続くとみている。
□ 観光名所（職員） ・国内客の動きが若干悪い。

□
その他サービス［レン
タカー］（営業）

・先行きの受注は前年並みに推移しているが、直近の個人受
注の増加が顕著であるため引き続きやや良い状態と見込んで
いる。

家計
動向
関連

(沖縄)
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□
住宅販売会社（役員） ・県外からの移住やセカンドハウスの需要に期待したいが、

物件価格の高騰に県内の購買層は慎重になっている。

□
住宅販売会社（取締
役）

・２～３か月前と比べて顧客動向に変化は余りみられない。

▲

コンビニ（副店長） ・年収の壁の見直しが期待されている傾向にあるが、どこま
で具体化できるかは不透明である。また、国内と米国が共に
新体制となり、特に米国を中心に経済、金融、外交などの分
野で大きな政策転換が予想される。どこまで影響が反映され
るか現時点では未知数である。

▲
コンビニ（経営企画担
当）

・競争環境の悪化に加えて、米の価格上昇や電気料金の補助
終了など生活費がかさむため、影響が出ることを懸念してい
る。

×
観光型ホテル（企画担
当）

・11月の販売室数が前年比33％増加なのに対し、11月末時点
での来年２月の予約室数は前年比22％減少とマイナスに転じ
ている。

◎ － －

○
食料品製造業（役員） ・年末に向けて外国人観光客を中心に増加を期待している。

最低賃金の引上げもあり、今後の売上増加に期待している。

○
窯業土石業（取締役） ・受注した案件の工事が下期後半に集中しており、売上増加

が見込める。

□
広告代理店（営業担
当）

・県内企業は、県外あるいは海外企業との競争が強まるな
か、広告販売促進に伴う費用対効果が厳しくなり、やや消極
的になっている。

□
会計事務所（所長） ・物価高対策については、為替の動向が影響することが多い

ため、日本と各国との金利差、景況によるとみている。
▲ － －
× － －
◎ － －

○

求人情報誌製作会社
（営業）

・例年の流れとして年明け後の求人数の増加を見込んでい
る。年明けから３月にかけて最も求人数が多くなる。ただ
し、９～11月期の求人数が前年を下回っているため、年明け
から３月の求人数も前年を下回る可能性がある。

○
職業安定所（職員） ・年末年始に向けて、例年求人数は増加傾向にある。今後は

求人数が増加することを予測している。

○
学校［専門学校］（就
職担当）

・2026年卒向けの学内説明会の依頼が多く届いており、それ
に合わせて求人依頼を受けるため、必然的に求人数は増加し
ていくとみている。

□
人材派遣会社（経営
者）

・人材不足が続いているものの、一定の充足感もあり、経済
環境も状況を見ながらなので大きな変化はなく現状を維持す
るとみている。

□
人材派遣会社（総務担
当）

・年末に向けて、求職者の動きがもっと鈍くなり、マッチン
グにつながらない。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・政治面から制度変更など変化の兆しを感じる部分もある
が、景気好転を感じるまではまだ時間が掛かるとみている。

▲ － －
× － －

雇用
関連
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